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英語に࠾いて、ㄞ࣭ࡃ⪺࣭ࡴ書࣭ࡃヰすの４ᢏ⬟のྥୖをᇶㄪに、目ᶆをࢩン࣏࢞ール◊

ಟに࠾ける交流校でのプࣞࢮンࢸーࣙࢩン⬟ຊの㣴成とした。ㅮᗙは、ࣈࢸࢿスࣆー࢝
ーㅮᖌによるプࣞࢮンࢸーࣙࢩンのᢏ⾡ᣦᑟと実演ホ౯とい࠺ᙧᘧとした。な࠾、ᙜㅮᗙに
クのࢵࣆンཎ✏ᣦᑟ、科学ⓗトࣙࢩーࢸンࢮング、プࣞࢽ事前学習として、Ⓨ㡢トࣞーࡴ⮫
プࣞࢮンࢸーࣙࢩン実演を本校英語科教員と㸿㹊㹒で行った。

�
平成 �� 年㸵月 �� 日（ᅵ）�
�

本校視聴ぬᐊ
��

ㅮᖌ� 大㜰ᗓ立大学英語ㅮᖌ� �3K�'���&KULV�/RFN�Ặ

� �
３年生２１名（ࢩン࣏࢞ール◊ಟ参加ணᐃ者）�

�

����事前ᣦᑟ�
５月ᮎ～� � � ��Ⓨ表ཎ✏ᣦᑟ���本校英語科教員�

����� 㸴月㸵月� � � ��放課後� Ⓨ㡢トࣞーࢽング��本校英語科教員�
� � � 㸵月１㸵日（ⅆ）�科学英語プࣞࢮンࢸーࣙࢩン実演� 本校�ALT�&KDH�.\XQJ�-HRQ�

５月ᮎより英ヂに取りかからࡏ、ㅮᗙまでの成をồめた。ᥦฟࡉれたཎ✏は、࣑スを
ᣦして、ᥦฟを⧞り㏉ࡏࡉ、英作ᩥのຮᙉとした。プࣞࢮンࢸーࣙࢩンには㉁ᛂ⟅
がつきもので࠶るが、ࡇࡑではどんな㉁ၥがฟてࡃるか分からない。受ㅮ生には、各グル
ープの◊✲ࢸー࣐に㛵した英語のᩥ⊩をできるࡔけㄞんで࠾き、✀ࠎのᑓ㛛⏝語を⇍▱し
てࡃ࠾よ࠺にࣂࢻスした。 �

� � � ㅮᗙに࠾いては実演をணᐃしていたので、Ⓨ㡢トࣞーࢽングも事前学習にධれた。㏻ࡌ
るⓎ㡢を㉸࠼て、ㄗ解がなࡃ、⨾しࡃ⪺きࡸすいⓎ㡢を㌟につけࡏࡉるࡇとをጞめた。平
⣲࠶まりⓎ㡢に㛵ᚰがなかった生徒にとっては、ṇしいᢚᥭでୖᡭࡃⓎ㡢できるよ࠺にな
るには୍ᮅ୍ኤでは成らない。ࡇࡑで、日ࠎ練習できる教ᮦを㛤Ⓨした。教ᮦは、英語㡢
のಶࠎのⓎ㡢、ントࢿーࣙࢩン、࣒ࣜࢬ、᪩ཱྀゝⴥ㞟からなるもので࠶る。本校 ALT が
吹き㎸んࢹࣔࡔル࣭ ࣜーࢹングをンࢱーࢵࢿトୖのプ 、クス�で聴きࢵ࣎プࢵࣟࢻࣜ）
⮬Ꮿでトࣞーࢽングできるよ࠺にしたとࢁࡇ、生徒のⓎ㡢には大きなྥୖが࠶った。⮬Ꮿ
に࠾ける生徒の体ⓗ練習実行率は高ࡰ、ࡃ全員の生徒が練習を行っていた。

本校 ALT の�&KDH�.\XQJ�-HRQ�Ặは、化学分㔝でのプࣞࢮンࢸーࣙࢩンをし、生徒のⓎ
表見本とした。

����ᙜ日のᣦᑟ
� 科学英語ㅮᗙに࠾ける Chris Lock Ặのㅮᗙは、高ᗘなࣞ࣋ルでプࣞࢮンࢸーࣙࢩンを
演ฟするᢏ⾡についてで࠶った。前グのよ࠺に、࠾よࡑே前でఱかをⓎ表するためにㄡに
とっても᭷┈な▱㆑が披露ࡉれた。ࡑれらの事㡯をព㆑するしないでは、プࣞࢮンࢸーࢩ
ࣙンのฟ来に大きࡃ㐪いを生ࡌるもので࠶り、生徒はしっかりࣀートを取った。練習の成�
ᯝが実り、交流校�(ࢵࣜࢯ࢝ク࣭ࢪࢵࣞ࢝ࢽࣗࢪ) でのⓎ表ではしっかりとⓎ表し、㉁�
ᛂ⟅にもᛂ࠼るࡇとができた。生徒は୍㐃のㅮᗙを㏻して、達成ឤと⮬ಙをᚓたࡇとが
見てとれた。ࡉらなる学習のỴពをᙼらのཱྀから⪺けたし、後の学習のࣔ࣋ࢳーࣙࢩン
になるのは☜かで࠺ࢁ࠶。�

⤖ㄽとして、生徒のⓎ㡢ࡸプࣞࢮンࢸーࣙࢩンᢏ⾡は科学英語ㅮᗙなどを㏻して▷ᮇ㛫
でྥୖࡏࡉるࡇとはできるが、ᑓ㛛⏝語とࡑれらが⏝いられࡸすい表⌧に㛵しては、高１
ẁ㝵から㥆ᰁみ、⏝ࡏࡉていࡃᶵ会がᚲせࡔと⪃࠼る。

�
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� �
� 本校のＳＳＨ◊✲㛤Ⓨの目ᶆの୍つにࠕ国際ⓗ視㔝をもった科学ᢏ⾡⣔グࣟーࣂルࣜーダーの育

成を目ᣦす教育プࣟグラ࣒の◊✲㛤Ⓨࠖが࠶る。ࠗＳＳＨࢩン࣏࢞ールᾏእ◊ಟ࠘の目ⓗは、ᑗ
来、◊✲者としてᚲせな国際ⓗな視㔝を㌟につけ、科学ⓗ教㣴を῝めるࡇととする。�
� ᅇ、᭱ࢪඛ➃の◊✲ᶵ㛵ࡸ施タ࣭大学࣭業等を᭷し、より高ᗘな教育プࣟグラ࣒を実㊶
しているࢩン࣏࢞ールをゼၥするࡇとで、ᑗ来、科学者としてᚲせな国際ⓗな科学ⓗ教㣴を῝め
るࡇとにᐤするものとᛮわれる。また、⌧ᆅ校との交流を㏻して、英語によるコࢣࢽ࣑ࣗー
�。れるものとᛮわれるࡉン⬟ຊも育成ࣙࢩーࢸンࢮン⬟ຊ࣭プࣞࣙࢩ
�

� �
� 本⠇では、事前◊ಟと⌧ᆅ◊ಟ、ཬࡧ事後◊ಟの内容をまとめる。�
࠙◊ಟ日程࣭時程ࠚ� 月 �� 日（Ỉ）～� � 月 �� 日（日）� Ἡ � 日�
࠙参加生徒ࠚ� �� 名� （ＳＳＨコース�� 年の参加ᕼᮃ者㸭男子 �� 名、女子 � 名）�
࠙引�率�者ࠚ� �� 名� （教ㅍ� ᪩�ᕝ� ᩗ�介、教ㅍ� ᭷�㤿� ୍�㉈）�
�

�
事前◊ಟは以下の各取組を㏻ࡌて行った。�

�����◊ಟ全⯡�
� ��生徒説明会、ಖㆤ者説明会（◊ಟ日程ࡸ内容について）�

����ㄪ学習�
� ��� グループに分かれて以下の㡯目をㄪてⓎ表した。�
ࣗࢪク࣭ࢵࣜࢯ࢝、ールのṔྐ、ᩥ化、ᆅ理࣭⎔ቃ、⤒῭࣭⏘業、教育࣏࢞ンࢩࠚ࣐ーࢸ࠙   

�ール国立大学࣏࢞ンࢩ、ࢪࢵࣞ࢝ࢽ
����科学英語ㅮᗙ�

� ��英語プࣞࢮンࢸーࣙࢩンཬࡧコࢣࢽ࣑ࣗーࣙࢩン⬟ຊ育成を目ᣦし、大㜰ᗓ立大学の
CKULV /RFN ඛ生のᣦᑟの下、⮬分たࡕの課㢟◊✲内容を英語でⓎ表する練習を行った。�
ͤヲ⣽はࠕ科学英語ㅮᗙࠖとしてᥖ㍕�

�
�

�ール国立大学࣏࢞ンࢩ����
生徒達は、� グループに分かれたୖで、⌧ᙺࢩン࣏࢞ール大学生 � ேに大学内の施タ等

を内して㡬き、ᗈ大な大学ᩜᆅ内を見学した。学部の校⯋ࡸ図書㤋、大ㅮ⩏ᐊ、学生ᑅ、
食ᇽなども見学ࡏࡉて㡬き、᭱ඛ➃の㞺ᅖẼを⫙でឤࡌていた。また、ᾏእの大学生活に
⯆をᢪいた生徒もከࡃいた。༙日では࠶ったが、内して㡬いた大学生との交流も῝め
られ、生徒達は実した時㛫を㐣ࡈすࡇとができた。�

����サ࢚ンスࢭンࢱー�
� ����⮬↛科学に㛵㐃した⯆῝いᒎ♧ࡸ体験コーࢼーがከࡃ⏝ពࡉれて࠾り、生徒たࡕは⮬

⏤に施タ内を見学࣭体験していた。生徒たࡕは、ࢩン࣏࢞ールの高ᗘな科学ᢏ⾡は࠺ࡇし
た施タがᇶ┙になっているࡇとを実ឤしていた。ラ࣎ではࠕ㤶Ỉࠖの合成にࣞࣕࢳンࢪし
た。�

 CDWKROLF）ࢪࢵࣞ࢝ࢽࣗࢪク࣭ࢵࣜࢯ࢝����
      JXQLRU CROOHJH：CJC）�
� CJC は、1��� 年タ立のබ立学校で࠶る。

༗前 7 時には⫋員がฟし、生徒達の⮬
学習がጞまる。年は本校生のⓎ表に合
わࡏて CJC からも◊✲Ⓨ表が࠶り、ጞ業前
のプ࢙ࣟࢪクト時㛫に両校のⓎ表が分㔝ู
に各ᐊに分かれて行われた。練習してきた
成ᯝが༑分活かࡉれたよ࠺で、㉁ᛂ⟅も
ୖᡭにࡇなしていた。

1 限目の前に全校ᮅ♩が࠶るが、ෑ㢌で
ᡃࠎゼၥᅋが紹介ࡉれ、本校代表生徒がᣵᣜを行
った。CJC 生のᛂはⰋࡃ、ࡸかな㞺ᅖẼで交流がスࢱートした。参加した授業は、大
学のよ࠺な大教ᐊで୍ᩧ授業ࡉれているࢣースも࠶れࡤ、ᑡேᩘクラスでᐦなࢹスࢵ࢝
。とができたࡇるࡌり、日本での授業との㐪いをᗄつもឤ࠶ースもࢣれているࡉンがなࣙࢩ

�
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また、CJC 生が⮬⏤でࣜラࢵクスした㞺ᅖẼの中、⮬ⓗにຮᙉに取り組んでいるጼを
見て、ឤ㖭を受けた生徒もከかった。୍᪉、◊✲内容のプࣞࢮンࢸーࣙࢩンは、ධᛕな㈨ᩱ
‽ഛとⓎ㡢練習をしてきたࡇとも࠶り、いࡎれのグループも‶㊊のいࡃ成ᯝをୖࡆるࡇとが
できた。Ⓨ表中࠶るいはⓎ表後に、活Ⓨな㉁ᛂ⟅もᒎ㛤ࡉれ、ࡑれをりษったࡇとで生
徒たࡕは⮬ಙを῝めたとᛮわれる。昼食時には CJC 生と共にࢸーࣈルをᅖみ、授業時とは
␗なる㞺ᅖẼの中で交流を楽しんࡔ。

(4) ༡ὒ理工大学�
� ༡ὒ理工大学のἢ㠉ࡸᵓ成、ල体ⓗな各学科の内容などについて、化学生物࣭化学科の

༓ⴥඛ生にㅮ演をして㡬いた。༓ⴥඛ生のಶேⓗな⤒Ṕࡸ◊✲内容についても紹介㡬き、
科学者ᚿᮃ࠶るいはᾏእᚿྥの生徒たࡕにとって、᭷┈なᣦ㔪となった。ㅮ演に⥆いて、学
生実験ᐊࡸ᭷ᶵ化学実験ᐊ、ƫ ჾ ᐃᐊなどを見学ࡏࡉて㡬いた際には、実験ᐊのつᶍの大
き１ࡸࡉつ１つの実験ჾලのᛶ⬟に生徒たࡕは㦫きのኌをୖࡆていた。◊✲ᐊの⣽部まで見
学をࡏࡉて㡬き、グࣟーࣂルな᭷ᶵ化学◊✲の⌧ሙにゐれるࡇとができた。

�ーࢱンࢭーࢱࢪࣅーࢱー࢛࢘ーࣗࢽ����
� ���2003 年に࢜ープンしたࡇの施タは、᭱ඛ➃ᢏ⾡をって下Ỉをί化し、生ࡉれたỈ�

は㣧ᩱỈにできるどのỈ㉁となっている。国ᅵ㠃✚が⊃いࢩン࣏࢞ールにとって༑分なỈ�
㈨※を☜ಖし、生活⏝Ỉࡸ工業⏝ỈをᏳᐃⓗに౪⤥するンࣇラᩚഛが国ᐙプ࢙ࣟࢪクトの�
１つになっているࡇとを、ࢻ࢞の説明࢜ࢹࣅࡸ視聴によって実ឤできたとᛮわれる。�

�
�

����事後ンࢣート�
� ���◊ಟ⤊後、◊ಟ内容の理解ᗘࡸ‶㊊ᗘ、せồ事㡯などをㄪᰝするために各施タࡸ体験プ

ࣟグラࡈ࣒とにンࢣートを実施した。�
����◊ಟ࣏ࣞート�

� ���◊ಟ⤊後、１ࣨ月以内に生徒に◊ಟ࣏ࣞートをᥦฟࡏࡉた。≉に成ᯝࡸ課㢟については
⮬らの◊ಟࢸー࣐とつき合わࡏながら῝࠼⪄ࡃ、ᑗ来のᣦ㔪となるよ࠺にព見をまとめて
いた。�

����成ᯝሗ࿌�
� ᖐ国後の᪂学ᮇᙜึ（� 月 �� 日）ＳＳＨࢩン࣏࢞ールᾏእ◊ಟに参加しなかったＳＳＨ

コース 3 年生࠶ࡸるいは㢮ᆺ㑅ᢥを᥍࠼た 1 年生◊ಟ成ᯝを紹介して、㎿㏿に成ᯝの共�
᭷を行った。

�
�

� 以ୖのよ࠺な᪉ἲを⤒て、本ㄽ᭱ึにᣲࡆた௬説の᳨ドに⛣りたい。参加生徒の◊ಟሗ࿌か
らは以下のよ࠺なឤがᣲࡆられて࠾り、国際ⓗな視㔝を育成するとい࠺目ⓗは達成できたよ
�。にᛮわれる࠺
��࣭�� の生徒が、CJC との交流を᭷ព⩏なもので࠶ったと⟅࠼た。�
� ࣭ᅇの⤒験で、までよりࡉらにᾏእに進ฟしてみたいとい࠺ពḧが高まった。�
� ࣭英語がより㌟㏆にᛮ࠼たのとྠ時に、ࢩン࣏࢞ールの進んࡔ教育にᅽಽࡉれた。�
� ࣭ᾏእは、日本とはᩥ化が全↛㐪࠺とᛮった。�
� ࣭日本ேとࢩン࣏࢞ールேのㄆ㆑ࡸ౯್観の㐪いをឤࡌた。�
� ࣭ୡ⏺のࣞ࣋ルと英語の重せᛶをㄆ㆑できた。�
� また、以下のよ࠺なឤから、科学ⓗ教㣴の῝まりも成ᯝとしてᣲࡆられる。�
  ࣭ᾏእで◊✲ࡸ学習活動を行ࡇ࠺とのព⩏についてよࡏࡉ࠼⪄ࡃられた。�
�。らしかったࡤれの◊✲ᶵ㛵、大学でᚓた体験は本ᙜにすࡒれࡑ࣭  
� ࣭ᾏእでの◊✲など、⮬分のᑗ来についてල体ⓗに⪃࠼るࡇとができた。�
� ࣭物理をしたいならୡ⏺にฟないといけないとឤࡌた。�
� CJC で行った英語によるプࣞࢮンࢸーࣙࢩンについては、事前◊ಟもྵめてかなりの時㛫を
‽ഛに㈝ࡸし、英語ຊのᙉ化を図ってきた。プࣞࢮンࢸーࣙࢩンᙜ日は、CJC 生ࡸ教員からの
㉁ၥにも࠶る程ᗘ⟅࠼るࡇとができたࡇとから、࠺ࡇした୍㐃の‽ഛはコࢣࢽ࣑ࣗーࣙࢩン⬟
ຊࡸプࣞࢮンࢸーࣙࢩン⬟ຊの育成につながったものとᛮわれる。また、CJC 生ࡸ教員との㉁
ᛂ⟅ࡸ㞧ㄯの中で、ᩥἲࡸⓎ㡢はከᑡ㛫㐪࠼ても、༑分コࢣࢽ࣑ࣗーࣙࢩンはとれるࡇとを
実ឤした生徒もከࡃ、英語によるコࢣࢽ࣑ࣗーࣙࢩン⬟ຊྥୖに⧅がるఱよりの成ᯝで࠶った
とᛮわれる。�
� ୍᪉、生徒のンࢣートࡸሗ࿌書からは、ᙼら⮬㌟の◊ಟについての┬Ⅼもグ㍕ࡉれて࠾
り、後の課㢟として以下のよ࠺なⅬをㄆ㆑してࡃ࠾ᚲせが࠶る。�
࣭プࣞࢮンࢸーࣙࢩン⬟ຊの᭦なる育成（ຠᯝⓗなプࣞࢮンࢸーࣙࢩンにྥけた㘫㘐）�
࣭英語ຊྥୖのためのᡭ立て（英会ヰ体験の㊊を⿵࠺等）�

 ࣭ᾏእ◊ಟ成ᯝの校内のᬑཬ（≉に、◊ಟに参加しなかった生徒との成ᯝ共᭷）
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�
�
� 本校生徒の国際理解の進化を図るため、以下の交流を実施した。�
�

� �
�
����日時�平成 �� 年５月 �� 日（木）�：��～�����、��：��～��：���

�
��� 来校者�

中国� 北京理工大学附属中学校� 生徒 31 名（男子 16 名、女子 15 名）、引率教員２名
�

(3) 交流内容
�

北京理工大学附属中学校の生徒達は、本校の学校行事等についての説明を受けた後、２限
目から４限目にわたり、10 グループに分かれて２年生の各クラスで授業に参加した。生物の
授業では本校生徒と共に観察実験をしたり、書道の授業では書道体験をするなど、実際に日
本の授業を体験する中で本校生徒と交流をもった。昼休みの中庭コンサートでは、コーラス
部、吹奏楽部の演奏を鑑賞した後、中国代表によるを披露した。また、放課後には部活動を
見学し、弓道と華道を体験した。�

�

� � �
�
����日時�

平成 �� 年 �� 月 �� 日（月）９：００～１３：００�
�

��� 来校者�
台湾國立科學工ダンス業園區實驗高級中學� 生徒 36 名（男子 18 名、女子 18 名）、
引率者３名
�

��� 交流内容�
國立科學工業園區實驗高級中學の生徒達は、日程説明を受けた後、２限目、３限目に、

10 グループに分かれて本校第２学年の各クラスで授業に参加した。また、４限目には、本
校ＳＳＨ事業の取組についての説明を受け、本校生徒会作成の学校紹介ＤＶＤを視聴した。
昼休みには本校第２学年の生徒と昼食を取りながら、コーラス部の合唱を鑑賞した。また、
台湾國立科學工業園區實驗高級中學の生徒 36 名全員で、来日前から練習を重ねてきた歌を
披露した。両校の生徒達は互いに英語で交流を図り、友情を育んでいた。
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�

�
⛉学関連施タを見学することにより、᭱ඛ➃の⛉学ᢏ⾡にゐれるとともにㅮ義や研究ဨの方と

の対話を通して、⛉学に対する⯆・関ᚰを高めながら⌮ゎを῝めることを目的とする。

�
ᖹ成 �� 年８月１᪥㸦Ỉ㸧㹼�ᖹ成 �� 年８月２᪥㸦ᮌ㸧

� �
⏕ᚐ �� ྡ� ᘬ⋡ᩍဨ３ྡ ᩍㅍ� ᆏୗ� Ὀ㸦⌮⛉㸧 ᩍㅍ� ᡞ℩� ῟௦㸦ᅜㄒ㸧

ᖖㅮᖌ� リࣖࢼ� 㸦ⱥㄒ㸧࢝ࢩ࣓ࢽ

�
 ᴗ 㡯 目 �ーࢶࢫ࢚ࣥࢧ ᮾி方㠃 ᇶ♏ᯟ・㔜点ᯟ
᪥  ᖹ成 �� 年８月１᪥㸦Ỉ㸧㹼２᪥㸦ᮌ㸧
ሙ ᡤ ᮾி大学大学㝔⌮学系研究⛉㝃ᒓཎᏊ᰾⛉学研究ࢱࣥࢭー� ගศᐊ

㸦ᇸ⋢┴ගᕷ� ⊂❧行ᨻ法ே� ⌮化学研究ᡤ内㸧
ᮾி大学ᮏ㒓ᆅ༊ࢫࣃࣥࣕ࢟㸦ᮾி㒔ᩥி༊ᮏ㒓㸧

ㅮ ᖌ ・ ᢸ 当 ᮾி大学大学㝔⌮学系研究⛉㝃ᒓཎᏊ᰾⛉学研究ࢱࣥࢭーᩍᤵ
ୗᾆ�ா�ඛ⏕

対㇟・参ຍே数 ᮏ校⏕ᚐ 10 ྡ㸦１年ḟ⏕㸴ྡ・２年ḟ⏕㸲ྡ㸧
 ᴗ 目 的 ᭱ඛ➃の⛉学関連施タを見学することにより、ࠕ⛉学のⱆࠖを⫱てるとと

もに、研ಟ成果を࿘ᅖへఏ㐩し、⮬ᕫのᑗ᮶をᒎᮃできるよ࠺にする。

 ᴗ 内 ᐜ � １᪥目は、⌮化学研究ᡤ内にあるᮾ大㝃ᒓ
ཎᏊ᰾⛉学研究ࢱࣥࢭーᩍᤵୗᾆாඛ⏕を
ゼ問した。ୗᾆඛ⏕のㅮ₇では、ཎᏊ᰾の性
㉁のከᵝ性とつ๎性を探るために、ᨺᑕ性ྠ
体をってཎᏊ᰾反応を㉳こさせ、反応に
క࠺さまࡊまな性㉁をゎ᫂するとい࠺研究
について࠾話いたࡔいた。ㅮ₇後、ᩜᆅ内に
ある㹐㹇ࣅーࣇ࣒クࢺリーを案内してい
たࡔき、ཎᏊ᰾を᭱⤊的にග㏿の �� ࢭーࣃ
クࣟࢧࢢまでຍ㏿できる㉸ఏ導リࣥࢺࣥ
やࣥࣟࢺ 6+$5$4 やȚ⥺をࢱー࣓ࣟࢺク࣌ࢫ
検ฟする *5$3( なの⨨を見学させてい
たࡔいた。

２᪥目は、ᮾி大学ᮏ㒓ࢫࣃࣥࣕ࢟の࢜ー
に参ຍした。βࢫࣃࣥࣕ࢟ࣥࣉ なศ㔝のㅮࠎ
₇・ㅮ義、研究ᐊ等の見学、ᒎ♧見学、相ㄯ
㉁問ࢥーࢼーがあった。参ຍ⏕ᚐは、ᕼᮃす
るㅮᗙ等に๓⏦し㎸ࡳをしたり、ᩚ ⌮ๆを
利用して見学するな、各⮬⯆関ᚰのある
ศ㔝について研ಟを行った。᭱ ඛ➃のᢏ⾡や
᪂たなど点での研究㛤発にゐれることがで
き、♧၀にᐩんࡔ内ᐜのものが数ከくあっ
た。�

66+� �

�
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検 ド 方 法 � 参ຍ者へのࢣࣥーࢺの⤖果とその後の参ຍ⏕ᚐの取り組ࡳや、ḟ年度
⛉目㑅ᢥや、その後の進㊰㑅ᢥについて検ドにᙺ❧てる�

検 ド ⤖ 果 � ⌮化学研究ᡤでは、高度な内ᐜのㅮ₇で
あったが、༑ศ‶㊊できたよ࠺である。ຍ
㏿ჾ見学ではୡ⏺᭱ඛ➃のຍ㏿ჾを見せ
ていたࡔき、㈗㔜な⤒㦂ができ、ࢣࣥー
���。で高評価であったࢺ ␒ඖ⣲ࢽ࣍ࢽࠕ
れたとࢃの発見が、この施タ内で行࣒ࠖ࢘
⪺き、ឤ動している⏕ᚐもいた。ㅮ₇内ᐜ
・施タ見学の中でฟていた⏕ᚐからのከく
の問や㉁問にもᑀに࠼⟆࠾いたࡔき、
実した㛫を㐣ࡈすことができた。

ᮾி大学では、大学の施タのࢣࢫールに
ឤᚰし、研究についてㄝ᫂するㅮᖌඛ⏕や大学⏕のጼにᅽಽされたよ࠺
ー等で後のࢼーࢥまなศ㔝のㅮ₇を⫈いたことや、相ㄯ㉁問ࡊさま。ࡔ
学⩦方法や大学⏕活、ᑵ⫋≧ἣなを⪺いて、⮬ศのᑗ᮶について⪃࠼る
Ⰻいきっかけになったと回⟅している。また、回の研ಟのれもがࢧࠕ
への⯆をもたせてくれるものであり、大ኚ実した２᪥㛫でࠖࢫ࢚ࣥ
あったとဨが⟅࠼ている。

⤖ 果 ⥲ ᣓ � ᭱ඛ➃の研究者のㅮ₇や、᭱ඛ➃の研究施タをゼ問することは、研究者
を目指す⌮系⏕ᚐに大ኚⰋい่⃭を࠼ることができる。⮬ศのᑗ᮶を⪃
にもなる。後もこࡳるきっかけにもなり、ఱよりこれからの学⩦のບ࠼
のよ࠺なࢶーで、᭱ඛ➃の⛉学ᢏ⾡、研究について⯆をもち、ᑗ᮶の
ᕼᮃに向かって具体的に行動に⛣していってḧしい。

課 題 � 昨年度の反┬を㋃ま２、࠼᪥目の研ಟ内ᐜをኚ更したが、⏕ᚐたちには
ዲ評であった。たࡔ、見学やㅮ₇㺃ㅮ義を受ㅮするとい࠺研ಟが大༙なの
で、実㦂㺃実⩦やࣇール࣡ࢻーク等の体㦂的な活動を取りධれていけࡤ、
さらに実した研ಟになるとᛮࢃれる。

�

�

� ᮏ校の研究㛤発課題の１つにࠕ高大接続の研究ࠖࠕ評価方法の研究ࠖがᣲࡆられている。
≉に、課題研究の評価のᐈ観性の確ಖについては㹑㹑㹆の研究指定校体でも大きな課題と
なっている。そこで、各校の課題研究や探究活動の評価研究の成果をまとめ、共通の評価つ
準・ᇶ準をルーブリックのᙧでまとめることはとても有意義である。妥当性・信頼性のある
主体性評価を実施し、そのもとで、高大接続の方向性について大学側への提案をしていきた
い。�

�

連ᦠしてきた㝣・㏆␥ᅪの㹑㹑㹆連絡会の８校が、高等学校に࠾ける⌮数系
の課題研究の評価について、各校で共通する㒊ศで⤫୍的なᯟ組ࡳを構⠏し、
よりⰋい高大接続のあり方について提案を行࠺。�
���� 年８月 �� ᪥㸦㔠㸧�����������
ி㒔ᕷ❧ᇼᕝ高等学校� ᮏ⬟㤋
▼ᕝ┴❧㔠ἑἨୣ高等学校、⚟┴❧⸨ᓥ高等学校、㈡┴❧⮃ᡤ高等学校、ி㒔ᕷ❧
ᇼᕝ高等学校、ዉⰋ┴❧ዉⰋ高等学校、大㜰ᗓ❧ኳ⋤ᑎ高等学校、රᗜ┴❧⚄ᡞ高等学
校、୕㔜┴❧ὠ高等学校の㹑㹑㹆ᢸ当者、ி㒔大学㺃ឡ知┴❧大学から各 1 ྡ�

������������ ㅮ義ࠕルーブリックの意義と作り方ࠖ�
������������ ルーブリック作成࣡ークࣙࢩッࣉ�第１㒊�
������������ 㣗
������������ ルーブリックの作成࣡ークࣙࢩッࣉ�第２㒊�
������������ 各ࢢルーࣉからの発表
������������ 昨年度の標準化ルーブリックとの比較検討
������������ ㅮ評と体討ㄽ、まとめ
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� 第２回研究会の成果を、昨年度の標準化ルーブリックに反映させる。更に、３月に第３
回成果報告会を実施して、評価方法の妥当性・信頼性を高める。その後、この成果をもとに
高大接続の主体性評価の方向性について、大学等の関連機関等に提案をしていく。�

� 第１回研究会で作成したルーブリックをさらに検討し、各校の意見や有識者からの指
導助言を受けながら再構成していくことで、共通ルーブリックの作成を目指す。具体的
には、ルーブリックの校内での試用と校内評価との比較・対応表の作成、各校のルーブ
リックを持ちよっての交流や発表会の相互参観での評価等を実施した。また、数学系研
究活動のルーブリックについても作成した試案を改善していく。

作成した共通ルーブリックを利用し、課題研究評価と探究活動評価を進める。�

この研究会では、まず各校の課題研究への取組やその評価方法を知るとともに、共通する
問題点等を共有し、探究型学力を評価する意義を確認し、その際に必要なルーブリックを作
りその信頼性を高めてきた。更に進んで、これらの成果をもって大学側への提案する方法を
具体化していくことを８校連絡会議の話し合いで決定し、現在進行中である。�
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➨㸴❶ ᐇのຠᯝࡑのホ౯

 

㸯 ዉ㧗生ࣜࢧーࢳから 
今年度は、➨４期のスーパーࢧイ࢚ンスࣁイスクール研究開発指定を受けて２年目の取組

を実施した。全学年がＳＳＨ対象であるが、新つの取組は１・２学年が対象である。本校で
は、年「奈高生リࢧーࢳ」を３学期に実施している。本年度はＳＳＨに関する質ၥ㡯目を大
きくኚ᭦し、➨４期ＳＳＨ事業でఙࡤしたい力について、生徒の１年間の自己ホ౯としてᅇ
⟅するものとした。次の㡯目についてのアンࢣート㞟計⤖果をもとに、本校のＳＳＨ事業の
検ドを試みる。᰿ᣐとなるࢹーࢱは、࠙資ᩱ編ࠚに記㍕してある。

(1) 生徒の⯆࣭㛵ᚰの῝ࠊࡾࡲ体ⓗに᥈✲ࡍるຊが向上ࡓࡋか
 Ϫ�2��2� 「科学や数学に対する興味・関心は深まったか」の質ၥに対して、今年から

加えた「分からない」の選択肢をᅇ⟅する生徒が各学年で ��㸣前後生じ、「大いに深まっ
た・どちらかというと深まった」の生徒は昨年度よりῶᑡして、��㸣～��㸣にṆまった。生
徒自㌟の判断に迷いがあることが分かる。また、「主体的に探究する力」は、�年次におい
て最も向上していない力となっている。１年次からの興味づけと主体性のᾰ㣴が、༑分
であることが分かった。生徒の活動が┦に่⃭となり、᭦なる活動に⧅がるように改善
し、来年度以㝆のアンࢣート⤖果にもὀ目して、効果検ドを継続していきたい。なお、昨年
度までは３年次のㄪᰝをＳＳＨコースの生徒に㝈って実施していたが、本年度からは➨４
期の取組に対応させて、全生徒を対象とした。よって「進路選択の参考」など、昨年度と数
್ẚ㍑できない㡯目がある。

(2) ＳＳＨ事業࡛のよ࠺なຊࢆ㌟につࡅるࡇが࡛ࡓࡁか
 Ϫ�33�32 「協力して取り組む力」が最もよく向上したとゝえる。≉に１年次では

「やや向上した」までの合計は ��㸣を越える。「ＳＳＰ基礎」での課題研究の取組の成果
であると考えられる。また、「表現力」では「向上している」生徒は２・３年次での割合
が高く、昨年度の ��㸣を、今年の３年次生では５㸣上ᅇった。一方、「ᅜ際的コ࣑ュࢣࢽ
ーࣙࢩン能力」については、３年次にあまり向上していない್となっている。これは、ⱥ
ㄒの活用面での力㊊に気づいてきたというഃ面もあると考えられる。昨年度、「᰿気ᙉ
く探究する力」がついたとᅇ⟅した生徒が ��㸣程度であったが、本年度「ᚭᗏ的に考えᢤ
く力」が「向上した」とᅇ⟅した生徒は ��㸣となっている。これは、昨年までの質ၥ形ᘧ
が」数ᅇ⟅であったために、生徒がこの㡯目を選択しにくい≧ἣにあったことを示すと考
えられる。さらに、昨年度「ఱも㌟につかなかった」とᅇ⟅している生徒が全学年で ��㸣
以上いたが、本年度は「向上しなかった」を選択した生徒は、どの力についても２～��㸣
の್であった。 

(3) ＳＳＨ事業࡛いつຊࢆ㌟につࡅるࡇが࡛ࡓࡁか
 Ϫ�3��3��3��31�3�  「ሗ基礎力」「ⱥㄒ基礎力」「探究基礎力」について「やや向上

した」生徒の割合は１年次生で最も高く ��㸣を㉸えている。また、「とても向上した」と
⟅えた生徒の割合は、全ての力において３年次生が高く、��㸣を越えている。学年を進め
るどに、確かな向上を自ぬしていると考えられる。１年次では「やや向上した」と⟅えて
いた生徒が、２年次・３年次で「向上した」「かなり向上した」と自ぬできるように今後の
取組を進めていきたい。さらに進んで「総合的な活用力」と「㐀にࢳャレンジする力」
は、２年次から３年次で「向上した」とឤじている生徒が大きく増えていることが分かる。
継続的な活動で、多方面に学びをᒎ開させることが、目的とする力をᇵうことが推定され
る。探究する力の育成を３年間㏻して系⤫的に実施していくことの必要性が再確ㄆされた。 

㸰 教⫋員ᑐ㇟のアンケートから 
教⫋員に対するアンࢣートから検ドしてみる。᰿ᣐとなるࢹーࢱは、関ಀ資ᩱに記㍕して

ある。 
(1) 生徒Ⰻいᙳ㡪ࢆࠊ࠼のよ࠺なຊࢆ㌟につࡓࡅかࠋ

㹏５「ＳＳＨ事業は生徒に良いᙳ㡪をえているか」という設ၥには ��㸣の教員が「そ
う思う」とᅇ⟅している。さらに「良いᙳ㡪をえていると考えられる取組や行事」につい
ては「ＳＳＰㅮ₇会」��㸣、「ࢧイ࢚ンスࢶアーや研究ㅮᗙ」��㸣、「ࢩンガポールᾏ外研

Ϩ アンケート㞟⣙の⤖ᯝ࣭ศᯒ 
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修」��㸣、「ＳＳＰ理数Ａ」��㸣が、上位である。教育課程外での取組の方が生徒へのᙳ㡪
力が大きいことと、「ＳＳＰ理数Ａ」の効果がᗈまったことがうかがえる。さらに、㹏㸶
「ＳＳＨ活動により、どのような力がついたか」では、「科学に対する興味関心」��㸣、
「ఏ㐩する表現力」��㸣、が上位で、昨年度より上᪼している。これは１の奈高生リࢧーࢳ
で生徒自㌟が⟅えている㡯目と㔜なる部分もあるが、数್的には ��㸣程度のࡎれが見られ
る。教員は育っているとホ౯しているが、生徒の向上ឤはそれどでもないようである。
よってこれからの課題として、学校設定科目での課題研究の取組をより充実させるととも
に、総合探究や理数探究における主体的な探究活動の実施とそれに伴う能力の育成に力を
ὀࡄ必要がある。また、その能力育成をᐈほ的にホ౯する方法を確立する必要がある。 

(2) 学校全体の取組になっているか
㹏３「ＳＳＨ活動は、学校全体の取組になっていると思うか」という設ၥに対する「そう

思う」というᅇ⟅は ��㸣に上がった。一昨年度の５割から大幅に増加しており、学校全体
で取り組む体制が実ឤされた。これは、昨年度からのＳＳＨ➨４期で「全校生徒を対象と
した３年間の継続した探究活動への取組」を課題としてᣲࡆ、本年度は➨２学年での総合
探究が実施されたことによると考えられる。 

(3) 学校の活性化につながっているか
㹏４「ＳＳＨ活動は、学校の活性化につながっているか」という設ၥに対する「そう思

う」というᅇ⟅が昨年度より上᪼して ��㸣となった。研究発表、科学系オリンࢵࣆクなど
に参加する生徒の㡹ᙇりを、⫙でឤじてくれている⤖果であると考えられる。また「奈良
高校でＳＳＨ活動をしたい」と本校に入学してくる生徒もいる。ＳＳＨは、そのㄆ知度も
かなり高まり、今や奈良高校の大きな㨩力の１つに成㛗し、学校全体を活性化する≌ᘬ力
となっている。 

(4) 教員の資質の向上につながっているか
㹏��「ＳＳＨ事業は、あなたの教員としての資質向上につながっていますか」の質ၥに

そう思うと⟅えたのは ����㸣で、昨年度とྠࡰじ高い数್を示している。 

３ 保護者アンケートから 
保護者に対するアンࢣートから検ドしてみる。数್については、関ಀ資ᩱに記㍕してある。 

(1) 保護者によるＳＳＨの認知度
年行っているಖㆤ者アンࢣートの⤖果では、㹏１のＳＳＨ事業で取り組んでいる内容

のㄆ知度について、「よく知っている」「ᑡし知っている」とᅇ⟅したಖㆤ者の割合が昨年
度とྠᵝに⣙㸵割以上であり、内容についてもある程度ㄆ知されていた。学校からのＳＳ
Ｈ㏻ಙやＳＳＨ生徒研究発表会の開ദなど、ᗈሗ活動の取組によるものと思ࢃれる。しか
し、「よく知っている」とᅇ⟅したಖㆤ者は全体の２割程度である。今後、㹕㹣㹠࣌ージ等
で、ＳＳＨ活動の取組と成果を早くᗈく発ಙしていくことが課題である。 

(2) 生徒の変化
㹏㸴「ＳＳＨの活動で生徒に良いኚ化が見られたか」の設ၥでは、生徒にኚ化がみられ

たとᤊえているಖㆤ者が、各学年とも㸴割前後となっており、昨年度とྠࡰじである。
さらにＳＳＨコース２、３年次生だけで見れࡤ㸶割以上となっているが、昨年度よりᑡし
ῶᑡした。㹏㸵㸫１の具体的な生徒のኚ容として「興味・関心の高まり」「意欲的なែ
度」などが多くᣲࡆられているが、さらにＳＳＨコース３年次生では「興味・関心の高ま
り」で５割以上のಖㆤ者がᣲࡆている。良いኚ化の具体をᅇ⟅する方がῶᑡしている。 

(3) ＳＳＨ事業の意義
㹏３のＳＳＨ事業の意義についてのၥいでは、「学校の教育活動にとって良いことであ

る」とᅇ⟅したಖㆤ者は ��㸣以上の高い್となっている。この⤖果は、ᡃࠎにとって大ኚ
ありがたく、ＳＳＨ事業の開発・推進にさらに努力を㔜ねていきたい。「人生での実践的な
力がついたと思う」「ᑓ㛛的な研究とࢳームで取り組むという㈗㔜な⤒験ができた」「受験
ᆺの授業にくらべ、本人の探究心を高めてくれるから」などのឤや「ຮᙉ以外の幅ᗈい
分野なので続けて㡬きたい」「もうᑡし早い時期からヲ⣽を知らせて欲しい」などの意見
もいただき、本校のＳＳＨ事業とᵝࠎな学習活動への期ᚅがࡦしࡦしとఏࢃってくる。 
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2024 年度より新高等学校学習指導要領が全面実施される。そこでは、教科・科目の内容を「知
識及び技能」、「思考力・判断力・表現力等」、「学びに向かう力、人間性等」の３つの柱で再整理
し、「主体的・対話的で深い学びに向けた授業改善」が必要とされている。それに向けて、新教
育課程を編成していかなくてはいけないが、そのためにはこれまでの取組をしっかりと分析し
ていく必要がある。そこで、これまでの教育課程の開発内容を振り返ってみる。
本校では、2013 年度入学生より当時の学習指導要領に基づく教育課程が完全実施され、それ

に伴い、２年次よりＳＳＨコースを設け、２年生に１クラス、３年生に１クラスを設置してい
る。また、本校では生徒の興味・関心および進路希望に応じて自由に選択できる単位制を取り
入れている。科目選択（９月～11 月)においては、５年前より理系の選択者が大幅に増加し、Ｓ
ＳＨコースを選択する女子生徒も増加している。これはＳＳＨコースの設置により、従来の単
位制による選択肢の中に、目的がより明確な選択肢（ＳＳＨコース）を増やしたことがその主
要な要因であろう。また、これまで「科目選択時のガイダンス機能の充実」に意図的に取り組ん
できた成果の表れであるとも考えている。さらに、昨年度より４期目のＳＳＨ研究指定を受け、
ＳＳＨコースの生徒だけでなく、全学年の生徒全員に探究的・課題研究的科目を履修させる教
育課程を実施している。具体的には、１年次で全員が履修するＳＳＰ基礎（３単位）の中にある
「地域と生活の科学」（１単位）が科学的探究活動の入り口として位置づけている。この科目は、
県の方針による「奈良ＴＩＭＥ」の履修も兼ね、課題研究の対象を「奈良」に絞ったものとし、
研究内容も自分たちの生活する地域を深く見つめ直したものとなっている。さらに、２年次で
は、ＳＳＨコース以外の全ての生徒に「総合探究（ＥＳ科目）」を今年度より実施している。従
来の教科・科目を越えて、興味・関心のある分野の中でテーマを設定し、１年次で育成した探究
活動の基礎的スキルを生かして探究活動を実施している。来年度は３年次における「理数探究」、
各科目の「探究を付した科目」のなかで、生徒たちはさらに課題研究を深めていくこととなる。
これらの取組を分析し、その成果を生かしつつ、新学習指導要領に基づく新教育課程の研究

開発を進めていくことになる。そこでは、「教科横断的な学習」「主体的・対話的で深い学び」の
さらなる充実をめざし、学校全体として教育課程に基づく教育活動の質の向上、学習効果の最
大化を図るカリキュラムマネジメントを確立していかなくてはいけないと考えている。

 

生徒たちには、社会の中で自分が将来どのような役割を果たしていきたいのかについて思い
を馳せながら、自らの生涯のキャリアについて早くから考える機会を持って欲しいと願ってい
る。そのための機会を数多く提供すべく、またＳＳＨ指定校であることを活かしたキャリア関
連教育を学年ごとに実施した。 
○１年
全生徒に、１学期には自らの進路検討に資するイベントへの参加、もしくは夏期休業中に大

学のオープンキャンパスに参加した上でのレポート提出を求めた。レポートの一部を各クラス
で掲示することで、より多くの生徒による内容の共有を図った。また、キャリア設計の端緒を
つかむべく、２大学への大学探訪を実施し、大学での研究に実際に触れ体験をさせた。 
○２年
希望者には大学のオープンキャンパスへの参加をさらに促し、さらに、大学での研究に直接

触れることで、将来のキャリア設計をより具体化させるべく、２大学への大学探訪への積極的
な参加を促した。また、本校の卒業生から、自らの進路決定に至ったプロセス・進路実現をかな
えた方法と実践について、直接話を聴く機会を設定した。 
○３年
進路決定を間近に控え、迷いのある生徒、新たな進路先を目指し始めた生徒には、オープン

キャンパスに参加し、直接大学を見学するように促した。ＡＯ推薦入試等で求められる志望理
由書等の作成に際しては、高校時代に取り組んだ研究・学習・活動などを振り返り、いかに現在
の志望分野につながってきたのかに自ら気づけるような指導を心がけた。
 今後の課題として、大学との連携・協力事業を継続的に推進しながら、地域の科学者・技術
者、卒業生や研究者との交流をより積極的に行い、より一層生徒のキャリア形成に関する意識
を高めていく必要があると考える。また、現２年生から記録をとらせている「学びのポートフ
ォリオ」を有効に活用しながら、自己の研究や活動の意義に自らが気づき、大学入試での活用
だけでなく将来の研究・キャリア形成においても活かせるような進路指導に努めていきたい。 

Ⅱ 教育課程の研究開発について 

Ⅲ キャリアマネジメント部の検証
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Ⅰ 平成26第７章 校内におけるＳＳＨの組織的推進体制

Ⅰ 校内におけるＳＳＨ組織的推進体制
校務分掌組織「研究開発部」の「ＳＳＨ事業推進課」が、ＳＳＨの事業の企画、経理、

運営、検証、広報等の活動を行う。また、各校務分掌とは別に独立して、校長の指揮の下、

「ＳＳＨ推進委員会」を設置し、研究開発の中心として、ＳＳＨに関する自由な立案や、

各教科・各委員会との意志の疎通、各分掌・学年と速やかな連絡調整を行う。さらに昨年

度より「ＳＳＨ評価方法等検討委員会」を設置し、ＳＳＨ事業の評価方法等の研究開発を

進めた。生徒組織は１･２学年で「科学委員会」を設け、生徒参加事業の企画や運営を中心

「奈良県立奈良高等学校・ＳＳＨ研究組織図」を示す。に計画・実行する。

Ｂ：ＳＳＨ運営指導委員会、奈良県教育委員会

学校長 学校評議員会

Ｃ：ＳＳＨ評価方法等検討委員事務長 教 頭

会

職員会議 教科会議

学年会議

分掌会議研 究 開 Ａ：ＳＳＨ推進委員会

発部

ＳＳＨ事業推進課 研究企画課

基礎枠事業 科学技術人材育成 ◇国際交流経 理 関 係 業

重点枠事業 ◇情報機器の活用務

◇指導法の研究◇事業計画

◇教材等の開発◇事業運営

◇研修計画の立案◇ 文 部 科 学 ◇教育課程の開発 ◇検証・評価

省 ＪＳＴ ◇指導計画 ◇連携校や関係機、 、

県 会 計 担 当 ◇事業運営 関との連絡調整

◇検証・評価者 と の 連 絡

◇各委員会や関係機関調整

との連絡調整

Ａ：ＳＳＨ推進委員会

スーパーサイエンスハイスクール研究開発の中心となる。

委員長：教頭、副委員長３名：教務部長・進路指導部長・研究開発部長、推進委員：学年

主任、教科代表者(各教科１名)、ＳＳＰ科目担当教諭、科学技術部顧問、研究開発部員

Ｂ：ＳＳＨ運営指導委員会

現在、奈良女子大学・奈良教育大学・京都大学・大阪大学・奈良先端科学技術大学院大

学・近畿大学・関西光科学研究所・精華町総務部企画調整課「科学のまちのこどもたち

プロジェクト」より10名の有識者をＳＳＨ運営指導委員として招聘し、構成されている。

Ｃ：評価方法等検討委員会

主に課題研究や事業内容に対する評価方法やその結果に関する検討と改善を行う。

委員長：教頭、副委員長：研究開発部長、委員：ＳＳＰ科目担当教諭、研究開発部事業担

当教諭、大学や研究機関の評価に関する有識者。
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➨㸶❶ 研究開発ᐇୖのㄢ㢟及ࡧᚋの研究開発の

方向࣭成果の普及

研究開発ᐇୖのㄢ㢟Ϩ

本校は、ᖹ成16年度よりＳＳＨに指ᐃされ、その後、ᖹ成1�年度から➨２ᮇ５か年、ᖹ
成2�年度から➨３ᮇ５か年の指ᐃをཷけ、単位制を生かした教育課程や課題研究、高大連

携事業、海外研修等を通した科学技術系人材育成の研究開発に取り組んできた。また、ᖹ
成2�年度には コＳＳＨ ᖹ成2�年度からは４年間の 科学技術人材育成重点枠事業 中「 」、 「 （
᰾拠点 」の指ᐃをཷけ、地域の中᰾拠点校として理数系探究活動の活性化にດめてきた。）
そして、今年度は➨４ᮇ５か年の指ᐃの２年目を㏄えた。また、３年間の重点枠事業（中
᰾拠点）の指ᐃの２年目を㏄えて、以下の課題に向けて取り組んでいるところである。

課題の内ᐜ 課題の᰿拠

課 ＳＳＨの取組とその成果を全校生徒へ 保護者ンࢣートや教⫋員ンࢣートからは Ｓ、「

題 ᗈげ、学校全体の活性化につなげるた ＳＨコースの成果は⌧れているが、➨２学年次か

ձ め、３年間を通して系統的に探究する らのＳＳＨコース以外の生徒への成果の普及がᕼ

力を育成する教育課程を研究開発する ⷧになっている」という指が報告されている。。

、 、課 課題タᐃに必要な多角的・複合的な視 教員⮬㌟が専門性を活かしつつ 複数で指導して

題 点と、課題解決に必要な知識・技能を 課題研究の多角的なプローࢳをᨭする必要が

総合的に活用する力を育成する教科の ある。また、生徒⮬㌟に科目にᅃわれない⮬⏤なղ

枠を越えた融合教科・科目を研究開発 発をಁす方法を確立する必要がある。取り組み

する。 ጞめたところで、そのような課題研究はᑡない。

課 国際性の育成を更に充実させ、より多 科学ⱥㄒ講座においては、ンࢣート等から、学

題 くの生徒へᗈげる取組を᥎進する。 ⩦内ᐜの理解や技能の⩦得に効果的であったとい

。 、ճ う⤖果が得られている 生徒へのンࢣートより

「ⱥㄒのᇶ♏力」の向上よりも「様々な国の人と

のコࢣࢽ࣑ࣗーࣗࢩン能力」の向上の方が、値が

ᑡしపかったため。

課 ＳＳＨ事業の検証・評価方法を改善し 生徒の⮬ᕫ評価を新たに実施したが、ᥖげた「徹、

題 学⩦指導方法や教育課程等の改善につ 底的に学ࡧに向かう力 「新たな課題タᐃから解」

մ なげる。 決へと、探究活動を進ᒎさせていく力 「総合的」

に活用していく力」等をより客観的に検証する方

法が必要なため。

課 科学技術人材育成重点枠事業において サイエンスフェスティバルでの生徒実行委員会を

題 「生徒実行委員会」の活動を活発化さ 連携校生もྵめて組⧊し、司会等の運営を実施で

せ、理数系探究活動を牽引できる地域 きた。ただ、十分な話し合いができなかったことյ

人材を育成する。また、ＳＳＨ事業の がンࢣートからも報告されていた。また、ＳＳ

成果を地域に報告し普及していく。 Ｈ事業成果報告会を２回実施したが、ཧ加者が㝈

られており、更なる普及活動が必要であるため。

この他にも、全国ࣞ࣋ルの科学系コンテストや学会発表への積極的なཧ加をಁし成果を
上げること、大学との連携を更に῝化させた高大接続の研究開発を行うこと、科学技術系
㒊活動をより୍ᒙ充実させること等を課題として取り組んでいる。

このような今年度の取組の中で、新たなၥ題点や課題が挙げられる。
１つ目の課題は各学年次での学校タᐃ科目の取組の充実である。１年次では 「ＳＳ㹎ᇶ、

♏」の指導内ᐜがᙧ㧁化してきているという指が年度にあり、探究活動に必要なᇶ♏
的な知識や技能を⩦得できるためのより充実したࢩステムや教材開発に取り組み、改善を
試みた。また、２、３年次で実施する「ＳＳ㹎探究㸿㹀（ＳＳ㹎理数㸿㹀、ＳＳ㹎科学ⱥ

ㄒ㸿㹀 「総合探究 「理数探究」では、多角的・複合的な視点からの課題タᐃ能力や、多）」、 」
くの力を総合して課題解決する力の育成を目指し指導しているが、まだまだ十分とは言えず、
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具体的な指導案と教科・科目の枠を越えた柔軟な指導方法の確立が課題である。
２つ目の 国際性育成の更なる充実である。今年度の国際性育成を目指した様々な課題は、

取組は、それぞれに成果を上げてきた。しかし、事業・授業に関わるより多くの活動にお
いてグローバリズムを育むという点では、まだまだ不十分である。よって、国際性育成の

、 。充実と成果の普及を目指して 継続的・系統的な教育プログラムの研究開発が重要である

３つ目の課題は 「高大接続に向けた取組と本校ＳＳＨ事業の検証・評価方法の改善」で、
ある。近畿・北陸のＳＳＨ８校による「高大接続研究会」において、高大接続に向けた課
題研究評価方法としてルーブリック評価の標準化を進めている。各校が評価方法の検討と
普及に取り組み、妥当性・客観性のある評価方法を確立して大学等へ発信していく。本校
では、課題研究の評価において、上記のルーブリック評価法に加重配点の改良を加えて試
行した。本校の目的に応じた評価方法の確立に向けて研究開発を続けている。

４つ目の課題は 「生徒実行委員会」を活用して、理数系探究活動を牽引できる地域人材、
を育成することである。本年度は、発表会の司会等の運営を行うことはできたが、話し合
う時間も足りず、充実した活動とは言えない。理数系探究活動を牽引できる地域人材を育
成することが課題である。ＳＳＨ事業報告会は２回実施できたが、更なる普及が必要であ
る。

今後の研究開発の方向・成果の普及Ⅱ

１ 研究開発の方向性
以上のような課題に対して、今後の研究開発の方向を以下のように挙げていく。

（１）これまでの研究開発で得た単位制とコース制での成果を生かし、全生徒が３年間を通
して探究活動を重視した科目を主体的に選択できるようにする。このことにより、科学

、 、的に探究する力を系統的に育成するとともに 困難な課題に対しても徹底的に向き合い
新たな価値を創造する力を育成する教育課程の研究開発を行う。

（２）教科の枠を越えて、多角的・複合的な視点で事象をとらえ、課題解決に向けて専門的
な知識･技能を総合的に活用していく力の育成を目指した、教科横断型融合教科・科目の
研究開発を行う。

（３）国際性の育成を目指し、より効果的な海外研修や国際交流などの教育プログラムに関
する研究開発を行う。

（４）ＳＳＨ事業成果の検証・評価方法の改善やその体制づくりに関する研究開発を行う。
（５）これまでの重点枠事業で構築した「奈良県サイエンススクールネットワーク（奈良高

等学校を拠点とした県内の小・中・高等学校26校の連携ネットワーク 」を活用し、奈良）
県教育委員会や連携校と地域の科学の絆をさらに強化し、県内の理数系探究活動の活性
化を目指す教育プログラムの研究開発を行う。

２ 研究成果の普及
今後の研究成果の普及については、次の事項を中心に行う。

（１）毎年２月に実施している「ＳＳＨ生徒研究発表会」に合わせて、ＳＳＨ研究開発の１
、 、 、 。 、年間の成果を 本校生徒や連携校の児童・生徒 保護者 地域住民等に報告する また

ホームページに事業の成果を公表し、オープンキャンパスや奈高公開講座等の公開授業
を中学生等に向けて実施していく。さらに、年２回発行するＳＳＨ通信等により、校内
の生徒とその保護者に成果を発信していく。

（ ） 「 」２ 毎年10月末に実施している まほろば・けいはんなＳＳＨサイエンスフェスティバル
を通じて、中・高校生が互いに研究や発表を行える交流の場を拡大するとともに、京阪
奈丘陵に位置する関西文化学術研究都市の京都府、大阪府、奈良県の小・中・高校生や
地域住民に研究成果を普及していく。

（３）奈良県教育委員会と連携し、奈良県高等学校教科等研究会の理化学会や生物教育会、
数学教育会等で積極的に成果を報告していく。さらに、全国理科教育大会や各種理科・
数学・情報教育に関する全国規模の学会においても、成果を報告していく。

（ ） 、 「 」４ 他にも 本校ＳＳＨ重点枠事業で構築した 奈良県サイエンススクールネットワーク
の連携校と連携する研究活動をさらに充実させ、合同研究発表会等を実施し、高校生が
互いに研究や発表を行える交流の場を拡大する。
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奈良高等学校ＳＳＨ運営指導委員

奈良ዪᏊ大学 理学部教ᤵ  小林 Ẏ

ி都大学大学㝔ᕤ学研究科教ᤵ   ᬕ行

㏆␥大学⸆学部教ᤵ  ௰す ຌ

奈良教⫱大学㝃属中学校校長  森本 ᘯ一

奈良教⫱大学大学㝔教⫱学研究科教ᤵ 小ᰗ ႐㞝

大㜰大学大学㝔基礎ᕤ学研究科教ᤵ  岩井 成᠇

大㜰大学大学㝔ᕤ学研究科教ᤵ  森 伸ஓ

奈良先➃科学ᢏ⾡大学㝔大学教ᤵ  真木 ᑑ

㛵すග科学研究所㔞Ꮚ生科学研究部 上席研究員  森林 ᝅ

⢭⳹⏫⥲ົ部企⏬調整課

科学のまࡕのこどもたࡕプࣟジ࢙クトࢥーࢹィࢿーター 上田 明Ꮚ

奈良┴教⫱委員会事ົᒁ学校教⫱課課長  ῝田 ᒎᕦ

奈良┴教⫱委員会事ົᒁ学校教⫱課高校教⫱ಀ指導主事 長田 真⠊

（ᩗ⛠略）

１ 第１回運営指導委員会要⣙

（１） 今年度のＳＳＨ事業（基礎枠・科学ᢏ⾡ேᮦ⫱成重点枠）について

真木：２年生のＳＳＨࢥース選ᢥ⪅がቑえたのはなࡐか。

森ᓥ・米田（研究㛤発部）：１年生時から、ＳＳＨࢥースに所属する先㍮の発表等を見る

機会がቑえたことが理⏤だと考えられる。

岩井：࢚ࢧンスフ࢙スティバルの口頭発表についてヲしく聞きたい。

上田：ᡴデはしたが、ࣁードルが高い。

小ᰗ：㹕㹐㹍の合ྠࢳー࣒ができたὶれを▱りたい。

᭷㤿：科学ᢏ⾡ேᮦ⫱成重点枠としての取り組ࡳのⅭ、奈良高校は႐んでཷけ入れられ

た。

森本：物理・化学・生物が融合した学⩦とはල体的にどのようなものか。

米田（研究㛤発部）：理科⣔科目のᤵ業において、２年生からより発ᒎ的な実㦂を行って

いる。また、教員の取り組ࡳとしてアクティブࣛーࢽンࢢをテーマに研究ᤵ業を

行い、බ㛤ᤵ業として教科横断的な意見を取り入れている。

真木：今後、さらに分野の融合をしていく必要がある。

安井（校長）：学校全体として試行㘒ㄗしながら取り組んでいく。

（２） 来年度以降のＳＳＨ事業に向けて

真木：来年度以降の評価について。ＳＳＨࢥース自体は確ᅛとしたものになってきてい

る。ＳＳＨ生徒アンケートを⤒時的に見るということだが、全生徒ᑐ㇟としては

難しいのではないか。（各㡯目について修正等をいただいた）

森本：来年度以降のＳＳＨの取り組ࡳについて。Ｓ㹒㹃㹋（科学・ᢏ⾡・ᕤ学・数学）に

㸿㹰㹲（ⱁ⾡）を加えた、Ｓ㹒㹃㸿㹋を࢟ー࣡ードとして取り入れると良い。

岩井：化学、生物分野を今以上に活用していくき。

真木：生徒発表について、」数回発表することは、回数を重ࡡるごとに内容が改善され

て非常に良い。

ＳＳＨ運営指導委員会（報告） 
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小林：次の重点枠で奈良高校として意識していくことは何か。

安井（校長）：高校と大学の接続を図り、連携校とも更に密な連携を目指していく。

小林：高校と大学の、研究テーマ等における共通理解が必要である。

最後に、本年度の生徒研究発表会および次回のＳＳＨ運営指導委員会の予定を連絡した。 

２ 第２回運営指導委員会

（１） ＳＳＨ生徒研究発表会の発表内容について

真木：発表会については、年々上がっている。ポスター発表も元気よかった。もっと時
間をとって欲しい。できたポスターを校内でも見せていくことが大切。 

小林：口頭発表、ポスター発表とも充実。各発表の横へのつながり（テーマ間検討）も 
あるとよい。難しいが、化学分野から物理分野へなど、段階を進めて教科横断の
研究へも繋げて欲しい。 

森 ：ポスター発表はアンケート調査の数が少ない。時間が短くて見切れない。かなり 
熱心に取り組んでいる。指導が大変だったと思う。質問時間の確保をして欲しい。 

森林：非常によくできている。失敗していても、よく考えている発表もよい。仮説どおり 
結果が出ないことも面白い。そのような発表にも機会と評価を与えて欲しい。 

上田：ポスター発表を３つ聞けたぐらい。もっと広い部屋で実施して欲しい。口頭発表
すごい。 
来賓の所属等が生徒にわかるように席をつくって欲しい。 

長田：すごく面白かった。さらに大学と連携して、聞きに行って欲しいい。 
岩井：英語の発音は、どの生徒もすごく自然。文章もよかった。先行研究を取り入れてい

が、その使い方が未熟。さらなる指導の必要がある。 

（２） 生徒研究の評価方法について
岩井：最初、規準が高いと思ったが、高得点の班も出て評価できた。数学の規準は理科と

異なる面がある。 
米田：数学用の評価表を現在８校連絡会議で作成・改善中です。 
真木：よく考えられている。これでスタートし、改善されてはどうか。３を規準として、

かなりいい評点。生徒にも説明して使って欲しい。 
米田：今年は予選会の説明の際に生徒提示している。 
小林：よくできたルーブリック。数学用をつくって。数学の取組ではジャンプがあり粗

くて良い面と、どういう問題を取り扱っているか説明できていると評価できる面
もある。取り入れて欲しい。 

森 ：評価のフィードバックが気になる。点数だけではよくない。使い方が大切。 
森林：評価法としてよくできている。私の評価では、点数にはほとんど差がでなかった。 
上田：分野が違うと難しい 
長田：慣れるまで大変だが、作ると微調整をしながら使える。数学に不利な面があった。 

（３） 来年度以降のＳＳＨ事業について
米田：本年度を踏襲して、基礎枠では全学年・全生徒の探究活動の推進と３年間を通し

ての成果を図る。理数融合、評価方法の確立、重点枠での生徒実行委員会の活性
化など課題は多い。 

小林：2021 度に入試改革がある。大きな戦略が必要。 
岩井：高大接続をどう進めるか、これから考える必要がある。 
真木：好奇心を高めるのは難しい。１年は取組を聞き、２年は示し、気づいて伸びて、学

年毎に数値が上がることを目標に、注意して行っていくとよい。講演会よりも、
生徒間の活動が大切。 

小林：教科の融合、先生方がお互いの教科に興味もつ機会が大切。 
森 ：細かく修正して大きいところはぶれないで欲しい。よくやっている。この状態で。 
森林：好奇心持って、主体的にいくつもの分野に渡った活動をして欲しい。PC シミュレ

ーションを加えるとなおよい。 
上田：連携校との結びつき、一緒に訪問できたらより積極的な反応が期待できる。好奇

心を伸ばすのに、学研都市の企業･国会図書館などの見学を利用してはどうか。 
長田：高大接続の方向性をさらに考えていかないと。独自の取組が必要。 
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ＳＳＨ評価方法等検討委員会について 

昨年度に立ち上げた「ＳＳＨ評価方法等検討委員会」についての目的と役割を以下に示す。 

○ 目的と役割
ＳＳＨ運営指導委員会を補完

するものとして位置付け、ＳＳＨ
検証・評価結果の分析とともに、
検証・評価内容や方法そのものに
対しても研究開発のねらいに応
じたものとなっているかどうか
を検討し、本校独自の評価の観点
や基準・方法等を改善していく。
具体的には、改善点を、分掌、学
年、教科等に提言していく。 

○ 構成
委員長  ：伊吹教頭
副委員長 ：研究開発部長
指導助言者：奈良教育大学

教授 森本 弘一 先生、ＳＳＨ運営指導委員の先生方 10名 
構成委員 ：ＳＳＰ科目（課題研究）各担当教員代表、研究開発部ＳＳＨ事業推進課教員 

１ 第１回ＳＳＨ評価方法等検討委員会（報告） 
まず、委員長の挨拶及び指導助言者の紹介を行った。本年度の今までのＳＳＨ事業の説明

があり、事業後のアンケート結果を３年間の推移グラフで確認した。そして、委員会の目的
と役割についての説明後、昨年度の報告に目を通し、次の議案で話し合いが行われた。 

(1) 「奈高リサーチ」の改訂によるＳＳＨ事業評価方法の見直しについて
ＳＳＨ事業評価の１つとして実施されている生徒アンケート「奈高リサーチ」を全面的

に改訂して、ＳＳＨ第４期事業の目的に対応したものとすることが提案された。アンケー
トは、生徒の自己評価的な内容とし、目的である伸ばしたい力を明記するとともに、この 1
年の自身の成長を評価することで、さらなる意欲向上が期待される。教員は、その目的を
共有して、より明確な指導を行う。アンケート結果を経年比較等の分析を行い、本校ＳＳ
Ｈ事業の評価の１つとして重要な位置を占めることとなる。
指導助言においては、さらに修正を加えて改訂することに決定した。修正点としては、

質問の表現をさらに適切かつ分かりやすいものとすることと、生徒の選択科目に応じた結
果分析を可能とすることが挙げられた。さらに、アンケートの各質問が、新しい評価の観
点のいずれに対応したものかを明確化する必要が挙げられた。 

(2) 「８校連絡会議」の報告と課題研究評価の取組(ルーブリック法による評価)について
まず、昨年度末の「８校連絡会議」による標準化ルーブリックの試案が示され、本年度は

その中に抜けている項目を加えての修正案が作成中であることが説明された。この評価方
法で、課題研究が本当に評価できるのかを考え、より良いものとして現場で採用され、高
大接続等にも活用されることを目標としている。 
指導助言として、さらに先行研究を調べて意味あるものに創り上げていくことが挙げら

れた。また、仮説の見直しや活動のストーリーなど、研究サイクルの視点からの評価も必
要であることが述べられた。自主的な取組で、各発表会で生徒がステップアップしていく
プロセスまでも含めたルーブリック評価法を確立して、より質の高い取組に繋げて欲しい
との要望をいただいた。「８校連絡会議」の標準化ルーブリックをもとに、本校のＳＳＨ
事業目的に適い、生徒の実態に即したルーブリック評価表の確立が課題である。その上で、
当然のことながら、数値目標のもとでの客観的な評価が必要である。理系の女子生徒に関
しての分析の必要性も指摘された。多様な評価法を適切な時期に実施して、総合的に評価
を進める必要がある。 

２ 第２回ＳＳＨ評価方法等検討委員会（2月 16日実施予定） 
研究発表の評価法として「８校連絡会議」の改良ルーブリックが試行される予定である。 

Ⅱ ＳＳＨ評価方法検討委員会（報告） 
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平成３０年度１・２・３年の教育課程表【SSH】
奈良県立奈良高等学校全日制課程普通科

学科 普通科 普通科 普通科
学年･年次 備 考

区 １ ２ ３
分 教 科 科 目 標準単位 （１０） （１０） （１０）

国 語 国 語 総 合 ４ ５ ２，３年次における選択
現 代 文 Ｂ ４ ※２・３ ※２・３ 科目については、表中の
古 典 Ｂ ４ ※３・４ ※２ ※印の中から自由に選択
探 究 古 典 ◇４ ※４ させる。現代文Bは継続履
古 典 総 合 ◇２ ※２ 修

地理歴史 世 界 史 Ａ ２ ２
世 界 史 Ｂ ４ ※２ ※４ ◇は学校設定科目である。
日 本 史 Ａ ２
日 本 史 Ｂ ４ ２ 地理歴史科２年の

各 地 理 Ａ ２ ※２・４
地 理 Ｂ ４ は選択必修
発 展 世 界 史 ◇２ ※２
発 展 日 本 史 ◇２ ※２
発 展 地 理 ◇２ ※２

公 民 現 代 社 会 ２ ２
倫 理 ２ ※２
政 治 ･ 経 済 ２ ※２

数 学 数 学 Ⅰ ３ ２ 数学Ⅱ、数学Ⅲは継続履
数 学 Ⅱ ４ １ ※３・４ 修。
数 学 Ⅲ ５ ※１ ※５
数 学 Ａ ２ ２
数 学 Ｂ ２ ※２
総 合 数 学 α ◇３ ※３
総 合 数 学 β ◇２ ※２
発 展 数 学 ◇２ ※２
総 合 数 学 演 習 ◇２ ※２

理 科 物 理 基 礎 ２ ２
教 物 理 ４ ※３ ※４ 物理、化学、生物はそれ

化 学 基 礎 ２ ２ ぞれ基礎のついた科目が
化 学 ４ ※３ ※５ 履修済であること。
生 物 基 礎 ２ ２
生 物 ４ ※３ ※４
地 学 基 礎 ２ ※２
物 理 発 展 ◇２ ※２
化 学 発 展 ◇２ ※２
生 物 発 展 ◇２ ※２
地 学 発 展 ◇２ ※２

保健体育 体 育 ７～８ ２ ３ ２
保 健 ２ １ １

芸 術 音 楽 Ⅰ ２ 芸術科の
音 楽 Ⅱ ２

科 音 楽 Ⅲ ２ ※２ は選択必修
美 術 Ⅰ ２ ２
美 術 Ⅱ ２ ※２ 芸術はⅠで選択した科目
美 術 Ⅲ ２ ※２ を継続
書 道 Ⅰ ２
書 道 Ⅱ ２
書 道 Ⅲ ２ ※２

外 国 語 コミュニケーション英語Ⅰ ３ ４ 英語表現Ⅱは継続履修
コミュニケーション英語Ⅱ ４ ※４・６
コミュニケーション英語Ⅲ ４ ※３・５
英 語 表 現 Ⅰ ２ ２
英 語 表 現 Ⅱ ４ ※２ ※３ SSP基礎は情報２単位、総

家 庭 家 庭 基 礎 ２ ２ 合的な学習の時間１単位
SSP基礎 S S P 基 礎 ◇３ ３ を代替する学校設定科目

S S P 表 現 A ◇２ ※２ である。
SSP探究A S S P 理 数 A ◇２ ｱ２ 奈良TIMEは１年次SSP基礎

S S P 科 学 英 語 A ◇２ で１単位実施
S S P 表 現 B ◇２ ※２
S S P 奈 良 B ◇２ SSHコースはSSP表現ABを
S S P 物 理 ◇２ 必修。

SSP発展B S S P 化 学 ◇２
S S P 生 物 ◇２ ※２ アについては、SSHコース
S S P 地 学 ◇２ はSSP理数AまたはSSP科学
S S P 数 学 B ◇２ 英語から選択。それ以外
S S P 科 学 英 語 B ◇２ は、総合探究を選択。

必 修 ・選 択 必 修 科 目 計 ２９ ８ ４・６
選 択 科 目 計 ５ ２６ 22～30 ２年SSHコースはSSP探究A
各 教 科 ・ 科 目 計 ３４ ３４ 28～34 から4単位選択必修。うち
総合探究（総合的な学習の時間） ｱ２ ２単位は総合的な学習の
Ｃ.Ｃ.(総合的な学習の時間) ※２ 時間を代替する。

各 教 科・科 目 等 計 ３４ ３４ 30～34
特別活動 ホームルーム活動 １ １ １ ３年はSSP発展Bで総合的

合 計 ３５ ３５ 31～35 な学習の時間を代替。
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平成 30 年度 教育課程上に位置づけた生徒課題研究テーマの一覧 

1年「ＳＳＰ基礎（地域・生活の科学）」研究テーマ 

Ａ 自然 自然環境・自然災害

生き物

建築

Ｃ 文化 言語文化

食文化

文学

産業、芸能・スポーツ

Ｂ 歴史 神社仏閣・史跡や遺跡

歴史的人物・歴史

伝説

Ｄ 紹介 観光地の紹介

地域の紹介

地域の課題・交通機関

特色

２年「ＳＳＰ探究Ａ」研究テーマ 

口笛の研究

ガスバーナーの内外炎における電気抵抗の相違

電解質水溶液におけるゼーベック効果

プラスチック電池の性能に関する研究～おまじないの原因を探れ～

ナラ枯れに対するわさびの有用性

匂いと記憶力の関係について

生物と錯視の関係性

軌跡の図形の飛び火の条件

トリボナッチ数列の周期性と有限体

３年「ＳＳＰ発展 B」研究テーマ 

ＳＳＰ物理 ソレノイドコイル～鉄心を入れたときの磁界の変化を推測する～

快い音とは何か～音の秘密に迫る～

ＳＳＰ化学 髪がより傷まない脱色方法の研究

ＳＳＰ生物 ゾウリムシの走音性

ＳＳＰ数学Ｂ ３D プリンタを用いた空間図形の作成 
ＳＳＰ奈良Ｂ 奈良を紹介するパンフレットをつくろう

ラーメン店成功の方程式～富雄ラーメンからの分析～

奈良における翡翠と勾玉

奈良はどうしたら観光面で京都に勝てるのか



科学技術人材育成重点枠（中核拠点）事業
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ู⣬ᵝᘧ㸯㸫㸰 
ዉⰋ┴❧ዉⰋ㧗➼Ꮫᰯ ��㹼�� 

 
 ᖹ成㸱㸮ᖺᗘ⛉Ꮫᢏ⾡ேᮦ⫱成㔜Ⅼᯟ実施ሗ࿌㸦୰᰾ᣐⅬ㸧㸦せ⣙㸧߁

 
 ձ 研究開発の࣐࣮ࢸ  
 奈良県サイエンススクールネットワークの活用・充実と地域人材の育成。 
 ղ 研究開発のᴫせ  
 これまでの重点枠事業で構⠏した「奈良県サイエンススクールネットワーク」をさらに充実させ

ることで、奈良県全体の理数⣔探究活動の活性化を図るとともに、地域や学校に㈉⊩し、活躍でき

る地域人材を育成する。具体的には、地域連携研究講座や高度研究講座の実施によりඣ❺・生徒を

科学ᢏ術や研究の㠃ⓑさにㄏ導し、さらにその科学的探究能力を伸ばす。また、サイエンスフェス

ティバルの実施により、各校の課題研究内容を発表する機会をタけ、中高生のプࣞࢮンテーション

能力、ࢥミࣗࢽケーション能力の育成を図る。さらに、連携校生徒による「生徒実行委員会」を活

発に活動させ、指導力と者と༠ാしていく力を育ࡳ、学校や地域で活躍し㈉⊩できる地域人材の

育成を図る。また、奈良県教育委員会がᖹ成 28 年度から実施している「サイエンスチームなら・奈

良県科学研究実践活動推進プロࢪェクト」とも連携をし、県内の理数⣔探究活動の活性化を目指す。 
 ճ ᖹ成㸱㸮ᖺᗘ実施つᶍ  
  奈良県❧㟷⩧高等学校（理数科）（20 ྡ）、奈良県❧奈良高等学校（理数科）（20 ྡ）、奈良

県❧␇ഐ高等学校（20 ྡ）、奈良市❧୍᮲高等学校（10 ྡ）、奈良県❧郡山高等学校（20 ྡ）、奈

良県❧山辺高等学校（10 ྡ）、奈良県❧Ⓩ⨾ࣨୣ高等学校（10 ྡ）、奈良県❧生㥖高等学校（10

ྡ）、奈良県❧᷃ཎ高等学校（10 ྡ）、奈良県❧⋤ᑎ工業高等学校（10 ྡ）、国❧奈良ዪᏊ大学

㝃ᒓ中等教育学校（10 ྡ）、ᮾ大ᑎ学ᅬ中学校・高等学校（10 ྡ）、西大和学ᅬ中学校・高等学校

（20 ྡ）、奈良学ᅬ中学校・高等学校（10 ྡ）、奈良学ᅬⓏ⨾ࣨୣ中学校・高等学校（10 ྡ）、ᖇ

ሯ山中学校・高等学校（10 ྡ）、京都ᗓ❧༡㝧高等学校（10 ྡ）、奈良市❧ⱝⲡ中学校（10 ྡ）、

奈良市❧୕➟中学校（10 ྡ）、奈良教育大学㝃ᒓ中学校（10 ྡ）、奈良市❧బಖᑠ学校（10 ྡ）、

奈良市❧బಖᕝᑠ学校（10 ྡ）、ᮌὠᕝ市❧高のཎᑠ学校（10 ྡ）、奈良市❧都༡中学校（10 ྡ）、

奈良市❧Ⓩ⨾ࣨୣ中学校（10 ྡ）、さらに、本校での SSH ース㑅ᢥ生徒、科学委員、科学ᢏ術ࢥ

⣔クラࣈの生徒��0 ྡ）合計 26 校、�20 ྡ規模で活動し、本校が⤫ᣓする。 
 մ 研究開発ෆᐜ  
○ලయⓗ࡞研究㡯࣭άືෆᐜ 
 ①  奈良県サイエンススクールネットワークの充実�Ỉᖹ方向へ展開� 

 これまでの取組で構⠏した「奈良県サイエンススクールネットワーク」の各連携校のඣ❺・

生徒を対象に、以下の研究講座を実施し、科学ᢏ術や自↛⎔ቃへの興味・関心を高めるととも

に連携校との交流を῝める。 
・地域連携研究講座の実施（和歌山、西はりま、JAXA 研究講座等） 

・中学生以下も対象とした講座の実施（奈良高校公開講座、ロボット講習会、プログラミ

ング講習会） 
 ② まほろば・けいはんなサイエンスフェスティバルの開催（地域へのၨ発活動） 

 「けいはんな地༊」のඣ❺・生徒およࡧ関係者に中学校・高等学校の取組を広め、意欲のあ

るඣ❺・生徒を探究活動にㄏ導して資質を高める。また、中高生が研究者と交流することによ

り、科学への興味・関心を高め、探究活動を活性化する。具体的には、講演会と口頭発表とポ

スターセッションを行い、ඣ❺・生徒の交流や教員の研修の場とする。連携校生徒に対しては

実行委員会をタ⨨し、企画や運営に携わることで生徒の体的な取組を促し、実施内容のさら

なる充実を図る。 
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 ③ 研究機関等と連携した、高度で発展的な教育プログラムの共同開発（垂直方向への伸長） 
  特に資質と意欲のある生徒をさらに向上させるため、高度で発展的な教育プログラムを県内

外の関係機関と連携して共同開発する。具体的には高度研究講座、科学英語講座を実施する。 
 ④ SSH 事業報告会（理数科教員指導方法研究会）の実施 

  奈良県高等学校理化学会や奈良県生物教育会、奈良県数学教育会、奈良県中学校理科教育研

究会とも連携し、探究活動の指導に取り組んでいる教員の指導力を向上させる。 
 ⑤ 研究開発の成果と課題  
○実施による成果とその評価 
  ①  奈良県サイエンススクール・ネットワークの活用 

奈良県地域連携研究講座として、７月の和歌山研究講座として京都大学瀬戸臨海実験所での

海洋生物の課題研究活動を計画したが、台風のため中止となった。７月末には JAXA 研究講座

として筑波宇宙センターでの研修や高エネルギー加速器研究機構・物質材料研究機構での見学

と実験実習、８月に西はりま研究講座として西はりま天文台での観測実習と大阪大学免疫学フ

ロンティアセンターでの観察実習を実施した。また、中学生以下も対象とした講座として８月

には「奈高公開講座」、３月･６月には「ロボット講習会」、５月･８月･１月には「プログラミ

ング講習会」を実施した。このような研究講座のアンケート結果はどの講座も評価が高く、概

ね良好であった。特に「ロボット講習会」では、WRO へ挑戦することを視野に入れて年々活性

化してきた取組であり、本校と郡山高等学校の合同チームが全国大会で優勝し、世界大会で６

位となった。奈良県サイエンススクール・ネットワークの成果が現れたと言える。 
 ② まほろば・けいはんな SSH サイエンスフェスティバルの開催 
   10 月には、けいはんなプラザにて、関西文化学術研究都市推進機構と連携して、研究内容を

口頭とポスターセッションで地域の中学生・高校生と発表しあうサイエンスフェスティバルを

実施した。特に今年は過去最多の 16 校の 48 ポスターの発表が、「サイエンスチーム奈良」も

加わって行われた。650 人規模の行事となった。研究者や地域の方々との質疑応答では活発な意

見交流が見られた。そして、興味・関心や研究意欲の高まりがうかがわれ、探究活動への活性

化につながった。また、基礎生物学研究所 准教授 渡辺 英治先生による「人工知能は錯視を

知覚するか」というテーマで講演会も実施した。参加者のアンケート結果からは、講演会・口

頭発表・ポスターセッションともにどの項目も 81％以上の高い満足度を得ており、科学への関

心の高まりが感じられる有意義な取組であった。 
 ③ 研究機関等と連携した、高度で発展的な教育プログラムの共同開発 

12 月に京都大学霊長類研究所と基礎生物学研究所と日本モンキーセンターで、霊長類研究の

講義や見学、課題研究等を実施し、基礎生物学研究所でも研修を実施した。また、１月には科

学英語講座として国際教養大学の数学科准教授 Attila Egri-Nagy 先生による、数学の問題を英語

で解説する講座を実施した。参加者のアンケート結果からは、科学への関心の高まりや英語力

向上への意欲などがうかがわれ、大変有意義な研究講座となった。 
 ④ SSH 事業報告会（理数科教員指導方法研究会）の実施 

 奈良県高等学校生物教育会と理化学会とに連携して、探究活動の指導に取り組んでいる理科

教員の指導力を向上させる研修会を５月と７月に実施した。 
 
○実施上の課題と今後の取組 
 SSH 重点枠事業では、学校や地域で核となって活躍できる人材育成を図ってきた。具体的には各

連携校からの「生徒実行委員会」を発足し、サイエンスフェスティバルでの企画・運営に携わるこ

とで、自律的活動力や社会参画力などの実践力の育成を目指した。本年度、司会等の運営を行うこ

とができたものの、まだ不十分であった。「生徒実行委員会」の活動をより充実させるために、実

行委員の継続した活動を促し、その活動が反映されるシステムづくり等の取組を実施していく。活

動の場が広がっていくと、自律的活動力や社会参画力などの実践力が育成されると思われる。 
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ዉⰋ┴❧ዉⰋ㧗➼学ᰯ ��㹼3�

ㄢ㢟（୰᰾ᣐ点）平成㸱㸮年度科学技術人材育成重点枠の成ᯝ߂

ձ ◊✲㛤Ⓨの成ᯝ

○ዉⰋ┴ᆅᇦ㐃ᦠࢫ࢚ࣥࢧ࣮ࣃ࣮ࢫ◊✲ㅮᗙ

࣭ḷᒣ◊✲ㅮᗙ（ணᐃ平成30年㸵᭶��᪥㹼30᪥）>ሙ㸸ி㒔学ࢻ࣮ࣝࣇ科学ᩍ育◊✲ࢭ

@㝃ᒓỈ᪘㤋ᡞ⮫ᾏᐇ㦂ᡤ℩࣮ࢱࣥ

京都大学フィールド科学教育研究センター瀬戸臨海実験所において海洋生物の実習が行われる

予定であった。３校から30名の参加者が確定しており、課題研究にじっくりと取り組み、発表を

充実させる計画であった。台風接近のため事前に中止を決定した。

࣭ ◊✲ㅮᗙ（平成3�年㸵᭶3�᪥㹼㸰᪥）>ሙ㸸 @JAXA JAXA KEK NIMS、 、 他

１日目は、鈴木 圭子先生から「宇宙飛行士とコミュニケーシュン」という演題で講演をして

いただいた後、筑波宇宙センター（ ）で三枝先生に「こうのとり 「きぼう」等の展示物JAXA 」

の詳しい説明をしていただいた。２日目は高エネルギー加速器研究機構（ＫＥＫ）で、放射光加

速器と 加速器の見学とその仕組みについての講義を受けた。その後、サイバーダイSuperKEKB
ンスタジオでは、身体機能を改善・補助・拡張することができるロボット を身体に装着しHAL
て運動機能を体験した。３日目は物質･材料研究機構（ ）で超伝導材料・ファンデーションNIMS
作り・低温脆性試験などの体験実習をおこなった。また、ソフトマテリアル、制震ダンパーなど

の最先端の最新機器を見学し、講義を受けた。参加者は７校からの30名であり、アンケート結果

では各施設での研修・講演内容が良かったと93％以上の高い評価を得ていたが、施設によってば

らつきがあり、研修内容をより高度なものに揃える必要があると思われた。

࣭すࡲࡾࡣኳᩥྎ◊✲ㅮᗙ（平成30年㸶᭶��᪥㹼�3᪥）>ሙ㸸 すࡲࡾࡣኳᩥྎࠊSPring-8、

@IFReC

１日目はSPring-8を訪問してSACLAの見学を行った。最先端の大型放射光施設を見学し、どの

ような研究に役立っているのか説明を受けた。西はりま天文台には、日本国内最大の「なゆた望

」 。 、 、 「 」 、遠鏡 がある 昼の太陽や星の観察 夜の星の観察 研究員による 星の一生 に関する講義

小型望遠鏡による星の観測を行った。天候に恵まれ土星、火星などの惑星をはじめ恒星や星雲の

観測もでき、夜遅くまで熱心に観測を行えた。２日目は、大阪大学吹田シャンパス内にある免疫

フロンティア研究センター（IFReC）で中井 晶子 准教授による講義を受けた後、マウスの解剖

実験、DNAの抽出実験、MRI、CTの見学を行った。参加者は３校からの30名であり、アンケートで

は、全ての訪問先で、研修・講演の内容が良かったに80％以上の高い回答を得た。特にIFReCで

の観察実習などで興味･関心の高まりがみられた。

㸴᭶��᪥ࠊㅮ⩦（平成30年㸱᭶��᪥ࢺࢵ࣭࣎ࣟ ）>ሙ㸸ዉⰋ㧗ᰯ ᆅ学ᩍᐊ@ࠊ

講座内容は、国際ロボットコンテスト （ ）のエキスパート競技WRO World Robot Olympiad
へ挑戦することを視野に入れたハイレベルなプログラミングの講習会を継続して実施した。高い

レベルでの論理的思考力の育成を図り、更には連携校の児童・生徒の交流を促進した。第１回に

６校より37名、第２回に５校28名の参加者があり、連携校が奈良大会の上位を占有した。実施後

のアンケートでは、高い評価とともに「取り組む時間が足りない」という意見も多く出され、よ

り意欲的な態度が見受けられた。

ሙ㸸ዉⰋ㧗ᰯ<（平成3�年１᭶��᪥ࠊ㸶᭶�0᪥ࠊ平成30年㸳᭶㸴᪥）ㅮ⩦ࢢ࣑ࣥࣛࢢࣟࣉ࣭

᪂㤋ᩍᐊࠊ㜰ᕤ業学 ᱵ⏣ࢫࣃࣥࣕ࢟@

８月にはプログラミング言語『 』を用いて、プログラミングを基礎から学び、高いレベPython
ルでの論理的思考力の育成を図ることを目的として、大阪工業大学 教授 上田 悦子先生の指導
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のୗで実施した。５月には『 』を用いた。の６校より�8名の生徒が参加し、Swift playgrounds
大学生にもᡭ伝ってもらいながらプログラミング実習に取り組ࢇだ。アンケートから、どの㡯目

も80 以上の高い‶足度が得られていることがศかった。%
○ዉⰋ㧗ᰯබ㛤ㅮᗙのᐇ（平成30年㸶᭶�3᪥）>ሙ㸸ዉⰋ┴❧ዉⰋ㧗➼学ᰯ@

奈良┴内の中学生をᑐ㇟に、ᩘ学、ሗ、物理、学、生物、ᆅ学の６ศ野で 校ならSSH
ではの᥈究ά動に║を⨨いた実験実習の授業をබ㛤した （��名参加）。

@ࢨࣛࣉ࡞ࢇࡣいࡅのᐇ（平成30年�0᭶��᪥）>ሙ㸸ࣝࣂࢸࢫ࢙ࣇࢫ࢚ࣥࢧ○

基礎生物学研究所准教授 Ώ㎶ ⱥ 先生による「ே工▱能は㘒視を▱ぬするか」というテー

マの興味῝い講演会とともに、㸲校によるཱྀ㢌研究発表と 「中・高校生による࣏スターセッシ、

ョン」を実施した。࣏スター発表のつᶍは連携校や༠力校から計��校、㐣ཤ最多の�8発表が行わ

れた。全体会で⣙2�0名の参加、࣏スターセッションには⣙��0ேが᮶ሙされた。アンケート結果

からは講演会・ཱྀ㢌発表・࣏スターセッションともにどの㡯目も8�％以上の高い‶足度を得てお

り、さらに「サイエンスࢳー࣒なら」からの参加もあり、┴内の理ᩘ⣔᥈究ά動のά性にもつ

。 「 」 。ながる取組となった ᖺ度は 生徒実行ጤ員会 によるྖ会等の運Ⴀで実施することができた

（ ） 㧗度◊✲ㅮᗙのᐇࢪࣥࣞࣕࢳ○ࠊ 平成30年��᭶��᪥㹼��᪥ >ሙ㸸ி㒔学㟋㛗㢮◊✲ᡤ➼

ᇶ♏⏕≀学◊✲ᡤࠊ᪥ᮏ࣮ࣔࣥࢱࣥࢭ࣮࢟@

本ᖺ度は基礎生物学研究所での実習を中心にᤣえ、京都大学㟋㛗㢮研究所での講演と日本ࣔン

キーセンターでの観察・課題研究の研修を実施した。京都大学㟋㛗㢮研究所では、㦵᱁ᶆ本ᐊと

ンパンジーの実験を観察したあとࢳ 「ここࢁの進」の講演を⪺かせていただいた。基礎生物、

学研究所では、᳜物࣒ࣀࢤのಸᩘ性の実験と、研究生άの実際をᑀに解説していただいた。日

本ࣔンキーセンターでは㸲✀の㟋㛗㢮の行動を観察し、㐺ᛂ進の㐣⛬についてᙧ態と⎔ቃを関

連させて考察した。更に、生徒交流会では、野生動物とࣄトとの関わりの問題や動物のコミュニ

ケーションなど、ά発な意見交が展㛤された。日㡭ཱྀにしない、研究ά動のあり᪉や⮬身の生

き᪉についてヰしྜうことは、他者の意見に⪥をഴけて、⮬らのά動を確立させていく動機࡙け

として大きな意味をもつことが明らかになった。また、ᖺ度に参加して交流を῝めた生徒の２

名が本ᖺ度ᩘ学ศ野と生物ศ野の課題研究を≌ᘬしており、その１ேは生徒実行ጤ員㛗として発

表会のྖ会をດめてくれた。本ᖺ度の参加は、連携校をྵめ�2名であった。アンケートの結果、

全ての訪問先で実験・研修が良かったと、ぼ全員の生徒が回答している。

○科学ⱥㄒㅮᗙのᐇ（平成3�年１᭶��᪥）>ሙ㸸ዉⰋ┴❧ዉⰋ㧗➼学ᰯ ከ┠ⓗᐊ@

ᬑẁのⱥ語授業ではできない実㊶的な⦎習として、ᩘ学に関わるⱥ語表⌧に㥆ᰁみ、関ᩘとコ

ンࣆュータプログラミングの関ಀの講義、そしてプログラミングを行いサイエンスコミュニケー

Attilaションの技⾡を㣴うことを目ᶆとした実習を㛤ദした。国際教㣴大学ᩘ学科准教授

、 。 、Egri-Nagy先生を講ᖌとしてᣍ⪸し 連携校をྵめ��名の生徒が参加した アンケート結果では

�00％の生徒がそのຠ果を⮬ぬしていた。ⱥ語内容をᴫࡡ理解できた者は�0％ᙅ⛬度であった。

○㹑㹑㹆事業ሗ࿌（⌮ᩘ科ᩍဨᣦᑟ᪉ἲ◊✲ （平成30年㸳᭶��᪥ࠊ㸵᭶㸲᪥）>ሙ㸸ዉⰋ）

㧗ᰯ@

本校の 事業の成果である「 㟁ẼὋ動実験における改良ᰁⰍἲ」と「⅖のⰍの୪び᪉SSH DNA
と᱁子エネルギーの関ಀ」について、理科教員をᑐ㇟として実習をకうሗ࿌会を実施した。熱心

な取組と意見交が行われた。奈良┴生物教育会、奈良┴理学会との連携のもと実施された。

ղ ◊✲㛤Ⓨのㄢ㢟

本ᖺ度の㔜Ⅼᯟ事業においては 「事業に参加した生徒が᰾となって校内でά動している」とい、

うኚ容がロボット研究会の成果や科学研究の発表グループで見受けられるようになった。しかし、

༑ศに進ࢇでいない学校が多く、ᆅᇦや学校で᰾となって理ᩘ科᥈究ά動を≌ᘬできるே材育成を

さらにᗈࡆていくことが大きな課題である。
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○１年間（平成30年度）の科学技術人材育成重点枠事業について

科学技⾡ே材育成として研究者育成と事業⤒Ⴀ者育成の୧㠃が必要である。研究者育成において

は、取りきにくいとឤじる課題研究への導入を後ᢲしし、そのᴦしさをឤじてもらう。さらに、

発表することの充実ឤと ேとの交流の意義をឤじてもらう 事業への༢なる 参加 ではなく 参、 。 「 」 「

画」というጼໃを生徒にᇵい、学校やᆅᇦで᰾となってά㌍できるே材育成を図ってきた。また、

各連携校からの「生徒実行ጤ員会」をᖺ度から発足し、サイエンスフ࢙スティバルでの画・運

Ⴀに携わることで、事業運Ⴀ力の育成を目指した。実行ጤ員会での意見交流は༑ศであったが、

ᙜ日の運Ⴀ㠃で「参画」は一㒊実㊶できたと思われる。なࡐ研究事業を行うのかを生徒ྠ士の交流

のなかで㆟論することが、生徒の体性をᾰ㣴することとなり、より意欲的なά動につながってい

くと思われる。継続ά動のもと実行ጤ員がᗈく事業に参画できるシステ࣒をつくり、事業参加者が

連携校の᰾としてά㌍し、さらにᆅᇦでも一ᒙ㈉⊩するようにே材育成を図りたい。
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Ϩ 科学ᢏ⾡ேᮦ育成㔜Ⅼᯟ（୰᰾ᣐⅬ）実施ィ⏬

本年度の科学技術人材育成重点枠（中核拠点） 事業は以下の事業実施計画に基づいて実SSH
施した。

㸯 実施༊ศ࣭ᮇ㛫
༊ศ㸸中核拠点・ᮇ㛫㸸㸱年㛫（本年度㸰年目）

㸰 研究開発のテ࣮࣐
奈良県サイエンススクールネットワークの活⏝・充実と地域人材の育成。

㸱 研究のな࣏ント
「奈良県サイエンススクールネットワーク」をさらに充実させることで、奈良県体の理

、 、 。数⣔探究活動の活性化を図るとඹに 地域や学校に㈉⊩し 活躍できる地域人材を育成する
・連携校生徒による実行委員会をさらに活発に活動させ、主体性や者と協働していく力を

育ࡳ、学校や地域で活躍し㈉⊩できる地域人材の育成を図る。
・奈良県教育委員会が平成 年度から実施している「サイエンスチームなら・奈良県科学��

研究実践活動推進プロジェクト」とも連携をし、その参加校である高等学校も連携校に加
。県内の理数⣔探究活動の活性化を目指す、࠼

・地域連携研究講座や高度研究講座の実施により児童・生徒を科学技術のୡ⏺や研究の㠃ⓑ
さにㄏ導し、さらにその科学的探究能力を伸ばす。

・サイエンスフェスティバルでの各校の課題研究のポスターセッションや研究講座での成果
を発表する機会を設け、高校生のプレゼンテーション能力、コミュニケーション能力の育
成を図る。また、チーム力を➇う科学技術⣔高校対象のコンテストにチࣕレンジし、これ
らの力を更に伸ばす。

・県内のての高等学校にサイエンスフェスティバル等の事業を広報し、県内の理数⣔探究
活動の普及を図る。

㸲 研究開発のෆᐜ࣭実施方法࣭検証評価
研究の௬ㄝձ

㸳年㛫で構⠏した奈良県サイエンススクールネットワークを更に充実し活⏝
することで、県内の理数⣔探究活動の活性化を目指した教育プログラムを県内

。 、 、እの教育関係機関と連携してඹྠ開発する さらに 生徒実行委員会を設置し
事業運営にも参画させていくことで、児童・生徒の科学的探究能力や課題ゎỴ
能力を育成し、地域に㈉⊩し活躍できる人材を育成することができる。

研究開発のෆᐜղ
 ዉⰋ┴ࢧエンススࢵࢿ࣮ࣝࢡト࣮࣡ࢡの実�Ỉᖹ方向へ展開�

㸿㸸地域連携研究講座の実施
㹀㸸中学生以下も対象とした講座の実施

【連携校「奈良県サイエンススクールネットワーク （奈良㹑㹑ネット）について】」
᪂たに、奈良県教育委員会が平成 年度から実施している「サイエンスチームなら��
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奈良県立⋤ᑎᕤ業高等学・奈良県科学研究実践活動推進プロジェクト」とも連携をし、
を᪂たに連携校に加࠼、以下のつᶍで活動していく。校及び奈良市立Ⓩ⨾ࣨୣ中学校

�� ��奈良県立青翔高等学校（理数科 （ ྡ 、奈良県立奈良北高等学校（理数科 （） ） ）
ྡ 、奈良県立畝傍高等学校（ ྡ 、奈良市立୍᮲高等学校（ ྡ 、奈良県立郡） ） ）�� ��

�� �� ��山高等学校 ྡ 奈良県立山辺高等学校 ྡ 奈良県立Ⓩ⨾ࣨୣ高等学校（ ）、 （ ）、 （
ྡ 、奈良県立生㥖高等学校（ ྡ 、奈良県立᷃ཎ高等学校（ ྡ 、奈良県立⋤） ） ）�� ��
ᑎᕤ業高等学校（ ྡ 、国立奈良ዪ子大学附属中等教育学校（ ྡ 、東大ᑎ学園�� ��） ）
中学校・高等学校（ ྡ 、西大学園中学校・高等学校（ ྡ 、奈良学園中学校�� ��） ）
・高等学校（ ྡ 、奈良学園Ⓩ⨾ࣨୣ中学校・高等学校（ ྡ 、ᖇሯ山中学校・�� ��） ）
高等学校（ ྡ 、ி都ᗓ立南㝧高等学校（ ྡ 、奈良市立ⱝⲡ中学校（ ྡ 、�� �� ��） ） ）
奈良市立୕➟中学校（ ྡ 、奈良教育大学附属中学校（ ྡ 、奈良市立బಖ小学�� ��） ）
校（ ྡ 、奈良市立బಖᕝ小学校（ ྡ 、ᮌὠᕝ市立高のཎ小学校（ ྡ 、奈�� �� ��） ） ）
良市立都南中学校（ ྡ 、奈良市立Ⓩ⨾ࣨୣ中学校（ ྡ 、さらに、本校での㹑�� ��） ）
㹑㹆コース㑅ᢥ生徒、科学委員、科学技術⣔クラࣈの生徒 ྡ）ྜ計 校、 ྡ��� �� ���
つᶍで活動し、本校が⤫括する。

 �ᆅᇦへのၨ発άື�の開ദࣝࣂステ࢙ࣇエンスࢧ+な66ࢇࡣ࠸ࡅ㺃ࡤࢁࡲ
小・中・高校生および関係者に高等学校の取組を広く▱らせ、県内の㈨㉁と意欲のあ

。 、 、る児童・生徒を探究活動にㄏ導する また 中高生と企業・大学の研究者の交流により
科学への興味・関心を高め、探究活動を活性化する。さらに、連携校生徒からなる実行
委員により企画・運営を行うことで事業⤒営の㈨㉁を向上させる。

ウ 研究機関や教育機関と連携した、高度で発展的な教育プログラムの共同開発（垂直方
向への伸長）
㸿㸸高度研究講座の実施
㹀㸸科学英語講座の実施
㹁㸸科学コンテスト挑戦講座の実施

エ 理数科教員指導方法研究会の実施
ճ 実施方法

 ዉⰋ┴ࢧエンススࢵࢿ࣮ࣝࢡト࣮࣡
�Ỉᖹ方向へ展開�の実ࢡ
奈良県教育委員会が平成2�年度から

実施している「サイエンスチームなら・
奈良県科学研究実践活動推進プロジェク
ト」とも連携をし、その参加校である㸰
つの高等学校を年度に連携校に加࠼、
更に本年度㸰校を加࠼て 「奈良県サイ、
エンススクールネットワーク」の連携校

、 。 、 。を小学校・中学校・高等学校等をྵめてྜ計26校 ⣙�20ྡとした 本校が ⤫括する
Ａ：ᆅᇦ連携研究講座の実施

長ᮇఇ業中に奈良県の広い⠊ᅖの生徒が参加できる科学的な実㦂・実⩦や⮬↛⎔ቃ
ㄪᰝなどのフィールࢻワークをྵむ地域連携研究講座を継⥆して実施し、生徒を科学
技術のୡ⏺や研究の㠃ⓑさにㄏ導する。さらに、参加者の事๓学⩦を充実させたり研
究講座でᚓた成果を発表させたりするなど、より目的意㆑を高める取組を実施する。
具体的には、以下のようなものをにしたテー࣐についてᐟἩ研修等を実施する。

○ ⮬↛⎔ቃㄪᰝやᾏὒ生物のㄪᰝ（生物・化学関連）
○ ⣲⢏子の研究やᏱᐂ開発、ኳ体観 （物理学・ኳ文学関連）
○ 物㉁科学の研究（化学関連）等

Ｂ：୰学⏕௨ୗࡶᑐ㇟とした講座の実施
○ 奈良高校公開講座の実施

奈良県の中学生を対象として、理数科のᤵ業を体㦂する講座を実施する。
○ ロ࣎ット講⩦会・プログラミング講⩦会の実施

現ᅾ」数の と開ദしているロ࣎ット講⩦会等をᘬき小・中学校、高等学校
⥆き実施する。

 の開ദ（ᆅᇦへのၨ発άື）ࣝࣂステ࢙ࣇエンスࢧなࢇࡣ࠸ࡅ࣭ࡤࢁࡲ
「けいはんな地༊」の小・中学生および関係者に高等学校の取組を広く▱らせ、県内

の㈨㉁と意欲のある児童・生徒を探究活動にㄏ導する。また、高校生が企業・大学の研
究者と交流することにより、科学への興味・関心を高め、探究活動を活性化する。具体

奈良高校・科学技術人材育成重点枠のイ࣓ージ図
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的には、講演会や、中・高生による口頭発表とポスターセッションを行い、児童・生徒
の交流や教員の研修の場とする。連携校生徒に対しては実行委員会を設置し、企画や準
備、運営に携わることで生徒の主体的な取組を促し、実施内容の更なる充実を図る。

ウ 研究機関や教育機関と連携した、高度で発展的な教育プログラムの共同開発（垂直方
向への伸長）

Ａ：高度研究講座
特に意欲の高い生徒を対象に、高度で発展的な内容の研究講座を実施する｡

Ｂ：科学英語講座
国際的な舞台で活躍するための英語力の向上と、科学的な内容のプレゼンテーショ
ン技術の育成を目指したプログラムを開発し、実施していく。

Ｃ：科学コンテスト挑戦講座
各種科学コンテストに挑戦する生徒を支援する講座を実施する。

エ 理数科教員指導方法研究会の実施
、 、奈良県高等学校理化学会や奈良県生物教育会 奈良県数学教育会と連携するとともに

奈良県中学校理科教育研究会とも連携し、探究活動の指導に取り組んでいる高等学校や
中学校の教員の指導力を向上させる。

④ 検証評価
各事業における研究内容の評価は、具体的には次のような内容とする。

【研究内容の評価等について】

研 究 内 容 等 評 価 の 観 点 評価の方法

◎ 児童・生徒の科学 ○ 興味・関心を喚起できているか。 ◇ 参加児童・生徒・教員のアンケート

へ の 興 味 ･関 心 の 深 ○ 児童・生徒の能力を伸長できて ◇ 大学教員、研究機関の研究者の評価

まり いるか｡

◎ 生徒の科学的能力 ○ プレゼンテーション能力、コミ ◇ アンケートやレポート

及び表現力の育成 ュニケーション能力、課題設定能力 ◇ 大学教員、研究機関の研究者の評価

を育成できているか。 ◇ 科学コンテスト参加人数や成績

○ 協働性を育成できているか。 ◇ SSH運営指導委員の評価

◎ 大学や研究機関等 ○ 先進的な研究に触れることがで ◇ アンケートやレポート

との効果的な連携 きたか｡ ◇ 大学教員、研究機関担当者の評価

○ 興味・関心を喚起できているか。

◎ 生徒実行委員会に ○ 思考力や実践力が育成できたか。 ◇ 実行委員、教員のアンケート

よる生徒の実践力の ○ 連携校や地域で探究活動の活性 ◇ レポート

向上 化や成果の普及に意欲的に取り組ん ◇ SSH運営指導委員の評価

でいるか。

５ 研究開発成果の普及に関する取組
各種事業の研究成果をSSH研究開発実施報告書に反映させ、関係機関や県内の連携校及び

関西学術研究都市の小・中学校、高等学校や市民の代表者に配布することにより、本プロ
ジェクトの成果の普及を図る。また （公財）関西文化学術研究都市推進機構や精華町が中、
心となって取り組んできた「科学のまちの子どもたち」プロジェクトの活動を継承して平
成26年９月10日に設立された「けいはんな科学コミュニケーション推進ネットワーク（K-S
CAN 」とも連携し、発表や広報活動を通じて地域の市民への研究成果の普及を図る。各連）
携校へは、まほろば・けいはんなサイエンスフェスティバルでの生徒実行委員を通じて具

「サイエンスチームなら・奈良県科学研究実体的な成果の普及活動に取り組む。さらには、
各種発表会等を通じて県内への研究成果の普及践活動推進プロジェクト」とも連携をし、

を図る。

６ 研究開発組織の概要
東部の拠点校として奈良県立山辺高等学校、北部の拠点校として奈良県立郡山高等学校、

中部の拠点校として奈良県立畝傍高等学校、西部の拠点校として奈良県立奈良北高等学校、
、 、南部の拠点校奈良県立青翔高等学校 私立中・高校の拠点校として奈良学園中学校高等学校

公立小・中学校の拠点校として奈良教育大学附属中学校を位置づけ、各連携校の代表者およ
び奈良高校の代表者で「生徒実行委員会」を設置する。委員会では各事業に関する企画･運
営・検討等を行い、奈良高校校内SSH推進委員会との連携により包括的に事業を推進する。
本年度の科学技術人材育成重点枠（中核拠点） 事業は以上の事業実施計画に基づいてSSH
実施した。以下はその実施内容の報告である。
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１㸬奈良県ᆅᇦ㐃ᦠࢫーパーサイエンࢫ研究講座 

（1）目 的 
⌧ᅾの㐃ᦠ校をさらにᣑ大し、奈良県サイエンࢫ・ࢫクールࢿットワーク（奈良 66 ット）を活用ࢿ

し、奈良県下の理数科教育の活性化を目指す。具体的には年度にᘬき⥆き、ロボット講習会のよう
な研究講座を⥅⥆しつつ、ኟᮇఇ業中やᮇఇ業中に奈良県の広い⠊ᅖの生徒が気㍍に参加できる㔝
እㄪᰝなどの実習や最先➃の科学施設などでの研修などを含ࡴ研究講座を実施し、生徒を科学ᢏ⾡の
ୡ⏺や研究の㠃ⓑさにㄏ導する。 

（2）方 法 
奈良県の⮬↛⎔ቃなどの特色を生かしたࣇールドワークや最先➃の科学ᢏ⾡の体験など、ඣ❺・

生徒の⯆・関心に応じて㑅るように、௨下のような各分㔝での研究講座を年㛫通じて計⏬し、㐃
ᦠ校よりᕼ望⪅をເり、実施する。 

・ロボット講座（平成 30 年㸱月 27 日（火）、㸴月 17 日（日））
㹙会場㸸奈良県立奈良高等学校㹛

講座ࢢン࣑ࣛࢢロࣉ・ iPad（平成 30 年５月㸴日（日）、平成 31 年１月 27 日（日））
㹙会場㸸奈良県立奈良高等学校㹛

・和ḷ山研究講座 （平成 30 年７月 28 日（ᅵ）～30 日（月））
㹙会場㸸京㒔大学ࣇールド科学教育研究ࢭンター℩ᡞ⮫ᾏ実験所と附属水᪘㤋㹛

・JAXA 研究講座    （平成 30 年７月 31 日（火）～㸶月２日（ᮌ）） 
㹙会場㸸⟃ἼᏱᐂࢭンター（JAXA）、物質・材料研究機ᵓ（NIMS）、 

㜵⅏科学ᢏ⾡研究所（NIED）高エࢿルࢠー加㏿器研究機ᵓ（KEK）㹛 
ン（平成ࢯ講座パイࢢン࣑ࣛࢢロࣉ・ 30 年㸶月 20 日（月））

㹙会場㸸大㜰ᕤ業大学ᱵ田キャンパࢫ㹛
・西はりま研究講座 （平成 30 年 8 月 22 日（水）、23 日（ᮌ））

㹙会場㸸西はりまኳᩥྎ、大㜰大学ච学ࣇロンテࢭンター㹛

（3）実施規模と実施内容 
各研究講座の実施規模と実施内容は௨下のようなものとなった。 

ロボット講座
事 業 項 目 ハイレ࣋ルロボット講習会

～国際ロボࢥンへのᣮᡓを目指して～
基礎枠・重点枠

日 時 平成30年㸱月27日（火）、㸴月17日（日） 
場 所 奈良県立奈良高等学校 ᆅ学教室 
講 師 ・ 担 当 奈良教育大学附属中学校 ⴥ山Ὀ୕ 教諭 

ᖇ㷁山中学校・高等学校 ඵᑜ༤ኈ 教諭
対象・参加人数 ➨１ᅇ SSH㐃ᦠ校（奈良教育大学附属中学校㸶名、畝傍高校㸷名、一᮲高校㸱名、

ᖇ㷁山中学校・高等学校㸷名、ᮾ大寺学ᅬ㸴名、）、奈良高校２名 計37名 
➨２ᅇ SSH㐃ᦠ校（奈良教育大学附属中学校㸷名、畝傍高校11名、郡山高校４名、
青⩧中学校・高等学校２名、）、奈良高校２名 計28名 

事 業 目 的 国際ロボットࢥンテࢫトWRO（World Robot Olympiad）のエキࢫパート➇ᢏへᣮ
ᡓすることを目標に、ハイレ࣋ルなࣉロ࣑ࣛࢢンࢢの講習会を実施し、高いレ࣋ルで
のㄽ理的ᛮ考ຊの育成を図り、さらには㐃ᦠ校のඣ❺・生徒のὶをಁ㐍する。

事 業 内 容 レࢦマインドࢫトームࠗEV3࠘を用いたࣉロ࣑ࣛࢢンࢢ講座を、２ᅇに分けて実施
した。講座ẖに、㢳問⪅会㆟を行い、指導ノウハウのᬑཬや奈良サイエンࢿࢫットワ
ークのᙉ化にດめるとともに、講座の中で生徒㛫のὶも行った。

検 ド 方 法 参加⪅へのンࢣートཬびWRO奈良大会への参加≧ἣ等 
検 ド 結 果 年度は、ロボット講習会に参加した全ての㐃ᦠ校がWRO奈良大会に出場した。

2016年～2018年における、中学校および高校の࣑ドル部㛛およびエキࢫパート部㛛の
出場校数ཬび㐃ᦠ校数は௨下の表の通りである。

Ⅱ 科学技術人材育成重点枠（中核拠点）の取組 
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2016年 2017年 2018年 
高校エキࢫパート 㸶 (４) 12 (㸶) 12 (10)
中学校エキࢫパート 17 (11) 17 (15) 23 (15)
高校࣑ドル ７ (４) 12 (４) ７ (７)
中学校࣑ドル 22 (20) 18 (10) 24 (15)
合計 54 (39) 59 (37) 66 (47)

ͤ カッࢥ内は㐃ᦠ校数
参加ࢳーム数が年ࠎ増加しており、その㐣༙数は㐃ᦠ校である。また、事業が定╔

してきた年度の㐃ᦠ校の参加ࢳーム数のఙびは㢧ⴭである。特に、エキࢫパート部
㛛への参加ࢳーム数は、事業を行った年度から㢧ⴭに増加していた。
本年度の成⦼は、㐃ᦠ校がୖを༨有するとともに、本校の生徒が年度にᘬき⥆

き、WRO奈良大会高校エキࢫパート部㛛でඃを果たした。また、全国大会でもඃ
し、最⤊的にはୡ⏺大会において➨㸴に入㈹した。WRO奈良大会高校࣑ドル部㛛に
おいても、本校生徒がඃし全国大会出場を果たした。
初心⪅ྥけの講習会を年1ᅇだけ行っていた㐣ཤ年度の成⦼としては、2015年に奈

良教育大学附属中学校が全国大会エキࢫパート部㛛で２に入㈹し、ୡ⏺大会へ出場
している。また、2016年に㷁山中学校・高等学校が全国大会エキࢫパート部㛛にてඃ
し、ୡ⏺大会へ出場し、➨５入㈹を果たした。さらに、畝傍高校が全国大会࣑ド
ル部㛛にてඃを果たしている。

結 果 総 括 年度の反┬をඖに年度は内容を⢭㑅し、大会出場に必要なࣉロ࣑ࣛࢢンࢢの基
礎的な内容に講習の中でఱ度もゐれさࡏるようᕤኵした。その結果、╔実にࣉロࣛࢢ
ることができた。また、㢳問⪅会㆟も⥅⥆して行っておࡏの⬟ຊを㌟につけさࢢン࣑
り、指導のノウハウも共有され、各校ẖに行われていた活動が奈良サイエンࢿࢫット
ワークとしてWROに取り⤌ࡴ形になっている。生徒㛫でも、ẖᅇ会う生徒が同じなの
でὶが㐍ࢇでおり、ୡ⏺大会へ㐍出したࢳームは本校と㐃ᦠ校である郡山高校との
ΰ合ࢳームであった。

課 題 年同ᵝ、講習内容は全国大会出場も視㔝にྥけた㠀ᖖに良質の講習であったが、
しっかりと習を行ってຊを付けた学校と、そうでない学校があった。▱㆑の定╔が
課題である。また、課題解決のルࢦリࢬム解ᯒとࢥーࢹンࢢ⬟ຊの育成に、iPad
を用いたイࢥン形ᘧではない、ᡴち㎸ࡳ⣔のࣉロ࣑ࣛࢢンࢢ講習会も開ദしたが、
日程的に全てに参加できる学校はᑡなく、講習内容は⣔⤫立っているが、実際にその
内容をຠ果的に学習している生徒がᑡないことが課題である。また、参加⪅のンࢣ
ートでは全⯡的に高いホ価をᚓているが、時㛫設定が▷いという意見が多かった。

グ 㘓 

講座ࢢン࣑ࣛࢢロࣉ L3DG 
事 業 項 目 ࣉロ࣑ࣛࢢンࢢ講習会～iPadでࣉロ࣑ࣛࢢンࢢ～ 基礎枠・重点枠 
日 時 平成30年５月㸴日（日）、平成31年１月27日（日） 
場 所 奈良県立奈良高等学校 ᆅ学教室 
講 師 ・ 担 当 奈良県立奈良高等学校 有㤿一㉈ 教諭 
対象・参加人数 ➨１ᅇ SSH㐃ᦠ校（ᮾ大寺学ᅬ中学校㸶名、畝傍高校４名、ᖇ㷁山中学校・高等学

校11名）、奈良高校㸴名 計29名 
➨２ᅇ SSH㐃ᦠ校（⋤寺ᕤ業高校５名、畝傍高校４名、ᖇ㷁山中学校・高等学校㸶
名）、奈良高校１名 計18名 

事 業 目 的 ࣉロ࣑ࣛࢢンࢢに⯆のあるඣ❺・生徒に対して、講習会を実施し、高いレ࣋ルで
のㄽ理的ᛮ考ຊの育成を図る。
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事 業 内 容 ࣉロ࣑ࣛࢢンࢢ学習ࣉリࠗSwiftplaygrounds࠘を用いて、WRO（World Robot
Olympiad）エキࢫパートカテࢦリーへの出場に必要なࠗ課題の分࠘、ࠗ ࢬリࢦル
ムのᵓ⠏࠘、ࠗ新たな関数の定義࠘、ࠗ初ᮇ್にᡠす事の重要性࠘を学ࡪ。

検 ド 方 法 ンࢣートによる（ู⣬参↷）

結 果 総 括 ホ価としては好意的な意見が多く、より発展的な内容を望ࡴኌが多かった。時㛫が
▷いという意見もᚓられた。教員ンࢣートでは、難᫆度の設定が高すࡂるという意
見がᚓられた。また、᪤にᏑᅾするリࢯーࢫ（器材、教材、場所、教員）を活用して
いるので、事業のຠ果にẚて、小ࢫࢥトで実施できた。

課 題 ・開ദᅇ数を増やし、1ᅇの㐍度をᢚえることで、よりຠ果的になると見㎸まれるが、
各校が⥅⥆的に参加出᮶る日程がとࢇど↓いのが課題である。
・iPadの㉎入ྎ数に制限があるため、参加⪅数に制限を設ける必要がある。༑分なྎ
数のiPadが準ഛ出᮶れば、よりຠ果的な活動が可⬟である。

グ 㘓 

和ḷ山研究講座 
次のような計⏬を立てたが、ྎ㢼接近のため中Ṇとなった。 
事 業 項 目 和ḷ山研究講座 基礎枠・重点枠 
日 時 平成30年７月2�日（ᅵ）～30日（月）（２Ἡ㸱日） 
場 所 京㒔大学ࣇールド科学教育ࢭンター℩ᡞ⮫ᾏ実験所 

事 業 目 的 奈良高校66+事業㐃ᦠ校の生徒が㞟い、ᾏὒ生物の多ᵝ性にゐれることで、⮬↛科学
への関心を高め、活動を活性化するとともに㐃ᦠをᙉめていく。 

-$;$ 研究講座 
事 業 項 目 ᆅᇦ㐃ᦠࢫーパーサイエンࢫJAXA研究講座 基礎枠・重点枠 
日 時 平成30年７月31日（火）～㸶月２日（ᮌ）（２Ἡ㸱日） 
場 所 ⟃ἼᏱᐂࢭンター（JAXA）、サイバーࢲインࢫタジオ、

高エࢿルࢠー加㏿器研究機ᵓ（KEK）、㜵⅏科学ᢏ⾡研究所（NIED） 
物質・材料研究機ᵓ（NIMS） 

講 師 ・ 担 当 Ᏹᐂドバイࢨー༠会 㕥ᮌᆂ子先生 
⟃ἼᏱᐂࢭンター ୕ᯞ先生
高エࢿルࢠー加㏿器研究機ᵓ 清水ఙ隆先生、中ᮧඞᮁ先生、ఫ澤一高先生
㜵⅏科学ᢏ⾡研究所 ⣡ཱྀᜤ明先生
材料・物質研究機ᵓ ➉ᒇᾈᖾ先生、㕥ᮌ達先生、ᡞ田ె明先生、大澤先生、
➉ᮧኴ㑻先生

対象・参加人数 畝傍高校７名、奈良学ᅬ高校㸱名、郡山高校１名、奈良北高校１名、奈良女子大学附
属中等教育学校１名、一᮲高校１名、奈良高校16名の計30名 

事 業 目 的 奈良高校SSH事業の㐃ᦠ校生徒が㞟い、最先➃の科学施設の見学や体験実習をする
ことで、⮬↛科学への⯆・関心を高めるとともに、㐃ᦠ校どうしのὶを深める。

事 業 内 容 ・⡆᫆Ᏹᐂ㣕行ኈ体験と講義（つくば国際会㆟場）
・⟃ἼᏱᐂࢭンター（JAXA）での講義と施設見学
・高エࢿルࢠー加㏿器研究機ᵓ（KEK）での講義と見学・体験実習
・サイバーࢲインࢫタジオでの講義と体験実習
・㜵⅏科学ᢏ⾡研究所での講義と見学・体験実習
・材料・物質研究機ᵓ（NIMS）での体験実習と講義・見学

検 ド 方 法 参加⪅へのンࢣート 
結 果 総 括 １日目は、つくば国際会㆟場でᏱᐂドバイࢨー༠会による「Ᏹᐂ㣕行ኈと࣑ࣗࢥ

、ていただいた。その後ࡏン」というテーマで講義をཷけ、体験実習をさࣙࢩーࢣࢽ
⟃ἼᏱᐂࢭンター（JAXA）では、JAXA の取⤌のᴫ要説明をཷけ、Ᏹᐂ㣕行ኈ養成エ
リや「きࡰう」運用⟶制室等の見学と説明をཷけた。また、展示㤋ࢫペーࢫドーム
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でのロࢣットや人ᕤ⾨ᫍ、「こうのとり」、「きࡰう」等の展示物に対してヲしい解
説をしていただきながら見学を実施した。また、ኤ㣗後はὶ会を行い、㐃ᦠ校の生
徒㛫でのὶを深めることができた。
２日目は高エࢿルࢠー加㏿器研究機ᵓ（KEK）で、KEK の研究活動についての説

明をཷけた後、ᨺᑕග加㏿器と SuperKEKB 加㏿器の施設見学とそれࡒれの⤌ࡳや
はたらきについての講義をཷけた。その後、サイバーࢲインࢫタジオでは、㌟体機⬟
をᨵၿ・⿵助・ᣑᙇすることができるサイボーࢢᆺロボット HAL を㌟体に╔し、
その運動機⬟を体験し、最先➃のロボットᢏ⾡にゐれた。その後、㜵⅏科学研究所
（NIED）では、国内で㉳こったᕧ大ᆅ㟈の体験やᆅ㟈・㞵についての大規模な実験
施設の見学、そして㜵⅏にྥけてのᴦしい講義をཷけることができた。
㸱日目は材料・物質研究機 （ɔNIMS）で㉸ఏ導材料・ࣇンࢹーࣙࢩン作り・ప 

⬤性試験などの体験実習を行った。また、ࣇࢯトマテリル、制㟈ࢲンパーなどの最
先➃の最新機器を見学、講義をཷけた。
生徒たちは多方㠃にわたる研究施設を見学し、その研究内容をヲしく▱ることがで

きた。また、最先➃のᢏ⾡や機器にゐれ、大変⯆・関心が高まるとともに、これか
らの㐍㊰についても考えを深めたᵝ子であった。

課 題 施設見学が多方㠃にわたって実しており、見学での説明も大変わかりやすかった
ので生徒の科学的な⯆・関心は大変高まったようにᛮう。ただ、実験㺃実習や⮬分の
考えを発表する等の機会がᑡなく、ᛮ考ຊ・ุ断ຊ・表⌧ຊの育成や課題を発見し解
決していこうとする探究ຊの育成には⮳っていない。このようなຊを育成するきっか
けになるようなࣉロࣛࢢムを⤌ࡳ㎸ࢇでいくことが後の課題であるとᛮわれる。

 ンࢯ講座パイࢢン࣑ࣛࢢロࣉ
事 業 項 目 Python（パイࢯン）でゐれるࣉロ࣑ࣛࢢンࢢのୡ⏺ 基礎枠・重点枠 
日 時 平成30年㸶月20日（月） 
場 所 大㜰ᕤ業大学ᱵ田キャンパ２ࢫ㝵 201および202ࢼ࣑ࢭー室 
講 師 ・ 担 当 大㜰ᕤ業大学ロボテクࢨࢹ&ࢫインᕤ学部 ୖ田ᝋ子 教授 
対象・参加人数 SSH㐃ᦠ校（畝傍高校１名、郡山高校４名、一᮲高校１名）、奈良高校17名 計23名 
事 業 目 的 Webサーࢫࣅやロボットの制ᚚࣉロࣛࢢムとして開発⌧場で用されているࣉロ

 。ࡪを基礎から学ࢢン࣑ࣛࢢロࣉゝㄒࠗPython࠘を用いてࢢン࣑ࣛࢢ
事 業 内 容 ࣉロ࣑ࣛࢢンࢢゝㄒࠗPython࠘を用いて、㡰次処理、反処理、分ᒱ処理などのࣉ

ロ࣑ࣛࢢンࢢの基本事項や関数、ࢹータᆺなど、ࣉロ࣑ࣛࢢンࢢに必要な▱㆑につい
て学ࡪ。後༙では、ロボットへࣉロ࣑ࣛࢢンࢢを行った。

検 ド 方 法 ンࢣートによる（ู⣬参↷）

結 果 総 括 年度にᘬき⥆き、ホ価としては好意的な意見が多かった。しかし、時㛫が▷いと
いう意見や難᫆度の設定が高いという意見も年同ᵝ多かった。１日で基礎的な内容
を⥙⨶するのは難しいようである。

課 題 ・開ദᅇ数を増やすことが必要であるが、日程ㄪᩚが最大の課題である。
・講習に必要なパࢥࢯンをಶ人で準ഛしなければならないので、参加⪅が限られてし
まっている。ࣉロ࣑ࣛࢢンࢢ講習において、SSHண⟬による㐃ᦠ校へのパࢥࢯンの貸
は⥅⥆的な活動の生線でもあるので、必要性を⢭ᰝしてៅ重にではあるが、SSH
ண⟬によるパࢥࢯンの㉎入を㐍めていく必要がある。
。ールを設定する事も必要であるࢦリ⏥子ᅬを目指すなど、明☜なࣉ・

グ 㘓 

西はりま研究講座
事 業 項 目 西はりまኳᩥྎ・ච学ࣇロンテ研究ࢭンター

（IFReC） 
基礎枠・重点枠 

日 時 平成 30 年 8 月 22 日（水）、23 日（ᮌ）（１Ἡ２日） 
場 所 SPring-8、西はりまኳᩥྎ、大㜰大学ච学ࣇロンテࢭンター（IFReC） 
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講 師 ・ 担 当 西はりまኳᩥྎ 高山正㍤ 研究員、大㜰大学 中ᬗ子教授  
対象・参加人数 SSH 㐃ᦠ校（畝傍高校㸷名、奈良北高校㸱名、郡山高校１名）、奈良高校 17 名、 

計 30 名 
事 業 目 的 SPring-8 の見学、西はりまኳᩥྎの施設見学や実習を行い、ච学ࣇロンテ研

究ࢭンター（IFReC）にて研究室の見学を行うことで⮬↛科学や科学ᢏ⾡への⯆関
心を高める。

事 業 内 容 １日目に、SPring-8 および SACLA の見学を行った。最先➃の大ᆺᨺᑕග施設を見
学し、どのような研究にᙺ立っているのか説明をཷけた。西はりまኳᩥྎには、ཱྀᚄ
２メートルをる日本国内最大の望㐲㙾「なࡺた望㐲㙾」 がある。直接なくことがで
きる望㐲㙾としてはୡ⏺最大の望㐲㙾である。なࡺた望㐲㙾の説明をཷけ、のኴ陽
やᫍの観察。ኪのᫍの観察。研究員による「ᫍの一生」に関する講義。⌜ูに分かれ、
小ᆺ望㐲㙾によるᫍの観 を行った。ኳೃにᜨまれ観 会ではᅵᫍ、火ᫍなどのᝨᫍ
をはじめᜏᫍやᫍ㞼の観 もできた。小ᆺ望㐲㙾による観察ではኪ㐜くまで⇕心に観
 を行っていた。
２日目は、大㜰大学྿田ࢩャンパࢫ内にあるචࣇロンテ研究ࢭンターで中

ᬗ子教授による講義をཷけた後、㸱ࢢルーࣉに分かれ、マウࢫの解๗実験、DNA の
ᢳ出実験、MRI、CT の見学を行った。 

検 ド 方 法 参加⪅へのンࢣート 
結 果 総 括 ンࢣートの結果、全ての項目にரりホ価が良かった。SPring-8、SACLA では、施

設が✌動していなかったため、各 定ࣈーࢫのそばまで立ち入ることができ、施設の
大きさだけではなく研究の⌧場を見ることができたのが良かったのではないか。また、
西はりまኳᩥྎでは、ኪの全ての行程を行うことができ‶㊊度が高かった。චࣇ
ロンテ研究ࢭンターでも全ての項目においてホ価は年より高く、࣑ࢬࢿの解๗
が༳象深かった生徒が多かった。

課 題 年と同ᵝに SSH 全国生徒研究発表会を見学するのであればお┅のᖐ┬ࣛッࣗࢩ
と重なる可⬟性がある。年度と同ᵝの行程で SPring-8 の見学に変᭦するとそれを
㑊けて日程を⤌ࡴことができる。また、西はりまኳᩥྎの研修はኳೃに大きくᕥྑさ
れてしまうので、㞵ኳ時のࣛࣉンをより実度の高いものにしていく必要がある。ච
ࣇロンテ研究ࢭンターの研修は、最先➃の研究に関する講演および高校で扱え
ない内容の実験を中心にࣉロࣛࢢムをᵓ成するようにしている。後も実施していき
たい。

グ 㘓 

２㸬ࢳャレンジ高度研究講座 

（1）目 的 
教育関ಀ機関と㐃ᦠした、高度で発展的な教育ࣉロࣛࢢムを共同開発する。具体的には、大学や研

究施設と㐃ᦠしながら、生徒に最先➃の研究内容や科学ᢏ⾡にゐれさࡏるとともに、課題研究などを
発展さࡏていくため、研究⪅の方ࠎに指導・助ゝをしていただく。また、全国的ཬび国際的科学ࢥン
テࢫトにᣮᡓする生徒をᨭする講座なども実施することで意ḧと㈨質のある生徒達をさらにᘬきୖ
。奈良県内の理数科の活性化を目指す、ࡆ

（2）方 法 
大学や研究施設と㐃ᦠして、最先➃の科学ᢏ⾡の体験やᑓ㛛的な研究内容の実習などを実施し、意

ḧと㈨質のある生徒をさらにᘬきୖࡆるように௨下のような研究講座を年㛫通じて計⏬し、㐃ᦠ校よ
りᕼ望⪅をເり、実施する。 
・京㒔大学㟋㛗㢮研究所、基礎生物学研究所、公┈㈈ᅋ法人日本ࣔンキーࢭンター見学実習



― 78 ― ― 79 ―

（平成 30年 12 月 2� 日（火）～27日（ᮌ）） 

（3）実施規模と実施内容 
研究講座の実施規模と実施内容は௨下のようなものとなった。 

京㒔大学㟋㛗㢮研究所・基礎生物学研究所・公┈㈈ᅋ法人日本ࣔンキーࢭンター見学実習 
事 業 項 目 ࢫーパーサイエンࢳࢫャレンジ高度研究講座�生物⦅� 基礎枠・重点枠 
日 時 平成30年12月2�日（火）～27日（ᮌ）（２Ἡ㸱日） 

場 所 京㒔大学㟋㛗㢮研究所、基礎生物学研究所、日本ࣔンキーࢭンター 
講 師 ・ 担 当 京㒔大学㟋㛗㢮研究所  ㎷大和 ᵝ ㊊立ᗄ☻ ᵝ ఀ⸨Ẏ ᵝ 

基礎生物学研究所  中山₶一 ᵝ、ㅖᒸ直樹 ᵝ、田ᬛ子 ᵝ 
日本ࣔンキーࢭンター  高㔝ᬛ ᵝ 

対象・参加人数 本校生徒ཬび㐃ᦠ校生徒 計12名 
事 業 目 的 奈良高校㹑㹑㹆事業の㐃ᦠ校の生徒が㞟い、㟋㛗㢮研究と生物研究の講演・実習と

日本ࣔンキーࢭンターでの㟋㛗㢮に関する課題研究に取り⤌ࡴことで、⮬↛科学への
関心を高め、探究活動を活性化するとともに㐃ᦠをᙉめていく。 

事 業 内 容 京㒔大学㟋㛗㢮研究所では、まず、国内እでのࣇールドワークの⤒験をもとにし
たࣇールドワーカーの生活と研究、そして研究⪅としての生き方について講演して
いただいた。㦵᱁標本室と㣫育㟋㛗㢮、とくにࢳンパンジーの実験を観察したあと、
「ࠗここࢁの㐍化࠘を科学する」という演題で講演していただいた。 
基礎生物学研究所では、ࢤノムに関する講演のあと、ࣇローサイトメトリーを用い

た᳜物ࢤノムのಸ数性を☜ㄆする実験を指導していただいくとともに、研究室内にお
いて、研究⪅が具体的にఱをしているか、研究生活の実際を、ᑀに解説していただ
いた。 
日本ࣔンキーࢭンターでは４✀の㟋㛗㢮の行動を観察し、㐺応㐍化の㐣程について

形ែと⎔ቃを関㐃さࡏて考察した。 
さらに、ᐟ⯋での生徒ὶ会では、㔝生動物とࣄトとの関わりの問題や動物の࣑ࢥ

ンなど、㛫の講演や実習で学び考えたことを下ᆅにして、活発な意見ࣙࢩーࢣࢽࣗ
が展開された。 

検 ド 方 法 参加⪅へのンࢣートと意見 

検 ド 結 果 各研修場場所で、参加⪅は⯆をもって新たな発見をし、後の活動に活かࡏると
ឤじていることが分かった。 
初日の㟋㛗㢮研究所では、ࣇールドワークでࢹータのとり方やㄪᰝ中の研究⪅の

生活について▱ることができたのは、生徒にとって新㩭だったようだ。また、ࢳンパ
ンジーの実験を実際に観ることができ、ここࢁと行動について、考えるきっかけとな
ったようだ。講演において、ࢳンパンジーをはじめ動物のゝㄒについて、質問が多く
出たことから、⯆をもった生徒が多かったようだ。ኪの生徒ὶ会でも、このこと
に関する意見が活発にわされていた。
基礎生物学研究所では、最先➃の生物学研究の実際にゐれることができ、生徒ン

。ートでのホ価も総合的に高かったࢣ
3日目は、๓日の研究所とは全く㐪い、動物の㣫育・展示・研究をවࡡた施設である

日本ࣔンキーࢭンターで、多✀の㟋㛗㢮を㛫近にし、生徒たちは⇕心に講義を⫈き、
観察を行った。観察の視点を⤠って4✀の㟋㛗㢮をẚ㍑する実習では、形ែ観察、行
動観察を行った。ンࢣートでは、生徒たちはᴫࡡ‶㊊しているものの、๓日とのẚ
㍑もあってか、高度の内容だったかの問いではややపホ価だった。 

結 果 総 括 㸱日㛫で、㸱つの施設で研修を行った。１日目は、ࣇールドワークを基┙とする
研究について、２日目は、研究室での実験を基┙とする研究、そして、㸱日目は༤物
㤋としてもⓏ㘓されている施設において、生きた動物とྥき合い、その行動・形ែ・
生理・生ែ・⣔⤫分㢮・㐍化について⯆をもって考え理解する機会とできた。また
、⮬↛の中での動物ಖㆤの必要性と、参加⪅⮬らの後の活動のあり方を☜ㄆでき
た。ᅇは、日程の㒔合で、２年๓から始めた課題研究形ᘧでの研修を深めることは
できなかったが、講師の先生方が、研究とは、研究⪅とは、ࣇールドワークとは、
といった心ᵓえやいを生徒にㄒり、生徒の心にッえるものがあった。 
生徒同ኈのὶ会では、日㡭ཱྀにしない、えば研究活動のあり方や⮬㌟の生き方

についてヰし合うことは、⪅の意見に⪥をഴけて、⮬らの活動を☜立さࡏていく動
機࡙けとして大きな意をもつことが明らかになった。校とのὶが่⃭になった
とのグ入やᾏእとのὶにᛮいをめࡄらすンࢣートグ入もあり、後、生徒ὶ会
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の内容設定についてさらなる検討を図りたい。 

課 題 課題研究方ᘧの研修を深める。 

グ 㘓 

㸱㸬奈良高校公開講座 

（1）目 的 
県内の中学生に、66+ 校としての本校の理数科の実験㺃実習等の授業を体験さࡏることで、科学にぶ

しࡴ機会とするとともに、⮬↛科学への探究心をより深めさࡏ、県内の理数科の探究活動の活性化に
ດめる。 

（2）方 法 
数学、理科（物理・化学・生物・ᆅ学）、情報の計㸴講座を開講し、実験・実習を中心とした授業

を計⏬する。対象は奈良県内の中学生であり、ᕼ望⪅をເり実施する。 

（3）実施規模と実施内容 
各研究講座の実施規模と実施内容は௨下のようなものとなった。 

事 業 項 目 奈良高校公開講座 基礎枠・重点枠 
日 時 平成 30 年㸶月 2� 日（火） 13:00～1�:30 
場 所 奈良県立奈良高等学校 

（化学教室・物理教室・ᆅ学教室・生物教室・視⫈ぬ教室） 
講 師 ・ 担 当 本校教員 
対象・参加人数 中学生 44名 
事 業 目 的 SSH 校の特色ある授業を中学生に公開することで、⮬↛科学への関心を深めてもら

い、県内における理数科探究活動の活性化を図る。
事 業 内 容 㸴つの分㔝（物理・化学・生物・ᆅ学・数学・情報）の公開授業を県内の中学生を対

象に実施した。理数分㔝に⯆をもつ中学生が、実験・実習を中心とした௨下のテー
マの体験的な科学学習にゐれた。
・数学 「ᢡり⣬と数学」
・物理 「物のⴠち方をㄪよう」
・化学 「㖡のエッࢳンࢢ実験㸫オリジࢼルなࢨࢹインの㖡ᯈをつくࢁう㸫」
・生物 「電子㢧ᚤ㙾で見る࣑クロのୡ⏺㸫㉮ᰝᆺ電子㢧ᚤ㙾㸫」
・ᆅ学 「ࢫࣄイの見分け方㸫ᒾ石・㖔物のୡ⏺㸫」
・情報 「iPad を用いたࣉロ࣑ࣛࢢンࢢ」

結 果 総 括 奈良県一円からの参加があり、理科や数学に特に⯆・関心の高い中学生が多かっ
た。年度にᘬき⥆き、ኟఇࡳの平日の༗後に実施し、ᑓ用ドレࢫへのメール⏦㎸
にした。各講座では、中学校では扱わないような教材を用いたり、参加生徒の⮬ࡳ
性をᑛ重した実験・実習を行ったりした。多くの参加生徒が意ḧ的に取り⤌ࡳ、生き
生きと実習するጼが見ཷけられた。講座実施後のンࢣート結果からも、参加生徒の
理科や数学・情報に対する関心がより深まったことが分かった。このように、SSH 校
として理数に特化した、そして、ᕤኵした講座を開講することにより、本校の理数科
の取⤌を▱ってもらう良い機会となった。

課 題 ・より多くの中学生に参加してもらうように、実施時ᮇや広報活動の検討が必要で
ある。
・参加生徒の学習≧ἣが、学年の㐪いや学校㛫での学習の㐍ᤖ≧ἣの㐪いによってか
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なり␗なるため、講座内容についてはそれらを㓄៖した教材や実習内容にするなどの
対⟇が必要である。
・より⯆・関心をᢪくような教材研究の᥎㐍とともに、教科横断ᆺの講座の検討も
大ษである。

グ 㘓 

４㸬サイエンࢫ࢙ࣇࢫテバルの実施

（1）目 的
奈良県立奈良高等学校 SSH 事業の㐃ᦠ校やけいはࢇなᆅ༊のඣ❺、生徒、教員、市Ẹが㞟い、科学

にぶしࡴ機会とするとともに探究活動の活性化を図り共に学び合う場とする。

（2）日時・会場
平成 30 年 10 月 27 日（ᅵ） 13:00～16:30
けいはࢇなࢨࣛࣉ 㸱㝵 大会㆟室「ࢼイル」、１㝵「イ࣋ント࣍ールϨ」

（3）日 程
13:00 ～ 13:15 学校㛗ᣵᣜ・ᴫ要説明
13:15 ～ 14:05 講 演 （会場㸸㸱㝵 大会㆟室「ࢼイル」）
14:10 ～ 14:30 中高生によるཱྀ㢌発表（会場㸸同ୖ）
14:45 ～ 16:30 中高生によるポࢫタ㸫ࢭッࣙࢩン（会場㸸１㝵 イ࣋ント࣍㸫ルϨ）

（4）参加⪅
京㒔ᗓ下公立校（ᮌὠ高等学校、ᔢᓚ㔝高等学校、田㎶高等学校、༡陽高等学校・附属中学校、᱈

山高等学校）奈良県下公立校（大ᾷ中学校、青⩧中学校、高田西中学校、⥳ࣨୣ中学校、生㥖高等学
校、畝傍高等学校、ᱜ高等学校、☾ᇛ㔝高等学校、西和清陵高等学校、高田高等学校、奈良北高等学
校、大和広陵高等学校、奈良高等学校）国立、⚾立中学・高等学校（奈良学ᅬ中学校・高等学校、奈良
学ᅬⓏ⨾ࣨୣ中学校・高等学校、奈良女子大学附属中等教育学校、西大和学ᅬ高等学校）

合計 22 校・45 の出展、約ࢫーࣈ 300 名のඣ❺、生徒、教員、ཬび市Ẹの参加 

（5）実施内容
ձ 講演会 「㸿㹇と㘒視」

講 師 基礎生物学研究所 教授 Ώ㎶ⱥẶ

講演内容
⚄⤒科学ཬび動物心理学をᑓ㛛に研究されているΏ㎶先生が特にຊを入れておられるのが、「視

ぬ情報は⬻内でどのように処理されているのか」についてである。
メࢲカとࣄトを対象に視ぬ⣔の研究をされており、ㄆ▱機ᵓの生物学的㐍化について理解が㐍ࡴ

ことがᮇᚅされる。⌧ᅾでは人ᕤ▱⬟をࢶールに、ࣄトの視ぬの⚄㧊に㏕ࢁうとしておられ、また、
。まな㘒視を作成し、発表されているࡊムを解くためにさまࢬࢽトの視ぬメカࣄ
「㸿㹇と㘒視」という演題で講演していただいた。動いて見える㘒ぬ図形を人ᕤ▱⬟に入ຊした

とこࢥ、ࢁンピࣗーターもそれを動いているものとㄆ㆑し、㘒ぬを⌧したという実験結果がᚓら
れた。不ᛮ㆟な図形を使った最新の⬻科学に㏕った講演内容であった。また最後には、㸿㹇とࣄト
が共Ꮡしていく♫会をᵓ⠏していくⅭに、ᡃࠎはどのようなຊを㌟につける必要があるのか、ま
た、㸿㹇との対立ではなく共Ꮡを目指すⅭにはどうすればよいか、といった内容にまで㋃ࡳ㎸ࡳ、
講演していただいた。

ղ 中・高生によるポࢫターࢭッࣙࢩン
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（㺏）目的
中高生が日ごࢁ取り⤌ࢇでいる研究やその成果を発表し、研究⪅に質問や指導をうけるこ

とにより学び合う機会とする。また、視ぬ的に理解しやすい㈨料作成を作成し、ఏわりやす
い発表を心けるきっかけとする。

（㺐）内容
１㝵イ࣋ント࣍㸫ルϨにて、奈良県や京㒔ᗓの中学校・高等学校が 22 校 45 の発表ࢫーࣈ

をおこなった。市Ẹの方ࠎや大学や研究機関の研究⪅により指導助ゝをいただき、さらにメ
ッࢭージࢩートに講ホをグ入しᥦ出していただいた。

௨下に参加校名とポࢫター発表のタイトルを示す。 
学校名 タイトル 学校名 タイトル

ᮌὠ 

高等学校 
↓㎰薬↓⫧料水田の研究 西和清陵 

高等学校 
ቚ作りの原理を活用した 

Ⅳ素ࢼノ⢏子の水への分ᩓ Ἑ川中のࢿオࢳࢥࢽノイド⣔㎰薬 

ᔢᓚ㔝 

高等学校 
እ的要ᅉによるᅄつⴥの 

クローバーの出⌧☜⋡の変化

高田 

高等学校 
イ科の㨶の体色変化ࢥ

おいしいおⲔとテࢽンの関ಀ 奈良北 

高等学校 
ᨺ⨨➉ᯘᣑ大問題への 

ϩࢳローࣉ

田㎶ 

高等学校 
ドローンの᧯作 

大和広陵 

高等学校 

ⅉ火᥇㞟においてⓑᕸの✀㢮に 

よって㞟まる᪻は変わるのか 

༡陽 

高等学校 

附属中学校 

ᅵተ⣽⳦を用したクࢫノキの 

ⴠちⴥのሁ⫧化法の開発 

奈良学ᅬ 

中学校 

高等学校 

ᆅ下水⬦をồめて 

樹ᖿὶの研究 

⚟ᓥで見られた⤒年変化 

᱈山 

高等学校 

⍇⍈†の⻐気ᴥ サࢯࢠウ（ࣛン科）の┿の㏦⢊⪅を探

る㸟ࢼࣛࣉリの多目について 

「㞷かきしኴ㑻」の開発 ド࢞ࣈイ（イ࢞ࢩイ科）のᆶ下㣫育と

の⏘༸（イ科ࢥ）ࢦࢼッポンバࣛタࢽ

行動
学校内の電Ἴఏᦙ特性 

㡢のឤじ方に関する研究 

ᪧᕧ᳚ụを探る 奈良学ᅬ 

Ⓩ⨾ࣨୣ 

中学校 

高等学校 

ン発電機の制作とᨵ良ࣅルࢣ

ᒾ石を見る ග合成色素の研究 

大ᾷ中学校 ペーパークロマトࣇࣛࢢーによるࣄメࢶルࢯ

バのⴥの色素分㞳ならびに 

ⴥの色素の㐪いによるග合成㔞との関ಀ 

 ーの㯤金ẚࢩイࣛタンࢲ

㡢のࣇレࢿルレンࢬの制作に 

関する研究 

青⩧中学校 ࣄトが多いとᚤ生物が増える 奈良女子大学

附属中等教育

学校 

ペットボトルロࢣットの開発と 

その制ᚚ 高田西 

中学校 
᳜物を⎔ቃ᮲௳を変えて育てる 

⥳ࣨୣ 

中学校 

༢ᴟࣔーターの㏿さの要ᅉ 㣗物⧄⥔による╔色料の྾㜼ᐖ 

ᯤれとᅵተ生物の関㐃性ࣛࢼ ᚤ生物燃料電ụの開発について 

生㥖 

高等学校 
Ꮿᆅ化の㐍ࡴᆅᇦにおける 

⻏㢮の✀ᵓ成等に関する研究 

数学のᮍ解決問題 

西大和学ᅬ 

高等学校 
料理㹀㹍㹁㹁㹍 

畝傍 

高等学校 

水が㣕びはࡡないためには ᚤ生物のᖏ電性 

ᮌを溶かす L3DG に付╔する⳦の特性について 

ᱜ 

高等学校 
イカቚの有用タンパク質やᢠ⳦作用お

よびಖ‵成分の分ᯒ

奈良 

高等学校 
反ᑕἼのẚ㍑による開ཱྀ➃反ᑕの実

体の㏣ồ 

☾ᇛ㔝 

高等学校 
大和ࣙࢩウ࢞のᇵ養 

ムࣛサキの生Ꮡࢫトࣛテジー

（6）結果総括 
講演会では、参加した生徒は⇕心に講演に⪺き入り、後⮬分たちにゼれる「㸿㹇との共Ꮡ♫会」

について考えを深めているようだった。講演後にはさまࡊまな質問がなされ、実した時㛫を㏦るこ
とができた。参加した生徒達は、講演後も先生に質問にいくなど、関心の高まりがうかがわれ、ン
。ート結果も高ホ価をᚓていたࢣ

ポࢫターࢭッࣙࢩンでは、22 校、4� での発表が行われ、年௨ୖに活発な意見ὶが行わࢫーࣈ
れた。参加⪅のンࢣートには、「校の発表や高校生からの質問、研究⪅の方ࠎからの指導助ゝは
とても参考になった」という意見が多くᣲࡆられていた。また、年度も 1,&7 の情報通ಙ࢙ࣇ 201�
とタイッࣉした事業であったため、ポࢫターࢭッࣙࢩン会場の㞄の会場では各業の研究⪅による
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ポࢫター発表が実施されており、ᑗ᮶のキャリを考えさࡏる良い機会となった。 
次に課題としては、「生徒実行ጤ員会」活動のさらなる実がᣲࡆられる。各学校で᰾となって探

究活動を᥎㐍できる人材育成を目指して、このサイエンࢫ࢙ࣇࢫテバルでの「生徒実行ጤ員会」を
立ちୖࡆた。しかし、その活動はまだまだ不༑分であり、生徒実行ጤ員が体的に活㌍できる場㠃を
より多く作る必要がある。また、ポࢫターࢭッࣙࢩンの際の生徒の研究内容の深化・発展も大きな課
題である。発表ࣈーࢫが増えた分、多✀多ᵝな研究内容が発表されていたが、研究方法やࢹータ処理
などで不༑分な研究内容もあった。よって可⬟な限り、ある一定の基準௨ୖの探究活動になるように
事๓指導が必要である。 

５㸬科学ⱥㄒ講座（） 

（1）目 的
ⱥㄒにおいて、「ㄞࡴ・⪺く・᭩く・ヰす」の４ᢏ⬟のྥୖを基ㄪに、特に科学分㔝でのヰすຊの

ྥୖを図る。本年度は「ⱥㄒで数学を」をテーマに、ⱥㄒで数学の表⌧に័れる機会を設けた。

（2）日時・会場
平成 31 年１月 27 日（日） 9:00～15:00
奈良県立奈良高等学校 多目的室

（3）参加⪅
本校ཬび㐃ᦠ校 １、２年生 14 名

（4）実施内容
年度にᘬき⥆き、⛅田県の国際教養大学から、数学科の Attila Egri-Nagi 教授をおᣍきし、ⱥ

ㄒで௦数についてのご指導を㈷った。年度は、関数とࢥンピࣗータࣉロ࣑ࣛࢢンࢢの関ಀの講義、
そしてࣉロ࣑ࣛࢢンࢢの実習となった。

（5）結果総括
生徒ンࢣートより、５ẁ㝵のホ価において、14 人中 13 人が「㠀ᖖにᙺ立った」あるいは「ᙺ立

った」と⟅えた。また、このような機会を⤒験したいという要望が᭩かれていた。
ཷ講生のឤ㸸「␃学している気分になった」「数学の説明はよく⫈き取れて理解できたが、㏫に

ୡ㛫ヰのような所の方が難しかった」「数学をⱥㄒで習うとこࢇなឤじになるのだとឤ動した」「ࣉ
ロࣛࢢムはしたことがなかったので、いい⤒験になった」「おఇࡳにエࢢリࢠࢼ先生とおヰできた
のが良かった」等。
生徒の反応から、初ᮇの目標を達成したと考えた。

レクࢳャー㢼ᬒ おఇࡳのㄯ➗ ࢥンピࣗーター実習

㸴㸬理数科教員指導方法研究会 

（1）目 的 
県内の理数科教員に、SSH 校としての本校の理科・数学の実験㺃実習等の授業を体験していただく

ことで、科学にぶしࡴ機会とするとともに、⮬↛科学への探究心をより深め、県内の理数科の探究活
動の活性化にດめる。

（2）方 法 
本年度は、理科（生物・化学）の計２講座を開講し、実験・実習を中心とした授業を計⏬する。対

象は奈良県内の理数科教諭・実習助手・講師であり、ᕼ望⪅をເり実施する。 
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（3）実施規模と実施内容 
研究講座の実施規模と実施内容は次に示す。 

・理数科教員指導方法研究会（生物）
事 業 項 目 「安全・安価な DNA 実験」 基礎枠・重点枠 
日 時 平成 30 年５月 22 日（火） 14:00～16:30 
場 所 奈良県立奈良高等学校（生物教室） 
講 師 ・ 担 当 奈良県立奈良高等学校 教諭 黒澤絵里 
対象・参加人数 奈良県下理科教諭、講師、実習助手、27 名 
事 業 目 的 新課程では、バイオテクノロジーを反映した内容が多く取り入れられており、DNA

実験を通してその原理と有用性を扱い、科学的な見方や考え方を養うことが望まれる。
そこで、「安全・安価で行える DNA 実験」を考案し、理科教諭、講師、実習助手に公
開することで、バイオテクノロジーへの関心を深めてもらい、県内における理科探究
活動の活性化を図った。また、本研修で行った DNA 実験は、奈良教育大学石田正樹
教授との共同研究である。

事 業 内 容 DNA 電気泳動の原理についての講義後、DNA 電気泳動の実習を行った。実習では、
制限酵素処理を行った DNA 断片を電気泳動し、安全な色素により染色を行い、バン
ドを可視化した。その後、DNA 断片の泳動パターンから標準曲線を作成し、バンドの
大きさを考察した。

結 果 総 括 研修会には、奈良県一円から 26 名の教諭、講師、実習助手にご参加いただいた。
DNA 電気泳動やマイクロピペットの使用がはじめての方が多くおられ、大変有意義な
実習になった。近年、バイオテクノロジーに関する入試問題が多く出題されており、
難しそうなイメージをもつ生徒がいる中で本実験を取り入れることができれば、生徒
の学習の理解につながるのではないかと考えられる。理数に特化した研修に参加して
いただくことで、県内における理科探究活動の活性化に良い機会となった。

課 題 ・電気泳動に約 50 分かかるため、実際にどのような授業展開をすればよいのかを含め
て講義する必要があった。
・各校での実験機会を増やすために、試薬や実験器具の貸出を検討する必要がある。

・理数科教員指導方法研究会（化学）
事 業 項 目 「炎の色の並び方」報告会 基礎枠・重点枠 
日 時 平成 30 年７月４日（水） 14:00～16:30
場 所 奈良県立奈良高等学校 化学実験室 
講 師 ・ 担 当 奈良県立奈良高等学校 教諭 小川香 
対象・参加人数 畝傍（２）、高田（１）、西ノ京（１）、奈良北（１）、奈良情報商業（１）、郡山

（１）、高円（１）、奈良女子大付属（１）、奈良朱雀（２）榛生昇陽（１）、西和清
陵（１）、法隆寺国際（１）、奈良大附属（１）、奈良（５）計 20 名

事 業 目 的 奈良高校校化学部の活動および研究「炎の色の並び方」を紹介し、化学の教材とし
ての応用を検討する。

事 業 内 容 奈良高校化学部の活動および「炎の色の並び方」の研究を紹介した。まず、研究テ
ーマの設定を説明した。研究を始めるきっかけになったレインボーキャンドルを見て
もらい、生徒達が研究テーマをどのように決めていったかを説明した。その後、生徒
が作成した、「炎の色の並び方～炎色反応の規則性～」のパワーポイントを見てもら
い、研究について解説をした。化学部の研究では、最初、メタノールやエタノールを
燃料として使い実験を行っていた。蒸発皿にエタノールと金属塩を入れて炎の色を観
察していたが、炎が揺れ横に広がり不安定であった。また、カリウムの赤紫色などの
薄い色は観察しにくかった。そこで、市販の固形燃料にも使われているトリオキサン
という物質を使うことにした。トリオキサンは固体であり、一度溶かして好きな形に
形成することができる。また、炎の色が薄い青色で炎色反応の色が見やすい。学校の
授業で演示実験として炎色反応を扱う場合、持ち運びしやすく炎色反応が見やすいト
リオキサンを使うことを先生方に勧めた。

課 題 ・部活動や探究活動において課題研究のテーマ設定や発表のノウハウについて紹介す
ることができた。研究は炎色反応という化学基礎で扱う内容であるが、内容は高度で
あり直接化学の授業に取り入れることはできない。授業で扱うには導入や演示実験で
紹介する程度になる。
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ዉ高生䝸サーチ㞟ィ⤖ᯝ䠄2019ᖺ1月実施䠅
䠷䊢䠹㻌䠯䠯䠤䠄䡹䡬䢆䢛䡬䡡䡷䡮䡰䢙䡹䡡䢆䡮䡹䡴䡬䢕䠅に㛵して㻌䠄ྛ表のᩘ್は䠂、ロー䝬ᩘᏐは学ᖺ䠅

26 ⛉学やᩘ学にᑐする興味・㛵ᚰは深まりましたか。
①大いに深まった　　②どちらかというと深まった　　③どちらかというと深まらなかった　　④深まらなかった　　䐣分からない

2018 2017 2018 2017 2018 2017 2018 2017 2018 2017

䊠 10 12 39 52 13 19 20 17 18
䊡 11 24 32 41 12 15 22 20 22
䊢 18 73 24 21 6 3 17 3 21

27 㐍㊰㑅ᢥのཧ考になりましたか。
①大いになった　②どちらかというとなった　③どちらかというとならなかった。　④ならなかった。

2018 2017 2018 2017 2018 2017 2018 2017

䊠 10 11 40 42 26 24 24 23
䊡 10 17 30 26 25 32 34 25
䊢 16 69 27 21 12 3 31 7

28 体的に᥈究するຊ
 ①とてもྥୖした　②ྥୖした　③ᑡしྥୖした　④あまりྥୖしなかった　䐣全くྥୖしなかった　䐤分からない　

① ② ③ ④ 䐣 䐤
䊠 5 19 38 15 4 18
䊡 9 22 28 14 6 20
䊢 17 19 21 9 5 17 タ問28䡚タ問40は今ᖺ度(2018ᖺ度)の䜏

䠆௨ୗの䠎䠕䡚䠏䠕については、ୖの䠎䠔とྠ䛨㑅ᢥ⫥から㑅䜃、␒ྕで答えてୗさい。
29 教⛉のᯟを㉺えて、ᵝ䚻な視点でもの䛤とをᤊえるຊ 30 ㄢ㢟にྥきྜい、⢓り強くᚭᗏ的に考えᢤくຊ

① ② ③ ④ 䐣 䐤 ① ② ③ ④ 䐣 䐤
䊠 6 21 36 17 3 15 䊠 7 29 34 16 5 8
䊡 8 24 32 13 7 16 䊡 9 24 33 15 6 12
䊢 18 20 26 7 2 14 䊢 18 23 23 9 2 11

31 ㄢ㢟のゎỴにྥけて、知識・技能を⥲ྜ的に活⏝するຊ 32 ᵝ䚻なᅜの人とやりとりをするୖでᚲせな䝁䝭䝳䝙䜿ーション能ຊ
① ② ③ ④ 䐣 䐤 ① ② ③ ④ 䐣 䐤

䊠 6 26 34 18 3 12 䊠 9 26 29 15 8 12
䊡 8 23 32 15 6 15 䊡 9 17 26 22 10 15
䊢 18 22 24 8 2 12 䊢 15 19 23 11 4 13

33 ࿘ᅖと༠ຊしてㄢ㢟にྲྀり⤌䜐ຊ 34 ⮬分の考えたことを表⌧するຊ(プレ䝊ンテーション能ຊもྵ䜑て)
① ② ③ ④ 䐣 䐤 ① ② ③ ④ 䐣 䐤

䊠 13 36 32 8 2 7 䊠 6 23 35 21 5 9
䊡 12 28 33 10 5 11 䊡 11 24 32 15 6 11
䊢 20 26 24 4 2 10 䊢 16 23 26 9 2 10

35 ㄢ㢟にᑐして、⮬らが体的にྲྀり⤌䜐ጼໃ 36 新しく、考えやもの䛤とを㐀することにチャレンジするຊ
① ② ③ ④ 䐣 䐤 ① ② ③ ④ 䐣 䐤

䊠 9 28 32 17 5 8 䊠 5 23 32 21 6 12
䊡 9 30 32 11 6 11 䊡 8 21 35 14 7 15
䊢 16 25 29 5 2 10 䊢 16 23 25 9 3 11

37 ሗᶵჾを⏝する㝿にᚲせな、知識や技能の基礎的なຊ 38 英ㄒを⏝するୖで基礎となる㻌聞く・話す・ㄞ䜐・᭩くຊ
① ② ③ ④ 䐣 䐤 ① ② ③ ④ 䐣 䐤

䊠 7 26 41 13 4 7 䊠 9 29 33 15 4 9
䊡 7 22 29 17 8 16 䊡 8 20 33 14 8 16
䊢 16 21 25 10 4 11 䊢 16 21 24 10 4 12

39 ㄢ㢟を⛉学的に᥈究するときにᚲせな、知識や技能の基礎的なຊ
① ② ③ ④ 䐣 䐤

䊠 7 24 43 11 3 11
䊡 9 21 30 16 7 15
䊢 17 21 25 8 3 13

40 どの授ᴗをᒚ修していますか。所ᒓ学ᖺの㑅ᢥ⫥から、すべてを㑅んでୗさい。
䠍ᖺ　①ᆅᇦ生活の⛉学䠄ዉ良タイ䝮䠅

  䠎ᖺ　①㻿㻿㻼⌮ᩘ䡡㻿㻿㻼英ㄒ　②㻱㻿ྂ䡡⌧䡡ᅜ表　③㻱㻿♫䡡ᆅ䡡ୡ䡡日　④䠩㻱㻿ᩘ学　䐣㻱㻿⛉学　䐤㻱㻿体⫱　䐥㻱㻿㡢䡡⨾䡡᭩　䐦㻱㻿䠡英ㄒ　䐧㻱㻿ᐙᗞ

䠏ᖺ　①㻿㻿㻼⌮⛉(物⌮・学・生物)　②㻿㻿㻼ᩘ学　③㻿㻿㻼ዉ良　

① ② ③ ④ 䐣 䐤 䐥 䐦 䐧
䊠 94
䊡 12 12 16 6 12 10 18 4 5
䊢 24 5 6

　2017ᖺ度は㻿㻿㻼⛉┠を㑅ᢥした生ᚐ䠄䠏
ᖺ生は㻿㻿㻴䝁ースཬ䜃㻿㻿㻼⛉┠㑅ᢥ⪅䠅
をᑐ㇟としており、2018ᖺ度は全生ᚐを
ᑐ㇟としています。

① ② ③ ④ 䐣
　2017ᖺ度は㻿㻿㻼⛉┠を㑅ᢥした生ᚐ䠄䠏
ᖺ生は㻿㻿㻴䝁ースཬ䜃㻿㻿㻼⛉┠㑅ᢥ⪅䠅
をᑐ㇟としており、2018ᖺ度は全生ᚐを
ᑐ㇟としています。

① ② ③ ④
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人ᩘ 本ᖺ䠂 ᖺቑῶ୍ᖺቑῶ

䠭2． 㻿㻿㻴活動はあなたがᑓ㛛とする教⛉に㛵わりがあると思いますか

37 92.5㻑 (䕧11.0㻑) 2 5.0㻑 (䕰9.8㻑) 1 2.5㻑 (䕰1.2㻑)

䠭3． 本校の㻿㻿㻴ᴗは、学校全体のྲྀ⤌になっていますか

32 80.0㻑 (䕧2.2㻑) (䕧27.6㻑) 8 20.0㻑 (䕰0.4㻑) (䕰22.9㻑) 0 0.0㻑 (䕰1.9㻑) (䕰4.8㻑)

䠭4． 䠯䠯䠤活動は、学校の活ᛶにつながっていると思いますか

36 90.0㻑 (䕧3.0㻑) (䕧4.3㻑) 0 0.0㻑 (䕧0.0㻑) (䕰4.8㻑) 4 10.0㻑 (䕰3.0㻑) (䕧0.5㻑) 0 0.0㻑

䠭5． 本校の䠯䠯䠤ᴗは、生ᚐに良いᙳ㡪をえていると思いますか

39 97.5㻑 (䕧1.2㻑) (䕰0.1㻑) 1 2.5㻑 (䕧0.6㻑) (䕧0.1㻑) 0 0.0㻑 (䕰1.85㻑) (䕧0.0㻑)

①䠍ᖺḟ全ဨᒚ修の䛂㻿㻿㻼基礎䠄⮬↛⛉学、ሗ⛉学、ᆅᇦ・生活の⛉学䠅䛃 62.5㻑 (䕧5.1㻑)

②䠎ᖺḟ㻿㻿㻴䝁ースの䛂㻿㻿㻼᥈究㻭䠄㻿㻿㻼⌮ᩘ䠅䛃 70.0㻑 (䕧14.6㻑)
③䠏ᖺḟ㻿㻿㻴䝁ースの䛂㻿㻿㻼発ᒎ㻮䠄㻿㻿㻼物⌮、学、生物、ᩘ学䠅䛃 57.5㻑 (䕧9.3㻑)

④シン䜺ポール㛤学研修䠄๓学習・後ሗ࿌会をྵ䜐䠅 75.0㻑 (䕧6.5㻑)

䐣Ἡをకうサイエンス䝒䜰ーや研究講座䠄ᮾ京、㻶㻭㼄㻭、ḷᒣ、すはりま、≟ᒣ䠅 92.5㻑 (䕧16.6㻑)
䐤㻿㻿㻼講演会䠄䠕䡚䠍䠍月のᨺㄢ後に䠔ᅇ実施䠅 77.5㻑 (䕧3.4㻑)

䐥研究発表会 67.5㻑 (䕧4.5㻑)

䐦⛉学技術⣔䜽䝷䝤の活動䠄物䡡・生・ᆅ・ᩘ・ロ䝪䠅 65.0㻑 (䕧0.2㻑)

䐧ሗฎ⌮やプロ䜾䝷䝭ン䜾に㛵わる講座䠄ロ䝪ッ䝖講習会・プロ䜾䝷䝭ン䜾講習会䠅 45.0㻑 (䕧9.8㻑)

䐨英ㄒで表⌧するຊを⫱ᡂする講座䠄⛉学英ㄒ講座・䝕ィ䝧ー䝖講習会䠅 55.0㻑 (䕰4㻌3㻑)

䐩⛉学䝁ンテス䝖䜈のྲྀ⤌ 47.5㻑 (䕰2㻌5㻑)

䐪䜰䜴䝖䝸ーチ活動 30.0㻑 (䕧4.1㻑)

䐫ᗈሗ活動 27.5㻑 (䕧3.4㻑)

㻽6㻙2.

・ᩥ⣔の生ᚐには㛵ಀの↓いものになっている。ᩥ⣔の講座などにはண⟬がつかない。

䠭7． 䠯䠯䠤活動は、これにྲྀり⤌んでいる生ᚐの㈇ᢸになっていると思いますか䠛

3 7.5㻑 (䕰5.5㻑) (䕰11.5㻑) 12 30.0㻑 (䕧4.1㻑) (䕰8.1㻑) 25 62.5㻑 (䕧8.8㻑) (䕧19.6㻑) 0 0.0㻑
䛂どちらとも言えない䛃には㏣グとして䛂ᢕᥱしてません䛃とのព見もあり。

䠭8． 㻿㻿㻴活動により、これにྲྀり⤌んでいる生ᚐに、どのようなຊがついたと思いますか。

①　⛉学を学䜆基礎的な知識　 32.5㻑 (䕰0.5㻑)

②　⛉学にᑐする興味・㛵ᚰ 80㻑 (䕧2.0㻑)

③　⛉学的᥈究活動にᚲせな技術　㻌 52.5㻑 (䕧2.5㻑)

④　⛉学的᥈究につながる思考ຊ・ุ᩿ຊ 60㻑 (䕧6.0㻑)

䐣　ㄢ㢟タᐃ能ຊ 45㻑 (䕧䠎.0㻑)
䐤　ㄢ㢟ゎỴ能ຊ 50㻑 (䕧6.0㻑)

䐥　ఏ㐩する表⌧ຊ䠄プレ䝊ンテーション能ຊ、レポー䝖సᡂ能ຊ➼䠅 75㻑 (䕧8.0㻑)

䐦　ᅜ㝿的な視野 17.5㻑 (䕰19.5㻑)
䐧　英ㄒによるプレ䝊ンテーション能ຊ 40㻑 (䕰1.0㻑)

䐨　ᵝ䚻な知識・技能を⥲ྜ的に活⏝するຊ 25㻑 (䕰3.0㻑)

䐩　ᅔ㞴なㄢ㢟にᑐしてもᚭᗏ的にྥきྜい、考えᢤくຊ 27.5㻑 (䕧䠍.5㻑)
䐪　ᑗ᮶䜈のㄢ㢟をタᐃし、キャ䝸䜰を想ീするຊ 20㻑 (䕰6.0㻑)

䠭9． 䠯䠯䠤活動によって、ᡃ䚻、教⫋ဨにព識の変が⌧れたと思いますか

15 37.5㻑 (䕧4.2㻑) (䕰12.5㻑) 3 7.5㻑 (䕧3.8㻑) (䕧0.4㻑) 22 55.0㻑 (䕰8.䠌㻑) (䕧12.1㻑) 0 0.0㻑

㻽10. ๓の質問で、䛂①そう思う䛃と答えた᪉は、その内容をグ㏙してください
・ 生ᚐに᥈究活動をさせるୖで、生ᚐ䜈の䜰䝗バイスするຊなどをఙばさなくてはならないというព識がⱆ生えた。
・ 生ᚐの᥈ồពḧを知り、より高䜑るよう研究しようとしている点。
・ ௨๓からある活動をする㝿にも、␗なる䜰プローチのྍ能ᛶを考えて䜏るようになった。
・ 授ᴗにおいて生ᚐに䛂考えさせる䛃ᣦᑟの工ኵをしていくようになった。
・ ⛉学的知識が深まった。
・ ⫼ᬒ知識を深䜑る研究。
・ ⛉学䜈の㛵ᚰやᣦᑟのあり᪉。
・ ㄢ㢟研究や᥈究活動のព⩏を⌮ゎし๓ྥきにྲྀり⤌もうとしている。
・ 他校の生ᚐとは㐪う視点から┠の๓にいる生ᚐと┦ᑐする。
・ 長い┠で見た生ᚐのᑗ᮶にྥけた発想ができること。

そう思う 思わない どちらとも言えない ↓ᅇ答

㻽6㻙1 㻽5で䛂①そう思う䛃とᅇ答された᪉は、良いᙳ㡪をえていると考えられる⌧ᅾのྲྀ⤌やᴗをୗグより㑅んでください䠄」ᩘ
ᅇ答ྍ䠅

㻽4、㻽5でそれ䛮れ䛂②思わない䛃とᅇ答された᪉で、学校の活ᛶにつながるྲྀ⤌や生ᚐに良いᙳ㡪をえるた䜑のᨵၿ点
➼があれば䛤グධください

そう思う 思わない どちらとも言えない ↓ᅇ答

そう思う 思わない どちらとも言えない ↓ᅇ答

そう思う 思わない ↓ᅇ答

そう思う 思わない ↓ᅇ答

䠯䠯䠤⫋ဨ䜰ン䜿ー䝖䠄2018.12月実施䠅㻨ᢤ⢋㻪

そう思う 思わない ↓ᅇ答
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・ ⮬らの技術、知識を高䜑ようとすることにつながっている。
・ 㻽8のようなຊをつけさせるた䜑の᪉ἲを考えていく。教⫋ဨのྲྀり⤌䜏のあり᪉。
・ 全体としてのྲྀり⤌䜏がᐃ╔してきたというព識。

䠭11． 本校の䠯䠯䠤ᴗは、あなたの教ဨとしての㈨質のྥୖにつながっていますか

29 72.5㻑 (䕰1.5㻑) (䕧1.1㻑) 10 25.0㻑 (䕧4.6㻑) (䕰0.5㻑) 1 2.5㻑 (䕰3.1㻑) (䕰7.0㻑)

䠭12． 今ᖺ度からጞまった㻿㻿㻴ᑐ応の新たな教⫱ㄢ⛬について、䛤ព見や䛤質問をグධください
・ 㻱㻿の発表があれば、より学校全体のྲྀり⤌䜏になるかと思います。
・

・

・

䠭13． 䠯䠯䠤ᴗをより実させるた䜑にはどのようなことをすればいいと思いますか
その他、㻿㻿㻴ᴗに㛵して䛤ព見を⮬⏤にグධください

・ 㻵㼀ᶵჾがቑえれば䈇と思います。
・ ⌧行の⏬や内容をそのまま⥔持、実施するだけでも大変だと思います。
・

・

・

・ これ௨ୖ実させるた䜑には、人のቑဨか、他のᴗົを๐ῶしてປຊを㞟中させるしかないのでは。今、本校ではいろいろなことをやり㐣䛞
ているのではないかと思われます。

ㄢ㢟タᐃをᑀにさせたいと思う。Ᏻ᫆なỴ䜑᪉でㄢ㢟を㑅んでいる生ᚐが多い。そもそもዉ良、ᆅᇦにᑐする㛵ᚰがపく、動ᶵけなど
を深く考えてから㑅ばせたい。ዉ良についての䜺イ䝗䝤ッ䜽をま䛪ㄞんで、そこから⮬分の興味のあるものを考えるなどල体的な㈨ᩱやᡭຓ
けがあるといいと思います。

䛂⥲ྜ᥈ồ䛃についてはྛ教⛉、⛉┠でのྲྀり⤌䜏がḟᖺ度のཧ考となるので教⛉内でのሗのඹ᭷が㔜せです。᮶ᖺ度実施の䛂⌮ᩘ᥈
ồ䛃のල体的なᣦᑟィ⏬の᳨ウ。

⌮ᩘ᥈究について、どのくらいᩘ学と⌮⛉の㐃ᦠができるのか疑問がṧる。生ᚐは⌮⛉とᩘ学のᇉ᰿を㉺えたㄢ㢟タᐃ、ㄢ㢟研究ができ
るのか、また㐺ษなホ౯はできるのか。

┠ᣦすべき生ᚐീを教ဨᅋとしてල体的にイ䝯ージをඹ᭷すべき䠄キー䝁ン䝢テンシー䠅、キー䝁ン䝢テンシーを㐩ᡂするた䜑の能ຊのルー
䝤䝸ッ䜽ホ౯。ྲྀり⤌䜏๓と後の⥲ᣓ的ホ౯やྲྀり⤌䜏をしていない生ᚐとの┦ᑐホ౯。

プロジェ䜽䝖がἑᒣ᭷り実していて生ᚐも満足いくものを学べていると思います。ただ教ဨの㈇ᢸやプロジェ䜽䝖の質のྥୖを考えると、ᩘ
をもうᑡし⤠ってもいいかと感䛨ました。

本ᙜに多くのᴗをྠ時㐍行でᡭがけていきながら、新たなྲྀり⤌䜏やこれまでのᴗ内容の修ṇなど、大変な内容だと思いますが、
きちんとやって㡬いてありがとう䛤䛦います。

そう思う 思わない ↓ᅇ答



― 88 ― ― 89 ―

ᩘ್は䠂、䠄　䠅内は๓ᖺ度とのẚ㍑ቑῶ

ᅇ答ᩘ

㻽1.㻌本校が㻿㻿㻴でྲྀり⤌んでいる内容について䛤Ꮡ䛨ですか

①よく知っている 19.1 (䕧 0.1 䠅 25.1 (䕧 8.3 䠅 28.5 (䕰 7.6 䠅 37.2 (䕰 22.8 䠅 66.7 (䕰 7.2 䠅
②すこし知っている 49.6 (䕰 7.4 䠅 46.9 (䕰 9.9 䠅 48.9 (䕧 11.4 䠅 48.8 (䕧 8.8 䠅 33.3 (䕧 7.2 䠅
③あまり知らない 23.7 (䕧 3.9 䠅 21.7 (䕧 1.7 䠅 19.7 (䕰 3.9 䠅 7.0 (䕧 7.0 䠅 4.2 (䕧 4.2 䠅
④全く知らない 6.9 (䕧 3.1 䠅 3.4 (䕰 3.1 䠅 3.6 (䕧 0.8 䠅 4.7 (䕧 4.7 䠅 0.0 (䕰 0.0 䠅

㻽2.㻌㻽1で①䡚③とᅇ答された᪉は、⌧ᅾのྲྀ⤌やᴗ内容で知っておられるものをୗグから㑅んでください

①䠯䠯䠤に㛵する学校タᐃ⛉┠ 61.8 (䕧 8 䠅 52.2 (䕧 0.1 䠅 44.5 (䕰 9.1 䠅 67.4 (䕰 12.6 䠅 66.7 (䕰 24.6 䠅
②シン䜺ポールᾏእ研修 66.4 (䕰 6.5 䠅 71.0 (䕧 4.3 䠅 67.2 (䕧 10.7 䠅 86.0 (䕰 14.0 䠅 91.7 (䕧 0.4 䠅
③サイエンス䝒䜰ーや研究講座 64.9 (䕧 5.3 䠅 55.6 (䕧 0.7 䠅 53.3 (䕧 17.1 䠅 67.4 (䕰 25.9 䠅 83.3 (䕧 0.7 䠅
④䠯䠯䠬講演会 26.0 (䕰 1.6 䠅 25.1 (䕰 1.3 䠅 24.8 (䕧 6 䠅 32.6 (䕰 7.4 䠅 45.8 (䕰 28.1 䠅
䐣研究発表会 34.4 (䕰 3.4 䠅 43.0 (䕧 3.4 䠅 46.7 (䕧 1.8 䠅 51.2 (䕰 35.5 䠅 83.3 (䕧 0.7 䠅
䐤⛉学技術⣔䜽䝷䝤の活動 30.5 (䕧 2.5 䠅 26.1 (䕧 3.2 䠅 25.5 (䕰 2 䠅 32.6 (䕰 27.4 䠅 37.5 (䕰 36.4 䠅
䐥ሗฎ⌮やプロ䜾䝷䝭ン䜾に㛵わる講座 13.7 (䕧 4.4 䠅 10.6 (䕧 5 䠅 9.5 (䕧 3.7 䠅 14.0 (䕧 7.3 䠅 16.7 (䕰 9.4 䠅
䐦英ㄒで表⌧するຊを⫱ᡂする講座 22.1 (䕧 7 䠅 17.9 (䕧 3.3 䠅 16.1 (䕧 6 䠅 30.2 (䕧 16.9 䠅 25.0 (䕰 18.5 䠅
䐧⛉学䝁ンテス䝖䜈のྲྀ⤌ 23.7 (䕰 3 䠅 25.6 (䕧 6.2 䠅 18.2 (䕰 6.4 䠅 39.5 (䕰 0.5 䠅 20.8 (䕰 48.8 䠅

㻽䠏.㻌ዉ良高校が㻿㻿㻴ᴗのᣦᐃをཷけていることは、学校の教⫱活動にとってよいことだと思いますか

①そう思う 95.4 (䕰 4.2 䠅 93.2 (䕰 2.0 䠅 92.0 (䕰 3.6 䠅 95.3 (䕰 4.7 䠅 95.8 (䕰 4.2 䠅
②思わない 1.5 (䕧 1.1 䠅 1.9 (䕰 2.9 䠅 5.8 (䕧 1.4 䠅 2.3 (䕧 2.3 䠅 4.2 (䕧 4.2 䠅

①䠯䠯䠤に㛵する学校タᐃ⛉┠ 27.5 (䕰 9.8 䠅 36.2 (䕧 2.9 䠅 27.7 (䕰 10.2 䠅 41.9 (䕰 11.4 䠅 25.0 (䕰 15.0 䠅
②シン䜺ポールᾏእ研修 37.4 (䕰 4.7 䠅 42.0 (䕧 0.5 䠅 53.3 (䕧 18.5 䠅 65.1 (䕰 14.9 䠅 83.3 (䕧 18.3 䠅
③サイエンス䝒䜰ーや研究講座 59.5 (䕧 7.3 䠅 52.7 (䕧 4.6 䠅 44.5 (䕧 0.6 䠅 62.8 (䕰 17.2 䠅 41.7 (䕰 13.3 䠅
④䠯䠯䠬講演会 15.3 (䕰 7.5 䠅 13.0 (䕰 6.3 䠅 9.5 (䕰 10.2 䠅 20.9 (䕰 5.8 䠅 12.5 (䕰 27.5 䠅
䐣研究発表会 16.8 (䕰 10.4 䠅 22.7 (䕰 3.2 䠅 27.0 (䕰 4.8 䠅 32.6 (䕰 14.1 䠅 33.3 (䕰 21.7 䠅
䐤⛉学技術⣔䜽䝷䝤の活動 13.7 (䕰 2.5 䠅 16.4 (䕧 4.5 䠅 11.7 (䕰 5.0 䠅 18.6 (䕰 1.4 䠅 12.5 (䕰 12.5 䠅
䐥ሗฎ⌮やプロ䜾䝷䝭ン䜾に㛵わる講座 11.5 (䕰 2.5 䠅 14.0 (䕰 2.3 䠅 13.1 (䕰 2.1 䠅 14.0 (䕧 0.7 䠅 4.2 (䕰 10.8 䠅
䐦英ㄒで表⌧するຊを⫱ᡂする講座 27.5 (䕰 4.1 䠅 24.2 (䕰 6.2 䠅 20.4 (䕰 3.8 䠅 23.3 (䕰 16.7 䠅 8.3 (䕰 26.7 䠅
䐧⛉学䝁ンテス䝖䜈のྲྀ⤌ 19.1 (䕧 0.2 䠅 17.4 (䕰 3.3 䠅 14.6 (䕰 17.2 䠅 16.3 (䕰 3.7 䠅 12.5 (䕰 2.5 䠅

発言・表⌧するຊを㣴い、それをうᶵ会を持つことが㔜せだから。ព見を交わすができる能ຊはとても大ษだから。

㻽5.㻌㻿㻿㻴活動は、これにྲྀり⤌んでいる生ᚐの㈇ᢸになっていると思いますか

①そう思う 5.3 (䕧 0.4 䠅 6.3 (䕧 2.7 䠅 6.6 (䕧 2.0 䠅 4.7 (䕰 8.6 䠅 8.3 (䕰 6.7 䠅
②思わない 51.1 (䕰 12.9 䠅 58.9 (䕧 16.1 䠅 54.0 (䕧 6.3 䠅 74.4 (䕧 7.7 䠅 66.7 (䕧 㻏㻏㻏 䠅
③どちらとも言えない 40.5 (䕧 9.4 䠅 30.0 (䕰 23.6 䠅 36.5 (䕰 11.2 䠅 20.9 (䕧 0.9 䠅 20.8 (䕰 9.2 䠅

㻽6.㻌学校が㻿㻿㻴活動にྲྀり⤌䜐ことによって、生ᚐによい変が⌧れたり、ຊがついたと思いますか

①そう思う 58 (䕰 4.7 䠅 59.9 (䕧 0.2 䠅 65.0 (䕧 3.7 䠅 81.4 (䕰 11.5 䠅 91.7 (䕰 8.3 䠅
②思わない 1.5 (䕰 0.9 䠅 3.4 (䕧 1.1 䠅 5.1 (䕧 1.9 䠅 0 (䕧 0.0 䠅 4.2 (䕧 4.2 䠅
③どちらとも言えない 30.5 (䕰 4.4 䠅 30.9 (䕰 7.1 䠅 21.9 (䕰 13.6 䠅 16.3 (䕧 9.2 䠅 0 ( 0.0 䠅

①興味・㛵ᚰ 17.6 (䕰 22.2 䠅 30.4 (䕰 18.9 䠅 29.2 (䕰 7.6 䠅 51.2 (䕧 1.2 䠅 50.0 (䕰 5 䠅
②ពḧ 18.3 (䕰 16.4 䠅 15.5 (䕰 2.8 䠅 21.9 (䕰 22.8 䠅 41.9 (䕰 41.4 䠅 62.5 (䕧 13 䠅
③思考ຊ・ุ᩿ຊ 15.3 (䕰 4.2 䠅 12.1 (䕰 11.8 䠅 13.9 (䕰 7.2 䠅 23.3 (䕰 1.7 䠅 25.0 ( 0 䠅
④体ᛶ 16.0 (䕰 15.4 䠅 10.6 (䕧 0.7 䠅 18.2 (䕧 5.0 䠅 23.3 (䕰 10.0 䠅 33.3 (䕰 21.7 䠅
䐣表⌧ຊ 16.0 (䕰 6.0 䠅 15.5 (䕰 11.3 䠅 18.2 (䕰 2.9 䠅 32.6 (䕧 7.6 䠅 37.5 (䕰 22.5 䠅
䐤ᅜ㝿ᛶ 10.7 ( 䠅 7.2 (䕰 5.5 䠅 16.8 (䕧 6.3 䠅 11.6 (䕧 11.6 䠅 37.5 (䕧 13 䠅
䐥ㄒ学ຊ 11.5 ( 䠅 8.7 (䕰 6.8 䠅 16.1 (䕧 2.9 䠅 23.3 (䕰 10.0 䠅 41.7 (䕧 1.7 䠅
䐦ᅔ㞴にฟ会ってもあきら䜑ないようになった 6.1 ( 䠅 5.3 ( 䠅 8.8 (䕧 3.5 䠅 11.6 ( 䠅 16.7 (䕰 8.3 䠅
䐧ᑗ᮶の┠ᶆと実⌧᪉⟇を考えるようになった 15.3 ( 䠅 12.1 ( 䠅 10.2 (䕰 0.3 䠅 27.9 ( 䠅 16.7 (䕰 33.3 䠅

㻽7㻙2.㻌㻽7㻙1の㡯┠௨እで、ල体的な変のᵝᏊ➼あれば䛤グධください䠄ᢤ⢋䠅

興味のあるㄢ㢟にฟ会えなければつまらないと思うが、興味のあることをとことん研究してとても楽しそうだった。

㻽8.㻌その他、㻿㻿㻴ᴗに㛵して䛤ព見を⮬⏤にグධください䠄ᢤ⢋䠅

௨๓にẚべ、ྥୖᚰが高まった。

ዉ良高校の≉Ⰽあるྲྀり⤌䜏で、学➼に㛵ᚰが持てる良いᶵ会だと思う。勉強௨እのᖜᗈい分野なので⥆けて㡬きたい。
興味深く体験をさせてもらっている。Ꮚ౪の興味を満たす䜹䝸キ䝳䝷䝮をཷけることができ、ᖾせだと思う。
ᑡし㈇ᢸになっているかも知れないが、良いྲྀり⤌䜏である。㻿㻿㻴䝁ースのಖㆤ⪅からの話を聞き、良い面がたくさんあると思った。
䠍ᖺ䠎学ᮇの㐍㊰㑅ᢥㄝ᫂会で詳しく知ったが、᳨ウする時間がᑡなかった。もうᑡし᪩い時ᮇから詳⣽を⤂してḧしい。

日䚻の実験のᆅ㐨さに㣬き、ពḧが⥆くのかᚰ㓄だったが、物の見᪉にもᖜがでた。人生での実㊶的なຊがついたと思う。

䠍ᖺ全体 䠎ᖺ全体 䠏ᖺ全体 䠎ᖺ㻿㻿㻴䝁ース 䠏ᖺ㻿㻿㻴䝁ース

㻽7㻙1.㻌㻽6で䛂①そう思う䛃とᅇ答された᪉は、ල体的ながୗグにありましたらお㑅䜃ください
䠍ᖺ全体 䠎ᖺ全体 䠏ᖺ全体 䠎ᖺ㻿㻿㻴䝁ース 䠏ᖺ㻿㻿㻴䝁ース

授ᴗ௨እの学䜃の場が⤒験できるから。
ୡ⏺を視野にධれた人ᮦ⫱ᡂに感動したから。視野がᗈがり、これからの時௦の䝙ー䝈にྜっているから。
㐍㊰㑅ᢥにもᙺ❧つし、ᑗ᮶、ᴗにᑵ⫋したときにᚲせだと思うから。

ཷ身ᆺの授ᴗにẚべ、本人の᥈究ᚰを高䜑てくれるから。

䠍ᖺ全体 䠎ᖺ全体 䠏ᖺ全体 䠎ᖺ㻿㻿㻴䝁ース 䠏ᖺ㻿㻿㻴䝁ース

興味をᗈ䛢るた䜑の実体験・刺激をཷけることはとても良いと思うから。

㻽4㻙1.㻌㻽3で䛂①そう思う䛃とᅇ答された᪉は、≉によいと思われるྲྀ⤌やᴗ内容をୗグから㑅んでください
䠍ᖺ全体 䠎ᖺ全体 䠏ᖺ全体 䠎ᖺ㻿㻿㻴䝁ース 䠏ᖺ㻿㻿㻴䝁ース

㻽4㻙2.㻌㻽4㻙1でྛྲྀ⤌を㑅ᢥされた⌮⏤を䛤グධください䠄ᢤ⢋䠅
大学でのレポー䝖・ㄽᩥసᡂのカ⦎になるから。より深く学習することで大学でもᙺに❧つと思うから。
ᑓ㛛的研究にチー䝮でྲྀり⤌䜐という㈗㔜な⤒験ができるから。
ⱝいうちにⰍ䚻な刺激や⤒験をཷけて、ୡ⏺をᗈ䛢てḧしいから。ᵝ䚻な⤒験が、知識と人間ᛶを高䜑ることになるから。
英ㄒで発表することが英ㄒを学䜆ことにもつながって良いだから。ᾏእでの⤒験が、今後の♫会において㔜せだと思うから。

䠍ᖺ全体 䠎ᖺ全体 䠏ᖺ全体 䠎ᖺ㻿㻿㻴䝁ース 䠏ᖺ㻿㻿㻴䝁ース

䠍ᖺ全体 䠎ᖺ全体 䠏ᖺ全体 䠎ᖺ㻿㻿㻴䝁ース 䠏ᖺ㻿㻿㻴䝁ース

131 164 43 113 24

䠍ᖺ全体 䠎ᖺ全体 䠏ᖺ全体 䠎ᖺ㻿㻿㻴䝁ース 䠏ᖺ㻿㻿㻴䝁ース

ዉ良高校䠯䠯䠤に㛵わるಖㆤ⪅ྥけ䜰ン䜿ー䝖䠄2018.12月実施䠅

䠍ᖺ全体 䠎ᖺ全体 䠏ᖺ全体 䠎ᖺ㻿㻿㻴䝁ース 䠏ᖺ㻿㻿㻴䝁ース
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2.今ᅇの発表会を㏻して、新たな知識を身につけることができましたか䠛 䠄䠂䠅
 全く思わない  あまり思わない  どちらとも言えない やや思う 非常に思う ᮍᅇ答

1 3.9 9.8 37.3 48 0

3.今後の学習にᑐする刺激をཷけましたか䠛 䠄䠂䠅
 全く思わない  あまり思わない  どちらとも言えない やや思う 非常に思う ᮍᅇ答

1 2.9 12.7 35.3 48 0

4.満足のいくものでしたか䠛 䠄䠂䠅
 全く思わない  あまり思わない  どちらとも言えない やや思う 非常に思う ᮍᅇ答

1 3 6.9 49.5 39.6 0

5㻌それ䛮れの発表についてお聞きします。 䠄䠂䠅

①ポスター発表
 全く思わない  あまり思わない  どちらとも言えない やや思う 非常に思う ᮍᅇ答

内容には、興味がもてましたか䠛 1 3.1 11.2 42.9 41.8 0
発表内容がしっかりఏわりましたか䠛 1 2.1 15.6 40.6 40.6 0

②　㻿㻿㻼⌮ᩘ　䛂口➜の研究䛃
内容には、興味がもてましたか䠛 1 2.9 9.8 31.4 54.9 0
発表内容がしっかりఏわりましたか䠛 0 3 10 44 43 0

③　㻿㻿㻼⌮ᩘ　䛂䜺スバー䝘ーの内እ⅖における㟁気ᢠの┦㐪䛃
内容には、興味がもてましたか䠛 1 4.9 16.5 32 45.6 0
発表内容がしっかりఏわりましたか䠛 1 4.9 20.4 32 41.7 0

④　㻿㻿㻼⌮ᩘ　䛂プ䝷スチッ䜽㟁ụのᛶ能に㛵する研究䛃
内容には、興味がもてましたか䠛 1 9.8 21.6 31.4 36.3 0
発表内容がしっかりఏわりましたか䠛 1 3 30.7 33.7 31.7 0

䐣　䠯䠯䠬⌮⛉　䛂䝘䝷ᯤれにᑐするわさ䜃の᭷⏝ᛶ䛃
内容には、興味がもてましたか䠛 1 2.9 13.7 37.3 45.1 0
発表内容がしっかりఏわりましたか䠛 1 4.9 10.8 39.2 44.1 0

䐤　䠯䠯䠬⌮ᩘ　䛂㌶㊧のᅗᙧの㣕䜃ⅆの᮲௳䛃
内容には、興味がもてましたか䠛 2 13.3 24.5 38.8 21.4 0
発表内容がしっかりఏわりましたか䠛 4 29.3 18.2 28.3 20.2 0

䐥　䠯䠯䠬⌮ᩘ䛂䝖䝸䝪䝘ッチᩘิの࿘ᮇᛶと᭷㝈体䛃
内容には、興味がもてましたか䠛 1.9 9.7 29.1 36.9 22.3 0
発表内容がしっかりఏわりましたか䠛 2 22.8 32.7 27.7 14.9 0

䐦　物⌮㒊　䛂ᑕἼのẚ㍑による㛤口端ᑕの実ែの㏣ồ䛃
内容には、興味がもてましたか䠛 0 1.9 16.5 38.8 42.7 0
発表内容がしっかりఏわりましたか䠛 2.9 3.8 11.5 37.5 44.2 0

䐧　学㒊　䛂⅖のⰍの୪䜃᪉䛃䡚⅖Ⰽ応のつ๎ᛶ䡚
内容には、興味がもてましたか䠛 1 1 13.4 41.2 43.3 0
発表内容がしっかりఏわりましたか䠛 1 6.2 15.5 36.1 41.2 0

6㻌口頭発表⪅、およ䜃、ポスター発表⪅にお聞きします。 䠄䠂䠅
　今ᅇの発表会を㏻して、プレ䝊ンテーション能ຊは高まったと思いますか䠛

 全く思わない  あまり思わない  どちらとも言えない やや思う 非常に思う ᮍᅇ答

2.2 2.2 4.4 50 41.1 0

7㻌その他、お気づきの点や感想を⮬⏤グධしてୗさい。

・ポスター発表のス䝨ースが⊃かった。また、᥍えᐊのス䝨ースが⊃かった。

8㻌今後、ᨵၿすべき点をල体的に䛤グධୗさい。䠄᮶㈱・ಖㆤ⪅分䠅
・ポスターセッションでㄝ᫂する生ᚐのኌがᑠさく聞こえない䝤ースが多くṧᛕでした。
・ポスターの時間およ䜃質問の時間が▷い。
・非常に䝝イレ䝧ルだと感䛨た。学会発表のようでした。ⓙさんのᑗ᮶が楽し䜏です。
・ポスターセッションの会場が⊃かったと思う。

9㻌その他、お気づきの点や感想を⮬⏤にお᭩きୗさい。䠄᮶㈱・ಖㆤ⪅分䠅
・質疑応答の時間はᑓ㛛の先生の時間を☜ಖした᪉がいいと思う。発表⪅に先生᪉のྡ๓が分かるようにᮘの๓に㈞ると良いと思う。
・ポスターセッションではಖㆤ⪅➼からも✚ᴟ的に質問できるよう๓に㐃⤡しておくなどすればよいと思う。
・内容はᑓ㛛的でᑡし㞴しかったが研究⪅㐩の⇕ពはᒆくプレ䝊ンだったと思いました。
・䝁ンテン䝒も演ฟもレ䝧ルが高いので驚いた。⣲ᬕらしいྲྀ⤌䜏だと思った。もっとᆅඖのᴗや大学と㐃ᦠできれば良いと思った。

ᖹᡂ30ᖺ度スー䝟ーサイエンス䝝イス䜽ール生ᚐ研究発表会䜰ン䜿ー䝖(生ᚐ)　

・時間の都ྜୖ㞴しいかもしれないですが、ポスターセッション、そして口頭発表の時間が▷く感䛨ます。ポスターセッションもあまり多く
のものを見られ䛪口頭発表も多くの⌜が時間足に感䛨ました。日の日⛬にするなどの᪉ἲで༑分な時間をྲྀってḧしいです。あ
と、行⛬の䛪れのᑐ応がᝏかった。
・䠍ᖺには分かる内容が㝈られていて話している内容が分からない㒊分が多ᑡあった。ྛ䜾ループのプレ䝊ンテーションや䝟䝽ーポイ
ン䝖のసり᪉など見ていてཧ考になった。
・ポスター発表はⰍ䚻な᪉が聞きに᮶てୗさり楽しかったです。䠎ᖺの㻿㻿㻼の発表は䠍ᖺには㞴しす䛞て⌮ゎがฟ᮶ません。᮶㈱の
᪉䚻は⌮ゎできても後ろにいる䠍ᖺは⌮ゎできていない人が多そうだなという༳㇟をཷけました。
・どの研究発表もとてもᑓ㛛的で分かりにくい㒊分もありましたが身㏆な物や༢⣧なものをテー䝬にしていたので興味は持ちやすかっ
たです。
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　　　　　　　　　　　　⛉学技術人ᮦ⫱ᡂ㔜点ᯟᴗ䜰ン䜿ー䝖䠄ᩘ್は䠂である䠅

①༗๓中のプロ䜾䝷䝭ン䜾実習について
非常に思う やや思う どちらとも言えない あまり思わない 全く思わない

興味が持てたか 74.3 17.1 5.7 2.9 0
新しい発見・知識 62.9 31.4 2.9 2.9 0
今後活かせるか 74.3 14.3 11.4 0 0
満足か 51.4 37.1 11.4 0 0
時間は㐺ษか 22.9 48.6 22.9 5.7 0
②༗後の➇技大会にྥけたプロ䜾䝷䝭ン䜾実習について

非常に思う やや思う どちらとも言えない あまり思わない 全く思わない
興味が持てたか 74.3 17.1 5.7 2.9 0
新しい発見・知識 54.3 31.4 14.3 0 0
今後活かせるか 62.9 25.7 8.6 2.9 0
満足か 54.3 20.0 20.0 5.7 0
時間は㐺ษか 22.9 34.3 31.4 11.4 0

○気づいた点・感想
・ 䜿䜰レス䝭スを↓くして、講習会で学んだ知識を活⏝して大会にྥけて⦎習しておこうと思った。
・ ཤᖺもཧຍしたが、内容が䝟䝽ー䜰ップしていて、ఱ度ཧຍしてもいいものだと思った。
・ Ⰽ䚻なព味でୗ‽ഛが大ษだと思った。
・ ロ䝪ッ䝖本体のことも学䜃たかった。
・ もっとチー䝮の中で䝁䝭䝳䝙䜿ーションをしっかりとྲྀり、問㢟のᨵၿにດ䜑るべきだった。
・ ಶ人でやるだけでなく、話しྜうことの大ษさを見つけることができた。
・ 䠒人のチー䝮で、なかなか༠ຊすることができ䛪に時間をᾉ㈝したと感䛨る㒊分が多䚻あった。
・ ༗後の⦎習時間がもうᑡしḧしかった。
・
・ ௨๓のように、他の人の工ኵを聞く䝁ー䝘ーがḧしい。

①すはりまኳᩥྎ
非常に思う やや思う どちらとも言えない あまり思わない 全く思わない

講演・研修が良かった 66.7 30.0 3.3 0 0
内容に興味が持てた 76.7 20.0 3.3 0 0
もっと知りたい 66.7 16.7 13.3 3.3 0
高度な内容 60.0 30.0 6.7 3.3 0
②㻿㻼㼞㼕㼚㼓㻙8

非常に思う やや思う どちらとも言えない あまり思わない 全く思わない
講演・研修が良かった 36.7 43.3 20.0 0 0
内容に興味が持てた 36.7 46.7 16.7 0 0
もっと知りたい 40.0 43.3 16.7 0 0
高度な内容 66.7 30.0 3.3 0 0
③㻵㻲㻾㼑㻯䠄大㜰大学ච学フロンティ䜰研究センター䠅

非常に思う やや思う どちらとも言えない あまり思わない 全く思わない
講演・研修が良かった 73.3 20.0 6.7 0 0
内容に興味が持てた 76.7 20.0 3.3 0 0
もっと知りたい 63.3 33.3 3.3 0 0
高度な内容 83.3 10.0 6.7 0 0

○気づいた点・感想
・ 㻿㻭㻯㻸㻭はたくさんのᴗが㞟⤖してసったものであり、日本の技術・知識に感動した。

・ この2日間、普段ではなかなかできないような㈗㔜な体験をたくさんさせていただいた。

・ 2日間を㏻䛨、多くの分野䜈の興味・㛵ᚰが深まった。

・ ኳೃも良く、すはりまኳᩥྎで行われたほᮃ会は本ᙜに感動的だった。

・ ኳᮃྎの施タが思っていた௨ୖに大きくて」㞧だったことや、ኴ㝧を見れるᮃ㐲㙾があるのに驚いた。

・ 㻿㻼㼞㼕㼚㼓㻙8ではୡ⏺最先端の技術を見学し、その⤌䜏を学䜆ことができてとてもよい刺激となった。

・ すはりまኳᩥྎでの講⩏はとても興味深いものであり、大変楽しんで聞くことができた。

・ ⮬分の高校からは䠍人でのཧຍでᏳだったが、䜏んなとな䛨んで楽し䜐ことができた。

・ 䝬䜴スのゎ体によって⮚ჾの㒊などが分かった。

・ Ⰽ䚻なことを知ることができて視野がᗈがった。

＜ロ䝪ッ䝖講習会＞　(2018．6月実施)

ロ䝪ッ䝖のㄪ〇時間をもうち䜗っと長くしてḧしかった。

＜すはりまኳᩥྎ・㻿㻼㼞㼕㼚㼓㻙8・㻵㻲㻾㼑㻯研究講座＞　(2018．8月実施)
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①㻶㻭㼄㻭
非常に思う やや思う どちらとも言えない あまり思わない 全く思わない

講演・研修が良かった 83.3 16.7 0 0 0
内容に興味が持てた 93.3 6.7 0 0 0
もっと知りたい 86.7 10.0 3.3 0 0
高度な内容 63.3 30.0 3.3 3.3 0
②㻷㻱㻷䠄高エ䝛ル䜼ーຍ㏿ჾ研究ᶵᵓ䠅

非常に思う やや思う どちらとも言えない あまり思わない 全く思わない
講演・研修が良かった 63.3 33.3 3.3 0 0
内容に興味が持てた 56.7 26.7 16.7 0 0
もっと知りたい 56.7 13.3 30.0 0 0
高度な内容 93.3 3.3 0 3.3 0
③サイバー䝎インスタジ䜸

非常に思う やや思う どちらとも言えない あまり思わない 全く思わない
講演・研修が良かった 76.7 16.7 3.3 3.3 0
内容に興味が持てた 90.0 6.7 3.3 0 0
もっと知りたい 70.0 16.7 13.3 0 0
高度な内容 43.3 33.3 16.7 6.7 0
④㜵⅏⛉学技術研究所

非常に思う やや思う どちらとも言えない あまり思わない 全く思わない
講演・研修が良かった 90.0 6.7 0 3.3 0
内容に興味が持てた 76.7 16.7 6.7 0 0
もっと知りたい 56.7 30.0 13.3 0 0
高度な内容 26.7 33.3 16.7 20.0 3.3
䐣㻺㻵㻹㻿䠄物質・ᮦᩱ研究ᶵᵓ䠅

非常に思う やや思う どちらとも言えない あまり思わない 全く思わない
講演・研修が良かった 76.7 16.7 3.3 0 3.3
内容に興味が持てた 76.7 13.3 6.7 3.3 0
もっと知りたい 66.7 23.3 10.0 0 0
高度な内容 76.7 10.0 10.0 3.3 0

○気づいた点・感想
・ 思っていたよりも⚾たちの生活に⤖䜃ついている研究が多くあり、୍ᒙ興味をᢪいた。
・ 興味深い施タばかりだった。どこの研究⪅も⮬分の研究を面白そうにㄒるのが༳㇟的だった。
・ 他校の人との交流のきっかけになったので良かったと思う。
・ 㻿㻿㻴校生だからこそฟ᮶る体験で、ཧຍでき非常に᭷ព⩏に㐣䛤せた。
・ ᵝ䚻な日本の技術・実験などを、┠の๓で見ることができてとても良い⤒験だった。
・ 㻶㻭㼄㻭や㻷㻱㻷・㻺㻵㻹㻿➼、普段行くことができない日本最高レ䝧ルの研究・実験ᶵ㛵に行けて良かった。

＜䝟イ䝋ン講座＞　(2018．8月実施)
①講⩏䛂プロ䜾䝷䝭ン䜾の基本・プロ䜾䝷䝭ン䜾に触れて䜏る䛃について

非常に思う やや思う どちらとも言えない あまり思わない 全く思わない
内容に興味がもてた 81 9.5 9.5 0 0
新しい発見・知識 57.1 33.3 9.5 0 0
今後活かせるか 33.3 42.9 23.8 0 0
満足いくものだったか 61.9 33.3 0 4.8 0
時間は㐺ษだったか 42.9 42.9 14.3 0 0
②プロ䜾䝷䝭ン䜾実習について

非常に思う やや思う どちらとも言えない あまり思わない 全く思わない
内容に興味がもてた 90.5 9.5 0 0 0
新しい発見・知識 76.2 23.8 0 0 0
今後活かせるか 52.4 33.3 14.3 0 0
満足いくものだったか 76.2 19 4.8 0 0
時間は㐺ษだったか 52.4 23.8 19 4.8 0

○気づいた点・感想
・ ఇ᠁のᅇᩘを1時間に1ᅇ⛬度にቑやしてほしい。
・ 㝔生の᪉䚻がᑀに教えてくださったので、↓ㄢ㢟を䜽䝸䜰できた。
・ 基本的ない᪉、考え᪉を学習することができたので良い時間を㐣䛤せた。
・ ึ䜑ての体験も多く、非常に㈗㔜な時間を㐣䛤すことができた。

＜㻶㻭㼄㻭研究講座＞　(2018．8月実施)
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＜まほろばけいはんなサイエンスフェスティバル＞　(2018．10月実施)
①講演　｢人工知能は錯視を知覚するか｣　基礎生物学研究所　渡辺英治　准教授

非常に思う やや思う どちらとも言えない あまり思わない 全く思わない
興味が持てたか 57.7 26.8 11.3 2.8 1.4
新しい発見・知識 39.4 43.7 15.5 1.4 0
今後活かせるか 28.2 36.6 32.4 2.8 0
満足か 56.3 29.6 12.7 1.4 0
②口頭発表について

非常に思う やや思う どちらとも言えない あまり思わない 全く思わない
興味が持てたか 47.2 31.9 19.4 1.4 0
新しい発見・知識 40.8 35.2 22.5 1.4 0
今後活かせるか 38.0 19.7 35.2 5.6 1.4
満足か 49.3 32.4 15.5 1.4 1.4
③中高生によるポスターセッションの内容について

非常に思う やや思う どちらとも言えない あまり思わない 全く思わない
興味が持てたか 62.1 27.3 10.6 0 0
新しい発見・知識 60.0 30.8 9.2 0 0
今後活かせるか 56.9 29.2 13.8 0 0
満足か 60.0 23.1 16.9 0 0
④中高生によるポスターセッションの会場について

非常に思う やや思う どちらとも言えない あまり思わない 全く思わない
会場は満足か 56.0 25.3 14.7 1.3 2.7

○気づいた点・感想
・ 口頭発表は質疑応答の時間があれば良いと思う。
・ 知らなかった技術を知ることができた。
・ 大変面白かった。多くの良い発表を聞かせていただき楽しかった。
・ 普段勉強できないことを学習できて興味をもてた。とても分かりやすく、中学生にも考えることのできる講演だった。

京都大学霊長類研究所・基礎生物学研究所・日本モンキーセンター
①京都大学　霊長類研究所

非常に思う やや思う どちらとも言えない あまり思わない 全く思わない
実験・研修が良かった 75.0 25.0 0 0 0
内容に興味が持てた 83.3 16.7 0 0 0
もっと知りたい 83.3 16.7 0 0 0

高度な内容だった 66.7 16.7 0 16.7 0
新しい発見や新たな知識を得た 91.7 8.3 0 0 0
今後の活動に活かせる 66.7 33.3 0 0 0
②基礎生物学研究所

非常に思う やや思う どちらとも言えない あまり思わない 全く思わない
実験・研修が良かった 66.7 33.3 0 0 0
内容に興味が持てた 58.3 33.3 8.3 0 0
もっと知りたい 50.0 41.7 8.3 0 0

高度な内容だった 75.0 25.0 0 0 0
新しい発見や新たな知識を得た 66.7 33.3 0 0 0
今後の活動に活かせる 75.0 8.3 16.7 0 0
③日本モンキーセンター

非常に思う やや思う どちらとも言えない あまり思わない 全く思わない
実験・研修が良かった 91.7 8.3 0 0 0
内容に興味が持てた 91.7 8.3 0 0 0
もっと知りたい 75.0 25.0 0 0 0

高度な内容だった 50.0 41.7 0 0 8.3
新しい発見や新たな知識を得た 66.7 33.3 0 0 0
今後の活動に活かせる 50.0 50.0 0 0 0

○気づいた点・感想
・ 話を聞いて、疑問を持ったことをその分野のプロに詳しくお聞きできたのがとても嬉しかった。
・ 最先端の研究所とそこで行われている研究に驚き、感動した。
・ 学校で習っていることよりも高度なことが学べた。実験もより本格的なものに触れることができた。
・ 霊長類の奥深さを身をもって体験した。良い体験だった。
・ 他校生との交流は刺激的で楽しいものだった。

＜チャレンジ高度研究講座【生物編】＞　(2018．12月実施)
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